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　あなたは閉じ込められました。脱出を目指してください。




　石せつ窟くつ。

　どこからか風の音が聞こえる。薄暗く蒸し暑い。

『ここは石窟です。天てん井じようからぽたりと水が垂れ落ちました。ヒカリゴケの群生があるためにぼんやりと光っています。そしてこの場所に三人の人間がいるようです。手には剣、鎧よろいを着ているのでナイトのようですね』

　石窟の三人は顔を見合わせている。男が二人に女が一人。

『ナイトたちの目的はなんでしょうか。確かにこの石窟には財宝が眠っています。しかし、誇ほこり高きナイトは財宝を盗みに来たのではありません。そうです、囚とらわれの姫ひめ君ぎみを救いに来たのです。この石窟には美しき姫君が囚われていますから。そして凶きよう暴ぼうなドラゴンも……』

　三人は周辺を調査しているようだ。

『すでにナイトたちは石窟探たん索さくにおいて宝を手に入れているようです。宝石と剣です。宝石はこの石窟から持ちだせば売ることができるでしょう。価値は百万ぐらいでしょうか。姫救出の報ほう酬しゆうということになるでしょう。そして剣はドラゴンスレイヤーです。ドラゴン殺しの伝説の魔ま剣けんがこの石窟にあったとは皮肉なことですね。あっ、ナイトたちが警けい戒かいしています。人の気配を察知しました。岩に足を組んで誰だれかが座っています。……ナイトのようです』

「脱出が目的なら俺おれが案内してやろうか？」

　岩に座っていた沖おき田た瞬しゆんはにこりと笑った。

「……沖田か」

　三人のうちのひとりが苦い表情を浮かべた。

『おっと、忘れてました。私は妖よう精せいです。石窟に囚われた姫様のお友達でして、ドラゴンを倒す機会を窺うかがっていました。ただし普ふ通つうの人間には見ることも声を聞くこともできません。ですからこうしてこっそりナイトたちの行動を見守っているのです』

　妖精はナイトの周囲を飛び回っている。

「最近の妖精さんはＳスＬラＹイのワンピースを着ているのかい？」

　沖田はすっくと立ちあがった。

『私は普通の人間には見えないんです』

　妖精は頰ほおを膨ふくらませてそっぽを向いた。

『さて、彼らが交流している今のうちに情報を検けん索さくしましょう。ナイトは協会に登録しているので、データを引きだすのは簡単です。えっと、まずは沖田瞬。所属、三年一組。ナイトの実績はまあまあです。迷宮脱出の最短記録などを打ち立てたことがあります』

「たまには冒ぼう険けんしないと腕がなまっちゃうからね」

　沖田は三人に目を向けた。小こ柄がらな女の子、長身の男性と太めの男性。

『女性ナイトは田た中なか梨り央お、三年八組です。初心者ナイトですね』

「梨央です。ドラゴン討とう伐ばつ、がんばります」

　梨央はふわふわとした声を出した。カールした髪かみを細いリボンで縛しばっている。彼女は沖田を向いてにこっと笑った。

『鈴すず木き悠ゆう介すけ、三年三組。上級者ナイトですね』

　長身の男性が鈴木悠介だ。鈴木は沖田に苦い顔を向けている。

『そして、志し田だ賢けん治じ、三年五組。ナイトの仕事は結構こなしていますね。協会の評価としては中級者、でしょうか』

　太った男性が志田賢治。志田はへらへらと笑って「よろしく」と言った。

　妖よう精せいは四人から少しだけ距離を取った。

「自己紹しよう介かいも終わったし情報交換しておこうか？　探たん索さくで見つけた宝とかを見せ合ってさ」

「お前のペースに持っていこうとするなよ、沖田」

　鈴木は沖田を警けい戒かいしているようだった。

「まあまあ、みんなで協力しようよ。まずはドラゴン討伐じゃん。仲間割れすると評価が下がるばっかりだよ」と、志田。

「時間も無む駄だにする。この姫ひめ救出の冒ぼう険けん、真の目的は脱だつ出しゆつだ。そして脱出に必要な要素は、理性と冷静さ」

　沖田は言った。そして速度も。速さは明確な評価だと思っていた。石せつ窟くつからの脱出も迅じん速そくに行わねばならない。無駄な時間が増えるほど障害も大きくなる。

『おっと、暗がりから音が聞こえます。じゃらじゃらと鎖くさりを擦こするような音……』

　鎖を擦るような音が暗がりから聞こえた。沖田たちは剣を握にぎって身構える。

『……少女です。足に鎖を絡からめた少女が座り込んでいます』

　目の前で座り込んでいるのは怯おびえたような表情を浮かべる女の子だった。大きな瞳ひとみに薄い唇くちびる、栗くり色いろの髪かみは緩ゆるやかにウエーブして肩の下まで垂れている。

『鎖に繫つながれた少女は半はん裸らです』

　少女ははっと気づいたように自分の体を手で隠かくした。ヒカリゴケの放つ弱い光で白い体が浮かび上がって見える。

「これを着て。君は誰だれだ？」

　沖田は羽織っていたマントを彼女の体に掛けてやった。

「私はナイトです。トラップに引っかかってしまいました」

　彼女はマントで体を隠しながら剣を見せた。

「花穂かすい結ゆ羽う、です。三年八組です」

『五人のメンバーがそろったようですね。実は五人という数が重要なのです。彼らがそれに気づけばこの石窟からの脱出も果たせるでしょう』

　妖よう精せいは五人の横でクスッと笑った。

『何な故ぜ、この石せつ窟くつに五人のナイトがいるのでしょうか。彼らの目的はなんでしょうか。それでは、私が知っている限りの状じよう況きよう説明をしましょうかね。それは囚とらわれの姫ひめ君ぎみの物語です……』

　発ほつ端たんはある国で起こった戦争だった。それはそれは凄せい惨さんな戦争であり、兵士たちはもとより、国民にも甚じん大だいな被ひ害がいが出る。さらには内乱も起こり、その矛ほこ先さきは王室にまで及ぶ。そこで王様は一粒種の姫君を石窟に避ひ難なんさせた。

『しかし、その石窟にはドラゴンが棲すんでいたのです。姫ひめは石窟に囚われてしまいました。そこで多くの勇者が姫君救出のために石窟に入っていったのですが、戻ってくる者はいませんでした。不毛な時間だけが過ぎ去り、そして現在……』

　妖精は五人に視線を向けた。

『私は石窟に五人の勇者が集まるのを待っていました。何故なら、ドラゴンスレイヤーは五本でひとつの役目を担い、五人でなければドラゴンを倒せないからです。ドラゴンを倒せば、姫救出は果たせたも同然です』

　ドラゴンスレイヤーは元から持ってきた武器ではない。この石窟を探たん索さくしている過程で見つけた財宝の一部なのだ。確認すると、沖おき田た以外の四人もドラゴンスレイヤーを持っていることがわかる。偶ぐう然ぜんながらドラゴンスレイヤーの五本がそろったのだ。

　ただし五人のメンバーの剣はそれぞれ形状が違う。沖田は平均的な大きさだが、もっと大ぶりな剣からダガーナイフのようなものまである。沖田はちらりと花穂かすい結ゆ羽うが持っている剣を見る。それは分厚く長い巨大な剣だった。

『たぶん今ならドラゴンは眠ねむっているでしょう。ドラゴンが起きてからではドラゴンスレイヤーがあるとはいえ勝てません。つまりここでのんびりしているわけにはいかないのです。そんな助言をナイトたちにしたいのですが、残念ながら私の声は聞こえないのです……』

「あの、沖田さん、私はこれを取ろうとしてトラップに引っかかったのです」

「……アタッシュケースか？」

『いいえ、ナイトたちは宝箱を見つけたようですね』

　花か穂すいが持っていたのは宝箱だった。

「ソケットがついてるな。カードを刺す……」

『剣を刺す穴がついている宝箱のようです』

「沖田、触さわるな。花穂さんが宝箱を調べてくれないかな。それなら平等だから」

　鈴すず木きは花穂を指名した。それを受けて彼女は戸と惑まどいながらも宝箱を調べ始める。しばらくいじっていたが首を振った。

「開きません。ロックがかかっているみたいです。剣を刺す穴でしょうか、それが五つあります。穴の大きさは一いつ緒しよです」

　次に宝箱の裏側を見た花穂が首を傾かしげた。

「文字が書いてあります。……えっと、右から強い剣の順に刺していけ、です」

　強い剣の順。どういうことだろうか。花穂は解かい錠じようをあきらめて宝箱を足下に置いた。

「俺おれは石せつ窟くつ探たん索さくでドラゴンスレイヤーと宝石を手に入れてる。みんなもそうか？」

　沖おき田たが剣と宝石を見せると、皆はうなずいた。

「でも、みんなが持ってる剣、それぞれ形が違うよねえ」

　梨り央おは皆の剣を見て言った。確かにビジュアルは違った。

「うーん、もしかしてドラスレから持ってきてるのかもねえ」

　発言したのは志し田だだった。

「ん、ドラスレって？」

「そういうゲームがあってね。あれも剣を五本使うんだよね。竜りゆうの炎ほのおを止める剣や、鱗うろこを削そぎ落おとす剣、心臓を突き刺す剣とかそれぞれ役割があるんだよ。まあ、マイナーなゲームだから君らは知らないかもだけど」

「とりあえず、宝箱の開け方だな。沖田、どうする？」

　鈴すず木きが宝箱を触さわりながら沖田を向いた。

「右から順に、花穂さん、志田、俺、梨央、鈴木の順だ」

　沖田はそう断言した。右から強い順に宝箱に剣を刺していく。

「判断理由はビジュアルだ。大きい剣から刺していく」

「ビジュアルって、見た目ってことか？」

　鈴木は呆あきれたように沖田を見た。

「単純でいいと思うんだよな。まだ宝箱を見つけた程度の序じよ盤ばんだ。俺がもしもゲームをセッティングした立場ならこう考える。まずは宝箱でも開けさせて、簡単なチュートリアルでもやるかと……」

『これはゲームではありませんけどね。ナイトたちの命をかけた使命なのです』

「こんな議論をしている時間はないぞ。俺たち人間には見えないけど、妖よう精せいが先ほどからフォリフォリの時計をチラチラ見てるのも気になる。ドラゴンが起きる可能性がある」

「時間がない、って脅おどすのも沖田がよく使う手だよな」

　鈴木が沖田を睨にらみつける。

「うん、男の子って時間をよく気にするよねえ」

　梨央の言動に、向かい合っていたふたりは気勢をそがれてしまった。

「俺の考えをもう少し言う。この宝箱を開けることを難しく考える必要はないと思う。きっと俺たちは偶ぐう然ぜん見つけた宝箱で、偶然このドラゴンスレイヤーの使い方を知るはずだ。そこに複雑な推理などが入り込む余地はないんじゃないか、っていうのが判断理由」

　誰だれからも反対意見は出ず、うやむやな雰ふん囲い気きのまま結果的に沖田の意見が受け入れられることになった。五人は宝箱と向かい合う。

「最初は──花か穂すいさん、かな」

　沖おき田たは巨きよ大だいな剣を持った花穂を促うながした。オドオドとしていた彼女だったが、視線に押されるように宝箱に近づく。そして宝箱の穴に剣を刺した。

『ガチャリと音を立てて剣が刺さりました。そのまま剣は抜ぬけません』

　花穂は剣を宝箱に刺したまま一歩下がった。

　続いて志し田だが刺し、沖田も剣を宝箱に刺し込んだ。その次に梨り央おが剣を刺す。

「最後に俺おれか」

　鈴すず木きが五本目の剣を刺した。それを見ていた妖よう精せいが宝箱に歩み寄る。

『カチン、と音がしました』

　宝箱のロックが外れる音だろうか。

「花穂さん、宝箱の中を調べてくれる？」

　鈴木に指名された花穂は膝ひざをつき、パタンと宝箱を横に倒してから慎しん重ちように開けた。

「……カード、いえ宝玉が一つと折りたたまれた紙が入っていました」

　花穂はまずは宝玉を手に取った。

『彼女が持っているのは紅の宝玉といわれる秘宝ですね。天使の血の滴しずくとの伝説がある宝石なのです。価値は五百万』

　価値の高い宝が一つ。少しだけ場がぴりりとしたのがわかった。花穂はそんな雰ふん囲い気きを察することなく紙を手に取った。

「ドラゴンの巣の地図、と書かれています」

『ナイトたちは石せつ窟くつの地図を手に入れたようですね。これでドラゴンの居場所が判明いたしました』

「他にも文章が書いてあります。読みますね。えっと、私はドラゴンスレイヤーを作った魔ま法ほう使いだ。ドラゴンスレイヤーの使い方はこの宝箱の開け方と同じだ……」

　花穂は文章を読み続ける。その説明によると、ドラゴンスレイヤーの魔ま力りよくはドラゴンにしか効力を発揮しないようだ。他の対象に使うと、魔力は発揮されずに通常の武器と同じになってしまう。

「この石窟のドラゴンの力は特に強大だ。まず、最初の剣で首を切り落としドラゴンが炎ほのおを吐はくのを止める。次の剣で逆げき鱗りんを砕くだき、続いて砕いた鱗うろこの隙すき間まから剣を刺し麻ま痺ひさせる。その隙に心臓付近の肉をそぎ、剝むきだしになった心臓に最後の剣を突き刺す。ドラゴンの血を吸った剣は跡あと形かたなく消しよう滅めつするが、引き替えにドラゴンは絶命する……」

　また、ドラゴンスレイヤーは魔力が強いため、一人の人間が連続使用することはできないという。ドラゴンスレイヤーは人間の生命力を魔力に変えてドラゴンを攻こう撃げきするようだ。

　花穂が顔を上げる。説明はこれで終わりのようだ。

「充じゆう分ぶんじゃないか？　これでだいたい理解できた」

　鈴すず木きがうなずき、宝箱に刺さっていた剣を回収した。

「その宝玉は花か穂すいさんが持っていな」

　鈴木に言われ、花穂は迷いながらも宝玉を手にした。

「天使の血って赤いんだね」

　梨り央おがクスッと笑いながら剣を引き抜いた。最後の剣を手に取ろうとした花穂が困った顔をしているのが見えた。

「あの、剣が違うんですが」

　花穂が引き抜いた剣はダガーナイフ形状だった。一番小さな剣だ。沖おき田たは鈴木を向く。

「あっと間違えた。でも、まあいいじゃんか。どうせ誰だれが持っても同じだし。一本ずつ持つとの指定はあったけど、誰がどれを持つとかの指定はないしさ」

　鈴木は花穂の巨きよ大だいな剣を持っていた。

「いいだろう。ドラゴンの巣に行こう。大だい丈じよう夫ぶ、必ず脱だつ出しゆつさせてあげるから」

　沖田は花穂を繫つないでいた鎖くさりを剣で断ち切った。ガチンと甲かん高だかい音が石せつ窟くつに響ひびく。

「ありがとうございます」

　自由になった花穂は初めてほっとした笑顔を見せた。

『ナイトたちがドラゴンの巣に移動するようです』

　妖よう精せいがナイトたちの先を歩いていく。沖田たち五人は石窟を移動した。

『生暖かい風が吹いています。実はそれはドラゴンの吐と息いきです。微かすかな振しん動どう。ドラゴンは寝ねているようです。運はナイトたちに味方したようですね』

　石窟を歩くと生暖かい風を感じた。微かな振動。ドラゴンの気配だ……。

『あっ、ドラゴンの姿が見えました。なんという大きさでしょう。銀色の鱗うろこがギラギラと光っています。こんなドラゴンと戦ったらひとたまりもないでしょう。しかし、ドラゴンは眠ねむっています』

　五人の目の前には巨大なドラゴンの姿があった。

　石窟の出口をふさぐ障害だ。これを排はい除じよしない限り姫ひめ君ぎみの救出はおろか、自分たちの脱出もままならない。しかし障害を取り除く武器はすでにこちらの手の内にある。

「ドラゴンを倒す前に議論がある。紅の宝玉のことだ。五百万の価値があるやつ」

　鈴木が花穂を見た。宝玉を持っている花穂は顔を曇くもらせる。

「分配は不可能だぞ。宝玉は割ることができない。割った時点で価値がなくなるだろうし」

『そうです、紅の宝玉は割れば石ころになってしまいます。困ったことになりました。石窟で見つけた財宝がナイトたちに混乱をもたらしたようです』

「とにかくドラゴン討とう伐ばつが先だ」

　沖田は花穂をかばうように鈴木と向かい合った。志し田だはおろおろとし、梨央はドラゴンの前でぽかんとしている。

『ちなみに、脱だつ出しゆつ後の分配も不可能です。石せつ窟くつを脱出した時点で持っている財宝が、そのままナイトの報ほう償しようになるのです……。あっ、沖おき田たさんが鈴すず木きさんに殴なぐられたようです。しかし今後の行動に影えい響きようする怪け我がは負っていません』

「……議論じゃなく殴り合いをしたいのか？」

　いきなり殴られた沖田は鈴木に歩み寄る。場が一気に険悪な雰ふん囲い気きになった。

「やめなさい」

　横を向くと梨り央おが鈴木に剣を向けていた。彼女の表情の温度は急降下している。

「剣で攻こう撃げきする？　やってもいいよ」

　鈴木も剣を握にぎった。ドラゴンを前にナイト同士で敵意を向け合っている。

「あの、やめましょう。宝玉なら渡しますので……」

　花か穂すいが言ったときには、ふたりは行動を起こしていた。

『両者、剣を使いました。膝ひざをついたのは……梨央さんですね。梨央さんは怪我を負いました。出血がありますが、ただちに影響はありません』

　梨央はぽかんとしたように沖田を見る。

「剣の強さだ。それが影響している」

　沖田は察した。ドラゴンスレイヤーの剣の強さはすでに明示されている。

「気づくのが遅おそかったな、沖田。ドラゴンスレイヤーの魔ま力りよくはドラゴン以外には効力を発揮しない。つまり、単純に剣の強さで勝敗が決まることになる」

　鈴木は巨きよ大だいな剣を持っている。梨央が持っていたのはレイピアのような細身の剣だ。宝箱に刺した順番も四番目。単純な強さでは勝負にならない。

「梨央、もう動くな。鈴木もそれ以上やめておけ。ドラゴン討とう伐ばつには五人のナイトが必要だ。梨央が死んで困るのもお前だぞ」

　沖田は憮ぶ然ぜんと突つっ立っている梨央を引き寄せた。

「わかってるさ。だから、その程度の傷で抑おさえたから」

「ひどいです。協力してドラゴンを倒すべきなのに」

「みんなで協力して脱出しよう、っていうのも違うだろ。俺おれは説明を聞いた時点でこうなることを予想していて花穂さんの剣をもらったんだ。誰だれかよりも先に少しだけ動く、それが勝利への戦略だから」

　鈴木は憤いきどおる花穂に手を差しだした。

「あの宝玉、天使の血の滴しずくを渡してほしい。でないと、女の子でも殴るよ」

「渡したほうがいい。怪我するから。なにより君の持っている剣は最弱だから行動不能になる重傷を負う可能性もある」

　沖田に耳打ちされ、花穂は仕方なく天使の血の滴を鈴木に渡した。

「これで充分だろ。ドラゴン討伐に移ろう」

　鈴すず木きに向き直った沖おき田ただが、再び鈴木に殴なぐられた。

『沖田さんが殴られました。奥おく歯ばを折りましたが今後の行動に影えい響きようはありません』

「沖田、妙みようなまねをするなよ。でないと殴るだけじゃすまさない。たとえそれによって石せつ窟くつからの脱だつ出しゆつがならなかったとしても、お前だけは殺す」

「やめてください！」

　その大声は花か穂すいだった。

『ドラゴンの寝ね息いきが乱れました。ドラゴンが……』

　五人は息を止めて顔を見合わせる。ドラゴンが……。

『……いえ、起きません。寝続けています』

　五人はふうっと息を吐はいた。

「……やめてください。沖田さんは脱出に協力してくれています。悪いことなんてしてません。こんなことひどすぎます」

　花穂は声のトーンを落として言った。オドオドとしていた彼女だったが、意志の強さを感じさせる一面も持っていた。なんて純真な表情をするのだろう……。

「沖田を信用しないほうがいいよ。こいつは自分の目的のためにはなんでもやるからさ」

　鈴木はそう言い沖田に向き直った。

「わかった。ほら、これだろ」

　沖田は持っていた石を鈴木に投げた。石窟探たん索さくで元から持っていた宝石だ。

「田た中なか梨り央おさんはいいや、治ち療りよう代だいにしておくよ」

　鈴木は今度は志し田だを向いて手を差しだす。

「平等に宝石を回収するから早く」

「え、僕の宝石も？」

　志田は苦い顔をした。鈴木と志田の交こう渉しようが始まり、ドラゴン討とう伐ばつは棚たな上あげされたまま時間だけがすり減っていく。それを横目に沖田は花穂に近づいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　花穂はうなずいた。表情は暗かった。それはナイトとして使命を果たせない責任感からではなかった。自分のためにこんなことになるなんて、といった表情……。

「脱出まであと少しなのに、ひどいです」

「それは仕方ない。無事に脱出できればいい。怪け我がするのも馬ば鹿からしいから、言われたら持っている宝石も渡しな。あと……」

　沖田は注意の逸それている鈴木を確認しながら花穂に耳打ちする。

「今のうちに俺おれと君の剣を交こう換かんしよう。あいつは何をするかわからないから、君がちょっとでも強い剣を持っていたほうがいい」

「でも、そうしたら沖田さんが……」

「俺おれはナイトです。お姫ひめ様を守るのは当然の義務ですよ」

　沖おき田たは微笑ほほえんでみせた。彼女はナイトでなく囚とらわれの姫だ。石せつ窟くつで暮らしていた姫はドラゴンスレイヤーという秘宝を見つけ、自分を含め五人のメンバーが集まるのを待っていたのだ。でなければ五本のドラゴンスレイヤーが五人の手に渡った偶ぐう然ぜんの説明がつかない。

「知っていたんですか」

「他人思いの君が姫救出の話題を出さなかったことが気になっていた。つまり、脱だつ出しゆつと共に姫救出が果たせると君は知っていた。つまり君の本当の姿は──」

「ありがとうございます。私の真実を見つけてくれて……うれしいです」

「約束する。必ずお姫様を脱出させてみせるから」

　沖田と花か穂すいはお互いの剣を交こう換かんした。これで沖田の手元には最弱の剣が回ってきたことになる。ドラゴンにとどめを刺す剣だが、魔ま力りよくが使えなければただのナイフだ。

　志し田だが鈴すず木きに宝石を渡しているのが見える。余計な摩ま擦さつは起こっていない。これで脱出への準備が整った。

「おい、準備しろ。ドラゴンが目を覚ますぞ」

　沖田は剣を握にぎった。

『ドラゴンが目覚め……』

「鈴木！」

『ドラゴンの咆ほう吼こう』

　強きよう烈れつな咆吼に五人は耳をふさぐ。ついにドラゴンとの決戦が始まった。こうなってはドラゴンスレイヤーを信じるしかない。

「わかってる。剣でドラゴンを攻こう撃げき」

　鈴木が巨きよ大だいな剣をドラゴンに振ふるった。

『ドラゴンスレイヤーの魔力が効力を発揮しました。ドラゴンの首が切り落とされました。これでドラゴンの頭部が再生するまで炎ほのおを吐はくことができません。ドラゴンの血を浴びた剣はどろりと溶けました』

　ごろんとドラゴンの首が転がった。その頭部は体から切り離されてもガチガチと牙きばを鳴らしている。

「次は、誰だれだ？」

　沖田はドラゴンの頭を蹴けり飛とばしながら叫ぶ。

「僕だ。剣を使う！」

　志田がドラゴンの体に長剣を突つき刺さした。

『ドラゴンスレイヤーの魔力が発動し、ドラゴンの逆げき鱗りんが砕くだけました』

　同時に長剣が砕け散る。のたうつドラゴンの巨きよ体たい。石窟がビリビリと振しん動どうし、天てん井じようから岩がバラバラと崩ほう落らくしてくる。

「次は……」

　沖おき田たは花か穂すいを見た。花穂は沖田と交こう換かんした剣を持っている。これで無防備になったドラゴンの肉を突き刺すのだ。

「はい。攻こう撃げきします」

　花穂はドラゴンの体に深々と剣を突き刺す。

「え、沖田じゃないのか？」

　鈴すず木きは、ここで沖田と花穂が剣を交換していることに気づいたようだった。

『砕くだけた鱗うろこの隙すき間まから剣を刺しました。ドラゴンスレイヤーの魔ま力りよくでドラゴンの体は麻ま痺ひします。ぐったりと横たわるドラゴンの体。剣は消しよう滅めつします』

　ドシンと音を立ててドラゴンの体が倒れる。ここまでくればドラゴン討とう伐ばつは成功したも同然だった。あとは肉を削そぎ、心臓を突き刺すだけだ。

「梨り央お」

　沖田に促うながされ、梨央は瀕ひん死しのドラゴンに近づく。剣を──。

「待て……」

　察した鈴木が声を上げたが、もう遅おそい。

『ドラゴンスレイヤーの魔力によって、ドラゴンの肉が削ぎ落とされました。剣の消滅と引き替えに、ドラゴンの心臓が剝むきだしになりました』

「そして、俺おれの剣でドラゴンの心臓を突き刺してゲームクリア」

　沖田はドラゴンにとどめを刺す──。

「……なんてね」

　沖田はにこりと笑って四人に向き直った。手には剣を持っている。

「あの、とどめは？」

　瀕死のドラゴンを前に、花穂が困こん惑わくした表情を向けている。

「ダメージを受けたドラゴンはしばらく動けないから安心しな。復活する寸前に心臓を突き刺して、お姫ひめ様を連れて脱だつ出しゆつするから」

　沖田はドラゴンに背を向けて四人に近づいた。

「ここからの議論は迅じん速そくに行いたい。無む駄だ口ぐちを叩たたくなよ」

「ちょっと、ドラゴン退治はどうな──」

　沖田はにやりと笑ったまま、志し田だの肩に左手を添そえた。

『沖田さんがドラゴンスレイヤーを使いました。志田さんが──死亡』

　沖田の右手のナイフが志田の体に深々と突き刺さる。志田はその場に崩くずれ落おちるように倒れ、そのまま動かなくなった。

「無駄口を叩くなって言っただろ」

「なんてことを。おかしいです、こんなの」

『沖おき田たさんが花か穂すいさんを殴なぐりつけました。軽傷です。今後の行動には影えい響きようしません』

「黙ってろ」

　沖田は花穂に言い、今度は鈴すず木きに向き直った。

「だから沖田を信用するなって言っただろ。……俺おれの負けだ」

　鈴木は沖田に宝玉と宝石を渡した。

『沖田さんがドラゴンスレイヤーを使用。鈴木さんも死亡しました』

　沖田の足下に鈴木の死体が転がった。鈴木は沖田の持っている剣で心臓を貫つらぬかれた。この剣はドラゴンスレイヤーとしては最弱の剣だが、この場で唯ゆい一いつの剣であり武力なのだ。つまり沖田はこの時点で最強の剣を持っている唯一の人間となる。

「梨り央お、転がっている宝石を回収してドラゴンを監かん視しして。復帰しそうになったら俺に知らせてくれればいい」

「うん、わかった」

　梨央はこくんとうなずいた。沖田は愕がく然ぜんとしている花穂に向き直る。

「お姫ひめ様、そこに座って。大だい丈じよう夫ぶ、姫と共に脱だつ出しゆつっていう約束は守る」

　沖田は花穂を座らせ、にこりと笑った。

「ただし、俺の言うとおりにしたらだけどね。ドラゴンを殺す前に、これからお姫様とちょっとしたゲームの続きをしたい。言っておくけど、俺は死んだふたりのように甘くない」

　沖田は花穂に剣を向けた。

『なんということでしょう。姫君はナイトによって乱暴されています。服をはぎ取られ恥ち辱じよくの限りを尽つくされ、姫君のプライドも粉々に……』







　あなたは姫君を救出し石窟からの脱出を果たしました。
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　室内にはエアコンの音とパソコンを叩たたく音が響ひびいている。

　窓越しに校庭の運動部のかけ声が聞こえた。窓の外を見ると少しだけ赤く染まった空が見える。雲が多い威い圧あつ感かんのある夏の空。しかし、窓の外とは違いこちら側は熱気も湿しつ度どもない。パソコン画のように厳格に管理された空間だ……。

　斉さい藤とう進しん一いちはオレンジ色に染まる教室に座っていた。

　窓の外を見ていると、がらりと扉とびらが開いた。少女がワンピースの裾すそを揺ゆらしながら教室の中に入ってくる。少女は斉藤がパソコンを広げる机に腰を下ろした。

「おかえり、妖精さん」

　斉藤はメガネに中指を添そえながら顔を上げた。

「ただいま。ここ、石せつ窟くつより寒いわよ」

　神楽かぐら坂ざか愛ま菜なは肩に掛かったお下げ髪を払いウインクし、机に缶かんコーヒーを置いた。

「ゲームは無事に終わったわ。プレイヤー四名のうち、脱だつ出しゆつできたのは二名。こちらが用意した姫ひめは条件つきで脱出を果たせた」

「うん、ライブカメラで見てたから」

　ここはサークルの部室だった。サークル名は極限ゲームサークル。一般の生徒からプレイヤーを募つのり、リアルなゲームを開かい催さいするという活動をしている。部長は斉藤進一で、神楽坂愛菜も部員のひとりだ。

「今回のゲームの勝者は田た中なか梨り央おさんだな。宝玉と宝石含め九百万を持ちだし、姫救出にも成功してる。沖おき田たはプレイヤーを無意味に殺傷したり無む駄だな行動をしてマイナスが多い」

　斉藤はエンターキーを押してから立ちあがった。

「めずらしいよね。沖田君がゲームに参加するなんて。前は参加してくれてたけど」

　神楽坂は机の上で足を組み替えている。彼女は妖精役として今回のゲームに参加した。ゲーム進行役のゲームマスターとしてだ。

「もともと沖田はゲーム好きだからね。でも、飽あきっぽい」

「沖田瞬しゆん、三年一組。極限ゲームには十一回の参加。得意ジャンルは脱出。いくつかの脱出ゲームで最速レコードを打ち立てている。でも、失敗も多い」

　神楽坂は斉藤のパソコンを操作し、沖田のプロフィール画面を呼びだした。

「学校の成績は中の上。趣しゆ味みはアウトドア。血液型は……やっぱりＢか」

「神楽ちゃん、やっぱりＢ型かっていうのは、Ｂ型が一番怒おこる言い方だから気をつけな」

「一年時は陸上部に所属、のちにパソコン同好会を立ち上げビジネスを学内で展開した。それに関して多くの生徒が処分されたが、沖田瞬の名前は出ていない、か」

　プロフィール画面には様々な情報が記き載さいしてある。

「そんなこともあったよな。変なビジネス始めたけど、あいつって勘かんが鋭するどいから危なくなったら素早く手を引いたんだ。だから沖田が始めたってことも知られてない。いつか破は綻たんすると思って、もとから慎しん重ちようにやってたんだな。金を稼かせぎたかったんじゃなくてゲーム感覚だった」

　沖おき田たの価値観は常に目に見えるものにあるような気がする。陸上部でもコンマ一秒を争い、ゲームでも勝利と金を追求した。マネーゲームなどにも興味を持っているようだ。

「周囲の評判は上々。温厚で友達思い。成績も悪くなく教師の受けもいい。へらへらとしててちょっと軽いなどの意見もあるが、女子からの評価も悪くない、かあ」

　ゲームに参加したプレイヤーのプロフィールは斉さい藤とうが調べてまとめたのだ。

「でも、極限ゲーム内での評価は違うわね。冷静で打算的。それが斉藤君から見た評価、か」

「どうした？　神楽かぐらちゃんは沖田のことが気になってる？」

　斉藤は窓まど枠わくに腰をかけた。極限ゲームサークルが管理するデータは、ゲームを通じて斉藤がまとめてきたのだ。そしてその労力に対する対価はもらっていた。極限サークルのＯＢと名乗る人間が秘密裏に部費を提供してくれているのだ。

「うーん、さっきのゲーム、がね」

「石せつ窟くつでの沖田の行動？」

「そう。なんかゲームに外れることをやってた。見えない設定の私にも絡からんでくるし、やになっちゃう。暇ひまだったから適当な気分で参加したのかな」

「違うね。画面越しだったけど、俺おれが見る限り沖田は終始冷静に行動してた。最初に神楽ちゃんに話しかけたのも作戦の一部だったんだよ」

「ワンピースや時計の言動が？」

「うん。ゲームの中でファンタジー設定に沿った演技をしつつも、妖よう精せいの神楽ちゃんだけには少しだけ現実を持ち込んで対応した。で、神楽ちゃんは無意識でそれを引きずってた。例えばチラチラと腕時計を見る仕草もそのひとつ。沖田はね、神楽ちゃんのそんな行動と表情で脱だつ出しゆつゲームの制限時間を計っていた」

　神楽坂ははっとしたように息をのんだ。

「神楽ちゃんは悪くないよ。あいつはそういうの上う手まいからね」

「でもさ、だとしても冷静に行動してたとは思えないけど。スピーディに脱出可能だったのに時間を掛けて意味のわからない行動をしたもの」

　神楽坂は机にカードの束を置いた。宝玉や剣はすべてカードになっている。プレイヤーはあくまでそのカードを現実のものとして扱あつかうとの条件がある。そしてゲーム内での特とく殊しゆな行動もカードを使う。各プレイヤーには白紙の行動カードが配られるのだ。

　殴なぐりつける。と書かれたカードがある。それは鈴すず木きが沖田に対して使用したものだ。

「沖田君は最後の時間を使って、花か穂すいさんを尋じん問もんしてたわ」

「普ふ通つうに考えると、脱出にあたって何か罠わながあると考えたのかもね。花穂さんが姫ひめだとの確証を得る必要もあっただろうし。その時間も少しだけあった」

「そうなのかな」

「違うだろうね。たぶん、沖おき田たが久しぶりにゲームに参加したのはあの尋じん問もん自体が目的だったんじゃないか、って思う」

　斉さい藤とうはそう断言して行動カードを手にした。

「尋問？　花か穂すいさんをってこと？」

　神楽かぐら坂ざかはパソコンを操作して花穂のプロフィールを表示させた。

　花穂結ゆ羽う。三年八組。成績は優ゆう秀しゆうだが、性格は内向的。部活などの所属はなく、恋人などの存在もない。その他、特にデータはなし。今回は姫ひめ役として極限ゲームサークルから参加の依い頼らいをした。

「……クラスも一いつ緒しよになったことないし沖田君との接点はなさそうだけど。目立つ性格でもないし、沖田君が彼女を気になってるってことはあるかな。恋愛的にさ」

「だったら、こんなことをしないよ」

　斉藤は沖田の使った行動カードを見る。カードには殴なぐる、蹴ける、服をはぎ取る、レイプする、などの単語が書かれていた。沖田はナイトとして救出する姫君に暴行したのだ。ある意味、その手際は迅じん速そくで見事だった。

「花穂さん、泣いてたわ。行動カードで実際には何もされてないのに」

「褒ほめたくないけど、ああいうところが上う手まいんだよ。花穂さんの前ではあくまでファンタジーのノリを崩くずさずずっと優しく気を遣つかってた。反して尋問のときは口調や表情まで変えて、少しずつ彼女を追い込んでいった。見ててどうだった？」

「なんていうかどきりとした。目が怖こわいの。睨にらんでいるとかじゃなくて、穏おだやかだったのが逆にね。あと、ちょっとエロティックだったかな」

「沖おき田たはまず、花か穂すいさんの服をはぎ取ることから始めた。当然カードでだけど」

「女の子にとって衣服は鎧よろいのようなものだからね。カラフルだったり可愛かわいかったりすると防ぼう御ぎよ力りよくが高まるの」

「そう、生理学者も言ってたけど女性にとって服は身体境界を強化するものらしい。たとえるなら第二の皮ひ膚ふであって、それをはぎ取られると不安感情が急激に高まる。花穂さんは性格的にも身体境界の喪そう失しつ感かんが大きいタイプだね」

「とにかく目的は花穂さんだったってことね？」

「花穂さんと田た中なか梨り央おは同じクラスだから、もしかしたら花穂さんがゲームに参加するっていう情報が漏もれたのかもしれない。そして沖田が久々にゲームに参加した」

　沖田はゲームに沿った行動をしつつも、花穂との接せつ触しよくのタイミングを待っていた。そして、邪じや魔まなプレイヤー二人をあっさりと殺し石せつ窟くつ設定の部屋から退出させた。その後に花穂を尋じん問もんしつつ、妖よう精せいが制限時間を気にして腕時計を見たタイミングでドラゴンにとどめを刺した。あと十秒遅おそければドラゴンが復帰してゲームオーバーとなっていたのだ。

「尋問内容は聞こえた？」

「最初だけかな。本当に姫ひめなのか、とか。でも徐じよ々じよにプライベートなことにも突っ込んでいたような。でも、最後は耳打ちするような感じで、花穂さんも服を脱がされ暴行されるカードを見せられて泣きだして。ゲーム後のフォローが大変だったんだから。それなのに沖田君はゲームが終わるとあっさりと帰っていった」

「沖田は金とかスピードとか数字で見えるものは大切にするけど、そういった他人の心理とかは乱暴にするんだよな」

「女性関係に弱いタイプよね。女心がわからないの」

「あいつ、彼女に何が聞きたかったんだろうな」

　斉さい藤とうはプロフィール画面の花穂を見ながら考えた。たぶんひとつだけはっきりとわかることがある。沖田は真実が知りたかったのだ。だからこそ、ゲーム内での尋問を試みた。このゲームは学校や日常の莫ばく大だいな情報が存在しない空間だ。だからこそ無防備に心が露ろ出しゆつしてしまう。
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　斉藤はこのゲームを通じて生徒たちの真の姿を見てきた。知ったのは生徒たちは皆、仮面をつけて学校生活を送っているということだ。学校という隔かく離りスペースの中で自分というキャラクターを演じている。しかし、ゲームという仮想の空間ではその仮面ははぎ取られる。

　清せい楚そな女子生徒は残ざん忍にんな一面を見せ、日常で冷静な男子生徒が臆おく病びようで間抜けな行動を取ったりもする。普ふ段だん隠かくしている部分を見せてしまうのだ。偽にせ物ものの世界での行動や思考こそにその人間の真実がある。

「ただ、泣かしたかっただけかもよ。彼はサディストだから」

　神楽かぐら坂ざかは机に座りながら唇くちびるにリップクリームを塗ぬっている。彼女がこのサークルで活動しているのも、生徒たちの本当の姿を知りたいからかもしれない。もともと神楽坂は演劇部で活動しており、そのために人間観察に興味を持っている。

「それは違うよ。なんの目的もなくそんなことをするとは思えない」

「でも、沖おき田た君は変人じゃない。精神異常もあるって、そんな噂うわさもある」

「あのこと？　あれは心理テストのようなものじゃないか」

　斉さい藤とうは神楽坂が買ってきた缶かんコーヒーを飲んだ。あの心理テスト、を回想した。一年ほど前にこの学校の養護教きよう諭ゆが行った心理テストだった。女性の養護教諭は大学時代は心理学を専せん攻こうし、その後メンタルケアなどの方面に進んだらしい。この学校でも保健室の先生であると共に、生徒たちの心理的な相談相手を買ってでていた。

　その後、彼女は生徒たちに簡単な心理テストなどを行った。文章の穴あな埋うめをするとか、木の絵を描くなどのものだった。そのテスト結果で引っかかった、いや、彼女の興味を惹ひいたのが沖田とされている。

　沖田はその後、保健室に呼びだされてメンタルケアなどをされたらしい。幼少期にトラウマを持っているとか、もうひとつの人格があったとか、周囲の生徒たちが馬ば鹿かみたいな噂をしていたのを憶おぼえている。そんなくだらない噂は生徒たちの中ですぐに消え、恋愛やテストについてのいつもどおりの話題に戻っていったが。

「でも、木を描くやつ、バウムテストって言ったっけ？　沖田君が提出したのはすっごい変なのらしかったって。きっと、どこかおかしいのよ。彼はそんな雰ふん囲い気きを持ってるもの」

　神楽坂の物言いに斉藤は苦笑いをした。バウムテストとは生徒たちに樹木を描かせる性格検査だった。樹木のサイズ、ラインや筆圧、実の有無、幹や樹幹や根などから性格診しん断だんを行うのだ。沖田が書いたのは明らかに普ふ通つうではない樹木だったとされている。

「女の子って評判に弱いよね。例えば内容よりブランド、とかさ。使い勝手がいいからこのブランドを買う、じゃなくて、このブランドだから使い勝手がいいって思い込む」

「斉藤君だって女の子は、ってくくってるじゃない。それにこういった思考は物量的な現代においてマッチしているの。すべてを試してみるなんていかないかないもの」

「まあ、沖田はまともだと思うよ。もしかしたら心理テストもあえてミスしたのかも。ああいった心理テストって生徒からも文句が出てたしね」

「うん、俺おれたちは実験動物かって怒おこってたよね」

「俺たち高校生は、管理しやすいようにすぐレッテルを貼はられるから」

　斉藤はそう言いつつも、沖田の行動が気になっていた。沖田は接点のなさそうな花か穂すいに何を聞こうとしていたのか。少し調べてみる必要があるだろうか。斉藤はキーを押して花穂のプロフィール画面を消した。

「あら、これはなあに？　次のゲーム？」

　神楽かぐら坂ざかがパソコン画面を覗のぞき込んでいる。パソコン画面には極限ゲームサークル主しゆ催さいのゲームの情報が表示されている。

「次のゲームっていうか、たぶん最後のゲーム。みんなももう三年生だし、夏休みが終わったら遊んでられないから」

「そっか、ちょっと寂さびしいけどね。ラストゲームはどんな内容に……え？」

　ゲーム内容を見ていた神楽坂が怪け訝げんな顔をしている。

「大規模だろ。これは俺おれの企き画かくじゃなくて、スポンサーから送られてきたゲーム企画なんだ」

　極限ゲームサークルのスポンサー。このサークルのＯＢであるとされているが、斉さい藤とうたちは顔すら知らない。しかし、このサークルがリアルでエンターテインメントに富んだゲームの演出をできるのはそのスポンサーの資金提供ゆえだった。資金提供の引き替えに、斉藤たちはゲームプレイヤーの情報を提供している。そして、今回スポンサーから提供されたのはこのサークルにおけるラストゲームの企画だった。

「ゲーム期間は数日って、長いね。私たちはその補ほ佐さ？」

「いや、ゲームプレイヤーとして参加するらしい。だから詳しよう細さいは、不明」

　そのゲームにかかる資金はすべて提供されるようだ。というより、セッティングも企画もすべてあちら側で、斉藤たちはただ参加するだけとなる。

「賞金も出るみたいね。学校でのゲームみたいな仮想マネーじゃなくて。本当かな」

「本当だろうね。今までも異様なほどに金払いがよかったから」

　斉藤はサークル部長としてゲームの企画を続けていたが、資金提供を断られたことはなかった。学校内だけでなくイベントホールを借りて大規模な脱だつ出しゆつゲームを行ったこともあるのだが、すべて支払ってもらい、それで得た利益の返へん却きやくなども求められなかった。

「夏休み中に行われるゲーム、か。集まるのかな、こんな人数」

「集まると思うよ」

　ゲームは麻ま薬やくのようなものだ。最初は小さなゲームだったが、参加者はさらに興こう奮ふんを求め大規模になっていた。今回のような石せつ窟くつの脱出ゲーム程度では、誰だれも満足できなくなっている。プレイヤーたちは日常を忘れてスリルと興奮、そして勝利を求め続ける。欲求は膨ふくらみゲームも拡大し続け、いつかは破は綻たんする。

　卒業がなくともゲームは終わる運命にあったのだ……。

　斉藤は窓の外を見た。夏だった。すでに高校生の最後の夏が始まっている。

「静かだな。今年は蟬せみの声が聞こえない」

　つぶやく斉藤の横で、神楽坂はまだパソコンを凝ぎよう視ししていた。

「参加人数、百人か」

　ラストゲームは隔かく離りスペースで行う、男女五十名ずつ合計百人で行う大規模なゲームだった。

　ゲームの内容は不明。場所も不明。

　ゲーム名、ブリッツ。




　　　　＊




　切り絵サークル。扉とびらにはそんなプレートが貼はってあった。

　沖おき田たは扉をそっと開けて中に入った。無機質な部屋の中には机と椅い子すが一組だけ置いてある。四角い窓があり、窓越しに外を見ている女子生徒の後ろ姿が見えた。

「沖田君」

　振り返ったのは梨り央おだった。制服のスカートに上は黒いタンクトップ一枚だった。

「さっきはありがとうね。おかげで景品もらっちゃった」

　梨央は舐なめていたロリポップのキャンディを見せた。

「いっぱいもらったから、沖田君にもあげるね」

　梨央は舐めていたキャンディを沖田に渡した。

「こっちこそ助かったよ。彼女がゲームに参加すること教えてくれてさ」

　沖田は静かに部屋の中を歩いた。キャンディはマスカットフレーバーだった。

「いいんだ。沖田君は手伝ってくれたし」

　沖田は壁に視線を向けた。そこには大量の蟬せみがいた。ピンで刺された蟬が壁かべにびっしりと並んでいる。

「花か穂すいさんに何か話があったの？」

「いや、もういいんだ。花穂に用があったわけじゃないし、もう聞きたいことはないよ」

　沖田は壁にへばりつく蟬を見つめながら言った。もう終わったことだった。

「綺き麗れいだよね。蟬ってキラキラして宝石みたい」

　梨央は机の上に腰を載のせて沖田を見上げた。

「確かにガラスみたいだな」

　梨央はコレクターだった。集めるものは多種にわたる。ビールの王おう冠かんからクリップや他人の爪つめまで。集めるだけ集めて飽あきたらあっけなく捨てるのだ。この蟬も学校や周辺での捕ほ獲かくを沖田が手伝ってやって集めたのだった。

「かわいそう？」

「別に。でも、七年間も土の中で過ごして出てきたのに、なんていうか惨みじめだよな」

「そうかなあ。蟬にとっては土の中の七年間のほうが幸せな生活だったかもよ。嵐あらしの日も雪の日も土の中なら穏おだやかだし」

「蟬にしかわからないことだよな」

　外に出る一週間が蟬にとってのすべてではないのは確かだ。土の中でただ生きてきた、という生活が無意味だということはない。この社会だってただ生きている人間がどれほどいることか。無意味に時間だけを消費し、明るい太陽の下で鳴き声を上げることのできる未来も保証されていない。

「でも蟬せみは、生物学的にいえばこの一週間のために七年間準備してきたわけだよね。だけど、こんな薄暗い部屋で貼はりつけにされてる。それって、美しくない？」

　囚とらわれの蟬は生命としての本来の姿を放ほう棄きしている。冷たい密室で惨みじめな体をさらして少ない観客を楽しませているのだ。この部屋を満たしているのは死だ。残ざん酷こくな死という要素がエンターテインメントとなっている。だからこそこの空間は生で満ちあふれているのだ。

　沖おき田たは窓に近づいた。息苦しさを感じた。三年間の高校生活は土の中にいるようだった。ガラスケースの中での日常生活。象ぞう牙げの塔とうのような学校。学生は社会に出るためにじめじめとした学校生活を送る。

　窓まど枠わくに置かれたテラリウムを見た。ガラス瓶びんの中には緑の植物が植えられ生の空間を演出している。しかし、それは逆に死を連想させた。今の自分もピンで壁かべにへばりついた蟬と同じなのだ。卒業しても沖田の体に針が刺さったままだろう。

「……どこかに行きたいな」

　そんな気分だった。この湿しめった薄暗い日常という密室から脱だつ出しゆつしたい……。

「どこか？　海とか？」

「そうだな。夏だもんな」

　海が見たいと思った。沖田はガタンと窓を開けた。部屋に風が吹き込んでくる。

　壁の蟬が一いつ斉せいに鳴いた。
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　──女の子っていう言葉はその状態を表現するものと思うの。

　職業やお金みたいな背景が関係なく、ただその子だけが発する光っていうか、気分によっても変化する状態を見ているの。でも、その光量ってどんどん下がっていく。男の子はいろんなものを得ていくけど、女の子は失っていくほうが多い。どんどん色あせていくの。私のようにね……。

　波の音を聞いていると、そんな彼女の言葉を思いだす。

　強い日差しと潮風。海だった。ただ青い海。まぶしかった。海の青は夏の日差しを反射している。周囲に灰色のアスファルトやコンクリートは見えない。ただ一面の青。灰色の東京の街とはまったく違う色しき彩さいの場所だった。

「どの時代にも必要とされるのはドラマです。それもリアリティのあるドラマ。そのためにゲームは密室から劇場型に……」

　沖おき田たは鉄てつ柵さくに寄りかかり海を見ていた。ここは船上だった。

「非現実が必要なのです。しかし、それを求める人間は日常を崩くずしたくないという矛む盾じゆんが生じます。そのジレンマを埋うめるべく生まれたのがエンターテインメントなのです。古代ローマのコロシアムで奴ど隷れいと猛もう獣じゆうが戦ったように現代でも刺し激げきが求められています。ポイントはいかにプレイヤーが危険と向き合うか。いつでも真実はその中に生まれます」

「危険が、あるの？」

　そう聞いたのは斉さい藤とうだった。斉藤は沖田のすぐ近くで鉄柵にもたれるようにして女性と会話していた。

　斉藤は極限ゲームサークルの部長だ。成績優ゆう秀しゆうでいて教師や生徒からの信しん頼らいも厚い。切れ者であるという評判だが、神経質で細かい性格でもある。一日に食べたフリスクの粒つぶの数さえも記き憶おくしているらしい。

「危険はありますよ。ただ、どこにでもある危険ですが。これから皆さんだけで過ごしてもらうわけでして、私たちは関与できません。つまりあなた方のモラルにかかっているわけです」

　会話している女性はこのゲーム主しゆ催さいの関係者だと説明された。学校のＯＢで斉藤たちが所属する極限ゲームサークルを立ち上げたメンバーらしかった。そのメンバーの卒業後、しばらくサークルは休止状態だったが、数年後に斉藤が興味を持ちそのサークルを復活させたというエピソードらしかった。

　百人のプレイヤーが参加する、極限ゲームサークル主催のラストゲーム。

　沖田がこの船に乗っている理由はそれだった。費用はすべて主催者側が持ち、表向きはレクリエーションで学校に届けられたようだが、生徒たちにはゲームの賞金も出ると宣言されていた。ただし、詳くわしい事前説明は行われていない。どこで何を行うかを隠かくす、いわゆるミステリーツアー系のイベントだった。

　参加希望者は百人を超えたが、今まで行ったサークルのゲーム成績などを加味してメンバー選せん抜ばつがなされたとされている。これだけのメンバーがさらっと集まったのも、今までの丁てい寧ねいなサークル活動のたまものだろうか。三年最後の夏休み。本来なら大学受験などで忙いそがしい時期だが、ほとんどの生徒が付属の大学にエスカレーターで進学するので暇ひまをもてあましているのだ。

「俺おれたちが普ふ通つうに過ごせば危険はない？」

「はい。そう断言しておきます。南の島でのバカンスのようなものですからね、あなたたちにとっては」

「このゲームさ、あなた方にはなんのメリットがあるんだ？」

　斉藤が彼女に聞いている。どうも斉藤は主催者側ではなくゲームプレイヤーとして参加するようだった。また、その主催者側とこの船で初めて会ったらしい。

「ゲーム主催者に私のような卒業生もおりまして、可愛かわいい後こう輩はいたちにプレゼントという気持ちもあります。現実的にいうなら実験的な意味合いもあります」

「行動心理学のような？」

「そうですね。例えばコンビニなども行動心理学を徹てつ底てい的てきに応用しています。人はお店に入ってからどのような動きをし、どのような基準で商品を選ぶのか？　どうすれば商品を買いたくなるのだろうか？　ゲームを利用しての別のアプローチも生まれ、ビジネスに発展するかもしれません。そのためには情報収集が必要です。そして、そんなシミュレーションには純真な高校生たちがぴったりです。つまりギブアンドテイクなのですよ」

　彼女の口調はアナウンサーのように明めい瞭りようだった。すらりとしたスタイル、長い黒髪が潮風に流れている。沖おき田たの視線に気づいた彼女はにこりと笑った。

「沖田さんですね」

　彼女は斉藤越しに声をかけてきた。

「極限ゲームのデータを拝見させていただきました。優ゆう秀しゆうですね。ジャンル的には脱だつ出しゆつ系ですばらしい成績を残しています。今回のゲームも表現するなら脱出系ですよ」

「そんなデータを見せてんの？」

　沖田は斉さい藤とうをちらりと見た。

「そりゃ、資金提供を受けてゲームを作ってるからさ。考えてみろよ、あれだけのゲームセッティングを自費で出せるわけないじゃん。ギブアンドテイクだった」

「個人情報みたいなのがあるんじゃないか？　そういうのうるさい世の中なのに」

「まあまあ、ゲーム内での行動心理などは様々なジャンルで役に立つのです。あなた方個人の情報を利用しようなどとは考えていませんので」

　女性が微笑ほほえみながら割って入った。

「沖田さんはゲーム中での行動は慎しん重ちようで繊せん細さいですね。他のプレイヤーがゲームとしてプレイする中、沖田さんはリアルに行動しています。例えば今もそうです。皆が楽観的に行動している中であなたはここにいます。海を見る振りをして、私と斉藤さんの会話を聞こうとしているのです。何か得る情報はないかと」

「いや、そこまで考えてないけど……」

「沖田さんはほんの少しだけ他のプレイヤーより思考と行動が早いのです。それがゲームで勝利したポイントでしょう。行動も思考も攻こう撃げき的てき、そしてサディスティック。それが私の沖田さん評ですよ」

「一方的だね」

　沖田は少々むっとしていた。いつでも高校生は枠わく組ぐみに入れられる。周囲の大人はそうして子供たちを理解できると思っている。あなたはここ、と、ネームプレートのついた箱にねじ込んで管理しようとしているのだ。

　高校生という存在は周囲から見るとよくわからない存在だ。多種多様な人間たちを高校生という大おお枠わくでくくっているだけであり、思考も行動も様々で大人でも子供でもないニュートラルゾーン。だからこそ、周囲は名前をつけて支配したがる。

「ゲームの情報だけでそう判断してるようだけど、それで知った気になるのって危険だよ。無防備に手を伸ばして火傷やけどするタイプだ。恋愛でもそんなタイプじゃないか？」

「そうですね、私のことは置いておき、そうやって無防備に近づいて、あなたに火傷させられた人もいますから」

　沖おき田たはどきりとした。どうにか表情を立て直す沖田を見て彼女は笑う。

「あまり会話をしてはいけませんから。プレイヤーにフェアじゃありませんし」

　彼女はそう言い立ち去っていった。

「どうした沖田？」

　斉さい藤とうが不思議そうな視線を向けている。

「いや、なんでもない」

　沖田は首を振って再び鉄てつ柵さくにもたれかかった。また息苦しさを感じた。海は先ほどまでの爽さわやかな青ではなくなっている。どこかくすんで圧あつ迫ぱく感かんのある青い海に──。

「なあ、本当に信しん頼らいできるのか、このゲームは」

　沖田は海を見たまま斉藤に聞いた。

「わからない。今回は俺おれはセッティングに本当に関わっていないから。だからこそ、俺は参加するけど。プレイヤーとしてでもみんなをフォローしたいから」

「孤こ島とうに連れて行かれて殺し合いとかなったりな」

「ちょっと怖こわくなったとか？」

「いや、こうなったら早くゲームをやりたいよ。賞金も出るらしいしな」

　それはゲームの挑ちよう戦せん者しやのご褒ほう美びであり、ゲームの勝利者の明確なトロフィーだ。

「もうすぐゲームの説明があるって言ってた。女子の準備が終わったらじゃないかな」

　斉藤が言うように、女子は甲かん板ぱんに出ていない。船室に集められているようだった。何か男子とは違う説明を受けているのだろうか。

　男子五十人、女子五十人。きっかり百人が集められたこのゲーム。本当にレクリエーションのようなおしとやかなイベントなのだろうか。それでもと思った。ゲームに没ぼつ頭とうしたい。どうせならシビアなルールであるほどいい。非現実にダイブし日常を忘れるのだ……。

「沖田君」

　沖田は声に振り向き目を細めた。視界がフラッシュしたかのように思えた。

「……委員長」

　背後には女子が立っていた。長いストレートの黒髪と露ろ出しゆつした肌はだ、そして彼女は真っ白なワンピース姿だった。

「おかしいかな？」

　彼女は沖田の視線に恥ずかしそうに笑ってみせた。

「いや、えっと……。そういえば白い服の心理って深層で汚してほしいっていう欲求があるんだ。つまり俺おれに恋してるんだね」

「だとしたら、五十人が沖おき田た君に恋してることになるね」

　周囲を見ると女子たちが甲かん板ぱんに出ていた。全員が真っ白なワンピース姿だった。

「へえ、女子のコスチュームは指定されてるんだね」

　斉さい藤とうはそのことを知らなかったようだ。

「似合うよ委員長。天使みたいだ」

「あはは、すごい感想だね。心がまったくこもってない」

　彼女の笑顔はまぶしい。中なか野の香か緒お里り、沖田のクラスのクラス委員長だった。肩で紐ひもを結ぶタイプの露ろ出しゆつのあるワンピース。ミュールも白、髪を結ぶリボンも白。膝ひざ上うえ丈たけのスカートからは白い足がすらりと伸びている。清せい涼りよう感かんあふれる白だった。

　沖田は彼女を見ながら思った。この衣装もイベントに関連するのだろうか。斉藤が主しゆ催さいしていた極限ゲームでは、設定を凝こることが多かった。石せつ窟くつの脱だつ出しゆつゲームのように、ナイトの設定でゲームを行うなど。

「すごい見てるね」

　香緒里が恥ずかしそうに腕を組んだ。

「うん、すごい見とれてた」

　白い姿の女子たちの登場で、船上が光に溢あふれたような気がした。

「なんかね、男女ペアでゲームするんだって」

　沖田は香緒里の言葉にうなずいた。それは予想できたことだった。男女比が同じだからだ。

「あと、イベントの説明をそろそろ始めたいって言ってたけど」

「へえ、じゃあ用意を手伝いにいくよ」

　それを聞いた斉藤は、沖田たちから離れていく。

「男は着き替がえなくてもいいのかな」

　沖田は自分の格好を見た。ジーンズにＴシャツといった私服だった。

「女子だけらしいよ。事前に説明があってこんな服装に着替えてもらうって言われてたから。ノースリーブだしいろいろ事前処理とかあるしね」

「ん、処理って？」

「もう、なんでそこにこだわるの？」

　香緒里は沖田を睨にらんで怒おこってみせた。

「うそうそ、俺って一日に一回は委員長に怒られないと調子が出ないだけ」

　ふたりは顔を見合わせて笑った。と、沖田は背後に気配を感じて振り返った。

「わっ、いつの間に」

　沖田の背後に立っていたのは梨り央おだった。彼女も白いワンピース姿だ。

「ゲームの説明があるみたい。中央スペースに集まって、って言ってた」

「そっか。じゃあクラスの子に声かけにいこう」

　香か緒お里りはその場を離れていく。梨り央おはそんな彼女の後ろ姿をじっと見ていた。

「同じ格好だな。全部白か」

　沖おき田たは梨央を観察した。香緒里に比べて小こ柄がらなボディとの違い以外は全部同じだ。しばらく女子はこの格好で過ごすのだろうか。

「いつものネックレスは？」

　梨央は細いチェーンのネックレスをしていた。四つ葉のクローバをモチーフにした飾かざりがついているやつだった。

「外さなきゃいけないって言われた。私物は全部預かるって」

「これは、なんだろうな」

　沖田は梨央の右腕を見た。右手首に腕うで輪わが巻かれておりコードが繫つながっている。コードはワンピースの中に入っていく。

「ベルトみたいにね、変なのを巻かれてるの」

　梨央は腹部を指さす。ワンピースの下に何かあるようだ。

「太ももにも……」

　沖田は梨央のスカートをまくり上げた。太ももにベルトが装着されている。

「なんだこれは」

　沖おき田たはじっとそれを凝ぎよう視しした。電気系統の機器だろうか、棒状のようなものがくくりつけてあった。ベルトはまるで拘こう束そく具ぐのように腹回りまで……。
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「もう、終わり」

　梨り央おは右のかかとをちょこんと上げながらスカートを押さえた。




　　　　＊




「名前とクラス、出席番号を言って荷物を受け取ってください。座る場所はどこでもかまいません」

　先ほど斉さい藤とうと話していた女性が生徒たちを誘ゆう導どうしている。簡易テーブルで斉藤と神楽かぐら坂ざか愛ま菜なが生徒たちに荷物を渡していた。

「三年一組、沖田、出席番号三」

　神楽坂が出しゆつ席せき簿ぼのようなものをマークしている。彼女も白ワンピース姿で、スタイルがよいために異様に似合っていた。

「沖田君は指定番号、７Ａだって……ん？」

　神楽坂の胸元を見ていた沖田は、さっと視線を逸そらした。

「オッケー。これだな」

　斉藤が沖田にリュックを渡した。それは非常持ち出し袋ぶくろのようなシンプルなものだった。

「人によって中身の種類が違うのは、事前にアンケートを取り、生活必ひつ需じゆ品ひん関連を入れているからです。荷物を持って座ってください」

　甲かん板ぱんの中央スペースに五十人ほどが集まっている。百人全員で説明を行うわけではなく、半数は船室のほうに集められるようだった。

　沖田は端はしのほうに座り、リュックの中身を確認した。

　７Ａと書かれたカード、ミネラルウォーターのペットボトル五百ミリリットルが四本。ブロックタイプのクッキーが五箱。スプレーの缶は虫除けだ。他にはレジャーシート、タオル、歯ブラシ、バンドエイドなどの治療キットなどが入っている。

「なあ沖田、これで数日過ごすのか？　食べ物足りなくねえか？　なあ、トレードしようぜ、俺おれチーズ味が苦手なんだよ。メープルフレイバーと交こう換かんしてくれよ」

　声をかけてきたのは、隣となりに座っていた鈴すず木きだった。彼もこのイベントに参加するようだった。

「足りないのもゲームの範はん疇ちゆうなんじゃないか？　アイテムをゲーム内で探したりさ。あと、俺だってメープル味は好きなんだよ」

「それで、賞金をもらえるって本当か？　現金で数十万とか」

　鈴木は声を潜ひそめて言った。賞金が出るという噂うわさは、参加者の中ですでに広まっている。

「出るんだったら、後こう輩はいのためにバスケットボール買ってやるよ」

　三年はすでに引退しているが、鈴すず木きはバスケ部のキャプテンだったのだ。

「まあ、出てもおかしくないんじゃないの」

「お前はさらっとしてるよな。この前もあっさり俺おれを殺したし」

「そっちだっていきなり殴なぐっただろうが。……あ、ゲームの話だよ、委員長」

　近くに座っていた香か緒お里りが怪け訝げんな顔をして振り向いたので、沖おき田たは補足した。

「でも、これで数日とかだったら困るな。ご飯はともかくとして」

　香緒里は困こん惑わくした表情だった。

「まず食べ物じゃない？　サバイバルの基本だよ」

　鈴木はしたり顔で言ったが、沖田は香緒里の心配の原因に思い当たった。

「鈴木はデリカシーがないよな。ね、委員長、ないと困るよね。そういうのって先に言ったほうがいいよ。あれでしょ、月一回のあのことを心配してるんでしょ」

「そ、それは入ってた。下着はどうするのかな、って気になっただけ」

「そっか、やっぱ困るよね、女の子は。その件についてもディスカッションすべきだよね」

「そういうデリカシーのないところが、君の嫌きらいなところ、かな」

　周囲の視線を集めてしまった香緒里は顔を赤らめ下を向いてしまった。

「それでは、イベントの説明をいたします」

　あのガイドの女性が声を上げたので、皆の注意はそちらに向いた。斉さい藤とうも神楽かぐら坂ざかも座っている。彼らもルール説明を初めて聞くようだった。

「これから向かう先は、ある島です。そこはリゾート開発される予定でして、ある事情で棚たな上あげされてしまいましたが、ある程度整備されています。高校生最後の夏休み、皆で楽しく過ごすにはいい場所です」

　ガイドはにこりと笑った。それを聞いた生徒たちに弛し緩かんした空気が流れる。ゲームとの建前の旅行だと、そんな思考。

「高校生という枠わく組ぐみは特別です。そのサークルは終わると、二度と作ることができません。あなたたちは他のサークルに編入され戻ることはできないのです。そんな強くもはかない人間関係を味わっていただきたいのです」

　彼女の言葉は優しいものだった。しかし、沖田の目には彼女にそんな感情などこもっていないように思えた。淡たん々たんと言葉だけを羅ら列れつしている。

「なので、あなた方百人だけで一定期間を島で過ごしていただきます。島には他の人間は降りません。そう断言しておきます。これはゲームにおいての明確なルールです」

　生徒たちが顔を見合わせた。少しだけざわめいた。

「それはちょっと危険じゃないかな。なんか事故でもあったら……」

　挙手して発言したのは斉藤だった。

「最低限の準備はあります。何か事故でも、という考えはもっともですが、だからこそ百人で協力して生活してください。大だい丈じよう夫ぶですよ、東京で過ごすよりも安全です。空気も綺き麗れいで車も走っていません。あと、質問は最後に受けつけますので」

　ガイドの返答に、斉さい藤とうは手を下ろした。

「自己責任ってことだよな」

　鈴すず木きがにやっと笑った。

「そういうやつがはしゃいで、真っ先に骨とか折るんだよな」

　沖おき田たはふうっとため息を吐ついてみせた。バスケ部だった鈴木は重要な大会前によく大おお怪け我がをしており、ガラスのエースとの不ふ名めい誉よなあだ名もあった。

　と言いつつも、沖田はそんな事態になったらどうするのだろうと思った。連れん絡らくをして迎えを待つまでにある程度の応急処置はしなければならない。そう考えながら思った。自分たちは潜せん在ざい的てきにまだ周囲の大人を頼たよっていたのだ。初めての場所に自分たちだけ、その程度のことでこれほどにプレッシャーがかかってしまう。

「私たちも常にあなた方の状じよう況きようをチェックしておくので大丈夫です。島にあるシステムにより百人程度の座標程度は管理できますから安心してください。心臓救命装置なども配置されておりますからね」

　行動の管理。それは生徒たちの安全確認が目的だが、別の意味合いもないだろうか。例えばゲームのデータ収集。未いまだにゲーム主しゆ催さい者しや側の意図がわかっていない。もしかしたら、本当に生徒たちの思い出作りに協力してくれているのかもしれないが。

「それではゲームの設定を言います。期間は──不明です」

　沖田は顔をしかめた。数日から一週間との噂うわさがあったが、まだ正確な説明は受けてなかった。それでも皆は楽観的に参加していた。

「賞金はあります。詳くわしくは言いませんが、上う手まくやれば勝利者は百万以上は稼かせげるでしょう」

　ざわついた。歓かん声せいが上がったわけではない。困こん惑わくした雰ふん囲い気きが漂ただよう。

「ゲームマネー？」

　周囲が混乱し始めたので、斉藤が口を挟はさんだ。極限ゲームサークルではゲームマネーを使っていた。その金でお菓か子しやら文ぶん房ぼう具ぐなどと交換できるという可愛かわいいものだった。

「極限ゲームなどで使用した疑似マネーではありません。百万円です。まあ、言うならばこのゲームは実験を兼かねているのです。ですから、スポンサーもおりまして当然の報ほう酬しゆうです。アルバイトだと思ってもらって結構です」

　噂は本当だったのだ。極限ゲームと違って現金で賞金が出る、と。ガイドの説明を受けて生徒たちの表情に興奮が混じりだす。生徒たちは彼女の甘かん言げんを心理的に受け入れたのだ。

「この件は内密にしてください。少々金額が大きいですから。外部に漏もれた時点で賞金の支払いは停止になるでしょう。あなた方百人が漏もらさねば問題ありません。大だい丈じよう夫ぶですよね。高校生は特別な連帯のある枠わく組ぐみですから……」

　高校生の枠組みは特別だ。

　沖おき田たはそんな言葉を思いだした。強制的に集められた子供の集まりではなく、会社のような利益で繫つながる集団でもない。それゆえにその枠から押しだされることを過か剰じように恐おそれる。

　学内の極限ゲームも物品のやりとりや危険なルールなど校則を違い反はんするものが多数あったが、学校サイドにばれることはなかった。生徒たちの中にユダが出現することはなかったのだ。高校生の明確な規則違反はただひとつ、仲間を裏切ることだからだ。

「ゲームのジャンルとしては、脱だつ出しゆつゲームでしょうか。ですから、すぐに終了、というケースもありますよ」

　沖田は思考を止めて顔を上げた。開かれたスペースでの脱出ゲーム。少しだけ嫌けん悪お感かんを持った。脱出ゲームとは密室からの脱出を目指すべきだ。開放感のある南の島で、何から脱出するというのだ？

「このゲームは協力できるゲームでしょうね。協力して脱出のキーを見つけ、莫ばく大だいな賞金を山分けしてもいいのです」

「沖田君って、そんなの得意だってね。何かさあ、コツとかあるの？　脱出ゲームの」

　香か緒お里りがこちらを向いた。彼女は極限ゲームに参加したことがないようだったが、クラスメイトの女子に強引に誘さそわれてここにいるようだった。

「暇ひまつぶしにパソコンの脱出ゲームとかやったりするんだけど、大半が探たん索さくなんだよ。部屋をつぶさに調べてアイテムやら情報を探す。地味な感じで、根気と忍にん耐たいが必要かな」

　もともと脱出ジャンルとは、貧者のゲームと表される。パソコンなどのデジタルゲームにおいても、密室だけ設定すれば派手なグラフィックはいらない。リアルシチュエーションでやるとしても部屋とちょっとした謎なぞを設定すればいいだけだ。

「根気と忍耐って、沖田君がまったく持ってなさそうなのにね」

「委員長はたまにきついことを言うよね」

「南の島での探索は楽しそうだよね。こういうの苦手なクラスの子とかいるから、みんなで協力しようね」

　香緒里はガイドの説明を聞いても不審感を持っていない。ガイドはさらに説明を続ける。

「最初はペアを決めて、その男女ペアで行動してもらいます。知らない場所での単独行動は危険ですからね。ペア決めもすでにこちらで行っています」

　やはりペアが作られるようだった。また困こん惑わくした雰ふん囲い気きが漂ただよったのがわかった。そんな雰囲気は女子たちから発生している。

「どうせだったら知ってる男の子とがいいのにな」

　香緒里がつぶやく。ペアといってもどの程度の拘こう束そくになるのだろうか。さすがに寝ねるときまで一いつ緒しよだとは思えない。しかし、島には生徒たちしかいないのだ。

「基本的なルールはこれくらいです。それでは楽しんでください」

　ガイドはそう締しめくくった。生徒たちは顔を見合わせる。

「それだけですか？」

　斉さい藤とうが皆の気持ちを代弁するように発言した。

「これだけです。これはゲームですからあとは自分の目と足で探すべきです。それは社会に出ても同じなのですよ。それでは質問を受けつけます」

　何人かの手が挙がり、指名された女子が立ちあがった。

「やっぱり危ないかと思うんですけど。あと、男女ペアっていうのも……」

「普ふ通つうに行動すれば危険はないでしょう。学校生活のようなものですからね。ただ、男女間の問題は考慮しています。そこで女子にはちょっとした護身用の道具をすでに配っております」

　沖おき田たは梨り央おの体に装着されていた機器を思いだした。すでに配られているとしたら、それのことだろうか。質問した女子は曖あい昧まいな表情で座った。

「期間を教えてくれないと、ちょっと夏休みは予定があるんだけどさ」

　男子が指名される前に立ちあがり言った。

「それもゲーム設定のうちです。ただ、常識的な期間になるでしょう」

「支給される物資はこれだけ？」

「それは基本物資だけです。生活必ひつ需じゆ品ひんは島にそろっています。詳くわしくは言えませんが、ゲームを進めるうちに手に入れられるでしょう」

　男子生徒が座るのを見て、沖田は挙手して立ちあがった。

「私物の持ち込みは？　例えば携帯電話とか」

「禁止です。すべてこちらで預からせていただきます」

　これには生徒たちが動どう揺ようした。携帯電話を手放すことなど高校生にはあり得ないことだった。

「携帯電話などを利用するとゲームが崩ほう壊かいしますからね。また、皆さんだけで過ごす以上、危険物の持ち込みなどを防ぎたいという考えもあります」

「サバイバルナイフは？　釣つり道具とかも？」

「持ち込み禁止です。男子生徒は私服でゲームを行っていただきますので、持ち込みは私服程度となります」

　簡単な釣り道具を持ってきていた沖田はがっかりとしつつも、私服の持ち込みは許可されているのだと考え直した。

「携帯電話はちょっと無理だよ」

「家族も心配するし……」

　未いまだに生徒たちが混乱する中、ガイドが平然と声を上げた。

「家族や学校などの連れん絡らくフォローはこちらでさせていただきます。参加は自由意思です。また、これらの条件を拒きよ否ひされる方は上陸しなくても大だい丈じよう夫ぶです。キャンセルのペナルティもありませんのでご安心を」

　その後、いくつかの質問が出たがゲームのヒントとなるものはなかった。この条件で生徒たちは参加の選せん択たくを迫せまられることとなった。しかし、この時点で参加を拒否する人間はいなかった。当然かもしれない。あと半年で卒業だとはいえ、枠わくの中から外れる行動は誰だれでも避さける。

「ゲームにおけるペアを発表します。島に到とう着ちやくするまでに、同じ番号を持った異性を探してください。見つけられなければゲームオーバーです。これが最初のゲームでしょうかね」

　ガイドの言葉に生徒たちが立ちあがる。生徒たちが各々の番号を叫ぶために一気に場は騒さわがしくなった。沖おき田たはそんな集団から離れる。まだ周囲に島しま影かげさえも見えない。

　たぶんゲームオーバーと脅おどしたのは、質問を打ち切りうやむやにしたかったからだ。沖田はそんな行動に少しだけ不信感を持った。

　南の島での脱だつ出しゆつゲーム。何が始まるのかはわからない。

　思えば学校生活も一種の密室だった。脱出のヒントは日常に散らばっていた。それらを上う手まく収集して活用すれば脱出も果たせたかもしれない。しかし、こうして高校生活も終しゆう盤ばんとなり沖田が目指した脱出はほぼ不可能となった。

　脱出したいと思った。せめて、この閉へい塞そく感かんのある日常からの脱出を……。

「沖田君」

　海を見ていた沖田は、肩を叩たたかれ振り返った。そこには神楽かぐら坂ざか愛ま菜なが立っていた。

「よろしく。ペアだって」

　神楽坂は７Ｂと書かれたカードを見せた。
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「ちょっと怖こわい。だって、知らない場所で私たちだけだもん」

　神楽坂が島影を見つめている。もうすぐ上陸だった。

　島の全景は見えないがそれほど大きくないように思える。高い山もないようだ。水がないために無人島だったのだろう。すでに夕方のためにはっきりと島の細部を確認できない。

「神楽ちゃんは極限ゲームサークルで慣れてるんじゃない？」

「だって、私はセッティングだけしてて、ゲームに参加したことはないもん。ゲームは見るほうが好きだから」

「観客派だね。でも、ゲームが上手いのはそういった第三者的な視点を持った人だよ」

「そう上手くいけばいいけど」

「神楽ちゃんは本当に今回のゲーム内容も知らないの？　可愛かわいい妖よう精せい役じゃないの？」

「うん、それは本当、可愛いだけの人間なの。だから、勝手にどっかに行かないで。ゲームでもそうだったけど、沖おき田た君て意外な行動をするじゃん。そういうのやめてね。お互いにコミュニケーションを取って行動しよう。約束だよ」

　神楽かぐら坂ざかは夕方の島しま影かげを見て不安そうにしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、決して手を離さないから」

「手を繫つないでほしいなんてひと言も言ってないわ」

　表情豊かではきはきとしてる神楽坂はクラスでも人気があるようだった。彼女とペアを組みたかった男子も沢たく山さんいることだろう。ただし疑問がある。ペアといっても何をするために作られたのだろうかと。ただ安全面から、序じよ盤ばんにペアを意識させただけなのか。

「もうすぐ夜になっちゃうけど、大丈夫かな」

「寝ねる場所の指定があると思うけど」

　沖田は神楽坂と会話しながら周囲を見回す。それぞれ指定の男女ペアができている。組み合わせはランダムだろうか。一応面識のある人間同士で組まされているように思える。

「上陸したらみんなで酒盛りでもしようぜ。火を焚たいてさ」

　男子生徒の浮かれた声が聞こえた。

「でも、私物は回収されちゃったのよね。時計がないとちょっとやだなあ。あの腕時計、大切にしてるのにな」

「そういや、フォリフォリって二十代ＯＬに人気の腕時計五大ブランドのひとつだけど、その時計をしているＯＬって不ふ倫りんするにいいんだってね。金よりセンスのカジュアル派で、サバサバしてて後あと腐ぐされないからだって。週刊誌のコーナーに書いてあったから信しん憑ぴよう性せいがあるよ」

「低い可能性で私を元気づけてるのだとしたら、今後はそういうずれた気き遣づかいはやめてね」

　神楽坂はぷいっと横を向いた。もう少しで上陸のため、百人が甲かん板ぱんに集まっている。ガイドの説明を聞いても離り脱だつする生徒はいなかった。全員が自らの意思で参加を決めたのだ。ぼうっと島を見つめている梨り央おの姿もある。ペアは沖田のクラスの男子のようだ。その男子は他の女子と寄より添そうようにして海を見ている。はっきりと公表していないが恋人同士なのだ。

　不安はありつつも楽観ムード。生徒たちはそんな感じだった。

「もうすぐドルフィン桟さん橋ばしに上陸します」

　先ほどのガイドの声でアナウンスが流れた。桟橋が近づくにつれ不安も膨ふくらむ。沖田はキャンプが好きで離り島とうなどに行ったことがあるが、知らない土地での夜は嫌いやだった。ベースも決まってないのだ。

「綺き麗れいね、海」

　神楽坂が鉄てつ柵さくに手を添えながら言った。海は真っ赤だった。夕日は水平線に沈んでいこうとしている。空は紫むらさきと朱しゆのコントラストで複雑な色しき彩さいとなっていた。海鳥の鳴き声が聞こえた。

　船が桟橋に接岸しようとしていた。斉さい藤とうが桟橋に飛び移りロープを引っかける。しばらくすると船と桟橋の間に板のようなタラップが渡された。

「それでは上陸していただきます」

　板を渡したガイドが生徒たちを向いた。

「上陸開始後にゲームスタートとなります。何か作戦があるのならばすぐに行動してもよろしいですよ。それでは一番のナンバーを持った方は前に出てきてください」

「俺おれだった」

　すでに上陸していた斉さい藤とうが戻ってくる。彼のペアはクラスメイトの女子だった。

「行こう、大だい丈じよう夫ぶだから」

　女子を誘ゆう導どうしようとした斉藤がガイドに制される。

「その前に、ペア認識作業をしていただきます」

　ガイドは斉藤と女子を向かい合わせるようにして立たせた。

「手を出してください。斉藤さんはその手を……」

　ガイドに促うながされ女子が右手を差しだす。斉藤がその手をそっと握にぎった。

「指し紋もん？」

「いえ、静脈認証です」

　ガイドは斉藤の質問に答えた。

「すぐに夜が来るけど、どこに行けばいいかとか教えてほしい」

「それも探してください。……いえ、最初の行動だけヒントを差し上げましょう。最初は島の中央付近の広場に行くといいでしょう。桟さん橋ばしと黄色いレンガ道で繫つながっているので迷いません。そこは安全エリアです」

　安全エリア。そんな単語が沖おき田たの頭に引っかかった。

「それではどうぞ」

　斉藤とペアの女子は下船する。次々とペアの認識作業と上陸が始まる。

「桟橋を出たところで待ってて。勝手に行動しないで、集団でいこう」

　斉藤は板を押さえながら下船のフォローをしている。すぐに沖田の下船の番がきた。

「よろしく」

　神楽かぐら坂ざかが手のひらを上に向けさしのべる。沖田はそれに右手を添そえた。二十秒ほどすると、ピピっと音が鳴った。それは彼女の右手に装着された機器からだった。沖田が認識された音だろう。

　沖田は苦笑いをした。いつか結けつ婚こんなどもこんな機械的なシステムになるのだろうか。お互いのデータの詰つまった指輪を交こう換かんして作業終了。病めるときも健すこやかなるときも、お互いを裏切ることなくシステマチックに生活するのです……。

「来て、沖田君」

　ぼんやりしていた沖田をよそに、神楽坂は船を降りている。沖田もタラップを渡る。入島した瞬しゆん間かんからゲームスタートだ。

「でも、何するってこともないよな」

　桟さん橋ばしに降りた沖おき田たはつぶやいた。夕方の島の風は爽さわやかだった。

「沖田君、こっち浜になってる」

　先に降りた神楽かぐら坂ざかが手招きしている。

「神楽ちゃん、ちょっとみんなをまとめといてよ」

　下船フォローをしている斉さい藤とうが言ったが、神楽坂は桟橋を走っていく。他の生徒たちもこれがゲームであることは忘れ、あっさりと南の島の雰ふん囲い気きに心を奪うばわれてしまった。

　桟橋を抜けたスペースには芝しばが植えられ、中央に錨いかりをモチーフにしたモニュメントがある。緑のアダンの木がそこら中にあり、茂しげみを縫ぬうようにして黄色いレンガが道しるべのように等とう間かん隔かくで埋うめられているのが見えた。

「あまりいい砂浜じゃないね」

「整備されてないんだね」

　ごつごつとした岩が剝むきだしになっている砂浜に、さざ波が音を立てて寄せている。

「冷たーい」

　神楽坂が足を波にさらしている。ワンピースは夕日に照らされ赤く染まり、海風にひらひらと裾すそが揺ゆれていた。

　沖田はぼんやりとその風景を見つめていた。知らない場所に来ると余計なことを考えずにすむような気がした。普ふ段だんの見慣れた場所での生活では、脳はほとんど景色を認識していないという。見慣れた景色の八割は脳の記き憶おくの再現なのだ。しかし、こうして知らない場所に来ると脳が目から景色を取り入れ活動する。だからこそ沖田はこうして無心で景色だけを見つめることができるのだ。

「あっ……」

　波間に立っていた神楽坂が声を上げた。

「……本当に行っちゃうんだね」

　船が島から離れていくのが見えた。生徒たち百人を残してあっさりと去っていく。

　──島には他に誰だれもいません。

　本当にそうなのだろうか。確かに人の生活の雰囲気のない島だ。

「もうすぐ夜になるな」

　東側の水平線は紺こん色いろになっていた。

「暗くなると困るね。明かりはあったかな」

「あるけど、ペンライトだよ」

　沖田はリュックから小さなライトを取りだした。島を振り返ると、まったく明かりの類たぐいなどは見えない。夜になると真っ暗になってしまう。

「みんな集まって！　自分のペアを確認して」

　桟さん橋ばしから声が聞こえた。それは斉さい藤とうのものだろう。しかし、その声に反応する生徒はほとんどいなかった。皆は自由に周辺を見て回っている。

「ペアを作ったけど、別に関係ないみたいね」

　神楽かぐら坂ざかの言うように、強引に作られたペアで行動している生徒はほとんどいない。下船後、仲のよい友人を待って、元から持っていた生徒たちの枠わくで行動していた。外部から決められた人間関係では高校生は縛しばれないのだ。

　沖おき田たは波間ではしゃぐ生徒たちを目に映した。女子たちが手を繫つなぎながら足を浸ひたし、カップルの男女が寄より添そい水平線を見つめる姿もあった。

　ゲームという名のちょっとしたルールが刺し激げきを与えている。

「本当に私たち以外に誰だれもいないのかな」

「そう言ってたよね。生徒以外の人間はいないって」

「……じゃあさ、人間以外のものはいるってことだよね」

　神楽坂が振り向き深刻な表情を向けた。

「いるかもね。そしたら俺おれたちに逃にげる場所はないことになる」

「どうしよう。自分で言って意外に怖こわい話よ」

「だとしたら対策はある。夜中に裸はだかで泳いだりカップルで性的行為をしちゃいけない。だいたいそういった行動を取ったやつから殺されるから」

「Ｂ級ホラーの様式美ね」

　ふたりは顔を見合わせて笑いかけ、硬こう直ちよくした。波音に混じって声が聞こえたのだ。

　それは女子生徒の悲鳴のようだった。
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「どうした、何があった？」

　沖田は悲鳴の音源に走っていた。アダンの茂しげみがで見通しが悪い。しばらく走ると明かりが見えた。それはこの島にそぐわない冷たく白い光だった。

　自動販売機だった。屋根つきのスペースに蛍けい光こう灯とうの光を放つ自動販売機が並んでいる。突とつ如じよ出現した不自然な存在に沖田は引き寄せられるように近づいた。

「近寄るな、沖田」

　沖田を制したのは斉藤だった。アダンの陰かげには斉藤と数人の女子がいる。ひとりの女子がしゃがみ込んで震ふるえているのが見えた。周りにいる女子も怯おびえている。

「何か、変なのがいたのか？」

　やはり人間以外の何かが……。

「痺しびれたの。なんか、びりっときて……」

　しゃがみ込んでいる女子が言った。

「あれを触さわったら痺しびれたんだってさ」

　斉さい藤とうの指さした方向を見て沖おき田たは怪け訝げんな顔をした。自販機の近くに台座のようなものがある。そこに載のっているのはぬいぐるみだった。暗がりの中、両目が赤く光っている。

「気味が悪いね。ウサギちゃんのぬいぐるみ」

　沖田を追いかけてきた神楽かぐら坂ざかが顔をしかめている。

「ぬいぐるみが何かをやったのか？　もしかしたらトラップが……」

「それを考えるのは後だろ」

　斉藤が立ちあがり周囲に声をかける。

「みんなに声をかけて。やっぱり何か危険がある。闇やみ雲くもに歩き回るのは何かまずい」

「まずいって、どこに行けばいいんだ？」

　島を歩き回る前に夜になっている。沖田たちが知っている場所などないのだ。

「安全エリアだ。あの人が言ってただろ、安全な広場があるって。ここは頼たのんだ、沖田」

　斉藤が呼びかけながら走っていく。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　沖田はできるだけ平然と女子に語りかけた。

「うん、そんなに痛くなかったから。ただびっくりして」

「どういう痛みだった？」

「痺れるっていうか、バチっていう感じかな」

　電気ショック的なダメージだろうか。

「ぬいぐるみを触った指じゃなくて、体にショックがきたの」

「……なるほど」

「何かわかったの？　君は脱だつ出しゆつゲームの天才でしょ」

　神楽坂が深刻そうに沖田を向く。彼女は常に沖田のゲームを見てきたのだ。

「わからないよ。こういった出来事だけ見て決めつけるのはまずい。まず、それほどの痛みじゃなかったということ。そして、体にショックがきた。そして……」

　沖田はじっと女子を見つめた。特に傷はない。白いワンピースは白いままだ。そして白いワンピースから露ろ出しゆつする細い手足……。

「あの……」

　沖田の視線に彼女が困こん惑わくしている。

「ちょっと、そのエッチな視線をやめて。見たいだけでしょ」

　呆あきれた神楽坂が沖田の頭をはたいた。周囲の女子たちはため息を吐つく。

「立てる？　とにかく斉藤たちと広場に行ったほうがいい」

　沖田は彼女を立ちあがらせた。

「レンガ道はあっちのほう。他の人たちも誘ゆう導どうしてあげてほしい」

　沖おき田たに促うながされ女子たちはアダンの茂しげみに消えていく。それを見送った沖田は自動販売機を向いた。

「行かないの？」

　神楽かぐら坂ざかは沖田のそばに残っている。

「神楽ちゃんはここから動かないで」

　沖田は慎重に台座のウサギへと近づく。

「危ないよ、何を聞いてたの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、静かにしてて」

　自販機が数台並んでいるその前に台座がある。大理石模様の素材だ。ウサギのボディは鉄の輪でがっちりとくくりつけられていた。両眼は赤く光っている。ボディの中に電気が通っているようだった。

　沖田はウサギに手を伸ばした。神楽坂はゴクリと唾つばを飲む。

「……ね」

　沖田はウサギを触さわり、神楽坂を振り返った。沖田の体は痺しびれたりしない。

「どういうこと？　原因はウサギじゃないってこと？」

　沖田は神楽坂の手を取り台座から引き離した。

「神楽ちゃんは近づかないで。とにかく俺おれたちも広場に行こう。やっぱり危険だと思う」







　レンガ道に出るとペンライトを握にぎった生徒たちの姿が見えた。

「ペンライトじゃ暗いよね。っていつの間に自然に手を繫つないでたの？　本当に油断ならない」

　神楽坂が沖田から手を離す。

「百人、ちゃんとそろえばいいんだけどな」

　周囲はもう真っ暗だった。月明かりでぼんやりと周囲が見える程度なのだ。それでも、レンガ道に沿ってペンライトを持った生徒たちが並んでいるので迷うことはない。この配置も斉藤が指示したのだろう。素早い行動力だった。

　海岸のほうでは生徒たちに呼びかける声が聞こえている。沖田と神楽坂もその呼びかけに協力し、取り残された生徒がいないことを確認してから広場へと向かった。

「ゆっくり歩こう。慣れない靴くつだと転ぶから」

　沖田は生徒たちの最後尾を歩きながら神楽坂に気を遣つかう。生徒たちの列がぞろぞろとレンガ道を進んでいる。レンガ道といっても等とう間かん隔かくにレンガが埋うめられているだけの道だった。

「……あそこじゃない？」

　神楽坂が指さす先にぼんやりとゲートのようなものが見えた。

「こっちです、中に入ってください」

　シンプルなアーチの下で女子生徒が誘ゆう導どうしている。ペンライトを持った生徒たちはそこをくぐって進んでいった。

「沖おき田た君」

　生徒たちを誘導していたのは中なか野の香か緒お里りだった。

「……で、ちょうど百人」

　香緒里は沖田を指さしてほっとしたように笑った。すべての生徒が広場に集まったようだ。いなくなった生徒は一人もいない。

「中は、広場？　どうなってる？」

「うん、なんていうか変な公園みたいな感じかな」

　沖田は鉄パイプを曲げて作ったようなアーチをくぐり、香緒里と共に奥おくに向かう。しばらく進むと明かりが見えた。

　アダンの茂しげみを抜ぬけると広いスペースがあった。中央に街灯のようなものが設置されておりオレンジ色の明かりを灯ともしている。それを囲むように生徒たちがいるが、場は騒さわがしく混乱しているのが見て取れた。

「斉さい藤とう君、そろったよ。百人」

　人数確認をしていた香緒里が斉藤に声をかける。

　街灯の下にいる斉藤は、生徒たちと対話していた。沖田はそんな彼らをよそに広場内を確認する。広場の端のほうにはトイレだろうコンクリートの建物と、こぢんまりとした水道もあったが、もっと沖田の目を引くものがあった。

「なんだあれは……」

　沖田はそれに近づいた。興味を持った生徒たちも集まっている。

「檻おり、だね」

　隣となりに立つ神楽かぐら坂ざかがふうっと息を吐く。確かに檻だった。大きめのコンクリートと鉄てつ柵さくで作られた檻だ。それが二つ並んでいる。中に何かあるが暗くてよく見えない。

「中には何もいないよな」

　沖田は目をこらして確認する。動物などが入っている気配はない。

「空っぽでよかったね。猛もう獣じゆうでも入ってたら怖こわいわ」

「……いや、今から入れる可能性もあるぞ。例えばこの島に猛獣がいるとか」

　島に獰どう猛もうな生き物を放ち、生徒たちと対決させるのだ。すべての猛獣を捕とらえてこの檻に押し込んだらゲームセット……。

「なーんてね」

　神楽坂が硬こう直ちよくしているので沖田は軽い声を出した。しかし、檻を見ていた生徒たちも沈ちん黙もくしたままだった。

「沖おき田た君の馬ば鹿か、本当に怖こわくなっちゃったでしょ」

「でも、さっきから変な音が聞こえない？」

　そばに立っていた女子が、ふとそう言った。

「ちょっとやめてよ、そういうの」

　神楽かぐら坂ざかが笑ってみせたが、彼女の表情は硬かたかった。

「なんか、ウォンウォンって……」

　言われて沖田は耳をすましてみる。

「脅おどかすなよ、もうー。なんも聞こえないよ」

　周囲が騒さわがしいので何も聞こえず、沖田はあえて軽い声を出した。

「でも、本当にそんな音が……」

「まあまあ、冷静に考えようぜ。食物連れん鎖さの関係からこの狭せまい島に肉食動物なんているわけないからさ」

「でも、強引に連れてこられたとしたら？」

　女子たちを負の思考が蝕むしばみ始めている。

「それも論破できるよ。まずそんな肉食獣は貴重だし管理されてる。条約もあるしこんな島に連れてくることができない。例えば神楽ちゃんはどんな肉食獣をイメージする？」

「ライオンとか？」

「はい、ブー。ライオンのような縄なわ張ばり意識の強い動物は特に環かん境きよう変化に弱いからね。いきなりこんな島に連れてこられても、まず人間なんて襲おそうことができない。ストレスで衰すい弱じやく死しする方が先だよ。サバンナ系は駄だ目めだね。草原を走るようにできてるから、こんな起き伏ふくの激しい島で生活することもできないし、普ふ段だん嗅かいだことのない潮の香かおりで嗅きゆう覚かくを駄だ目めにする。オオカミ系も無理だ。こんな暑い場所じゃ生きていけない。基本的に肉食系はデリケートだから」

「えっと、じゃあクマとか。日本固有の種もあるし、環境変化に強そう」

　言ったのはいつの間にか近くにいた香か緒お里りだった。

「えっと、クマか……」

　ツキノワグマなどは意外にいけそうな気がしてしまった。国内での捕ほ獲かくも可能であり、雑食でもあるので環境変化に強いとされる。

「ちょっと、論破してよ」

　神楽坂が沖田の横っ腹をこづいた。

「い、いくらゲームでも、そんな怖いことしないんじゃない？」

「いきなり楽観論じゃない」

　神楽坂がため息を吐ついて檻おりの鉄てつ格ごう子しに触ふれた。

「触さわらないほうがいい」

　沖田は神楽坂を制した。彼女が触れたのは鉄格子が回かい転てん扉とびら状になっている場所だった。

「たぶんここが出入口。他に扉とびらがないからね」

　沖おき田たはその回転扉をそっと回してみた。ガシャンと音を立てて回転する。

「……やっぱりな。一回入ったら、たぶん出られない」

　鉄てつ格ごう子しの回転扉は弁がついたように細工されており、檻おりの中からこちらに出られないようになっている。檻の中に入れたものを出すには、回転扉ごと外すしかないようだ。

　そもそも回転扉のような出入口では入れるものが限られる。これでは大きな猛もう獣じゆうの類たぐいは無理だろう。そう考えるとクマなどは必然的に却きやつ下かされる。では、何を入れるのだ？

　そのとき沖田は気づいた。

　これは、まさか……。

　怒ど号ごうが聞こえ沖田の思考は遮さえぎられる。振り向くと街灯の下が混乱していた。男子生徒が斉さい藤とうの胸ぐらをつかんでいる。

「俺おれは本当に何も知らない。プレイヤーとして参加してる」

　斉藤は冷静に対応しているが、その男子生徒はヒートアップしている。

「話が違うじゃねえか」

　斉藤は胸ぐらをつかまれ、男子生徒たちに囲まれている。

「混乱しちゃったな」

「軽音部の人たちね。極限ゲームに参加したこともあったから知ってる。そのときはルールに従ってくれなくてゲームが成立しなかったけど」

　神楽かぐら坂ざかが顔をしかめている。彼らは表現するなら不良のようなイメージの生徒たちだった。軽音部の活動と称しようして放課後に屋上でタバコなどを吸っているのを見たことがある。

「いきなりこんなところに連れてこられて、どうしろってんだよ」

　このイベントは自由参加のはずだが、彼らは怒いかりを斉藤にぶつけていた。街灯の下はコンクリートの土台で少しだけせり上がっており、まるでステージの上で喧けん嘩かをしているようだ。

「近づいたら怪け我がしたり、ちょっと異常だろうが」

「だから、それを含めて話し合いをしたい」

　斉藤は落ち着いたトーンで対応しているが、混乱はなかなか収まらない。そのとき、すっと土台の上に載のった女子生徒がいた。

　それは神楽坂だった。彼女はお下げの三つ編みをもてあそぶようにしながら、周囲の生徒たちに視線を投げる。小刻みに首を動かし、ミュールのかかとでこつこつとコンクリートを叩たたく。それはゲーム中によく見せる妖よう精せいの仕草だった。

　ふと神楽坂が手のひらを上に向け首を傾かしげる。しばらくしてすっと頭上を向く。それを見て周囲が次第に静かになった。雨が降っているのかと思い、沖田は上を見た。しかし、雲ひとつない空があるだけだ。月はギラギラと妖あやしく光っている。

「みんな話し合おうか」

　視線を戻すと神楽かぐら坂ざかが微笑ほほえんでいた。今のは注目を引くためのパントマイムだったのだ。

「まず状じよう況きようを整理しよう。ね、みんな」

　斉さい藤とうを囲んでいた男子生徒が何か言おうとしたとき、すっと近づいた生徒がいた。

「少し、静かにしないか？」

　須す藤どう拓たく也やという大おお柄がらな生徒だった。声はとても静かだが、彼らをあっさりと黙だまらせる威い圧あつ感かんがあった。須藤もこのゲームに参加していたのだ。だとしたら少しだけやっかいだ。

　上級生と喧けん嘩かをしたり教師を殴なぐったり、ドラッグをやっているなど悪い噂うわさはいくつもある。ただし群れないタイプで軽音部の連中とは種類が違うと沖おき田たは思っていた。

「誰だれが悪いとかの話じゃないだろ」

　須藤に言われ、彼らはおとなしく引き下がった。

「じゃあさ、ここを囲むようにして集まろう。みんなで座ってさ」

　神楽坂は声を張ることなく通常のトーンで言う。そんな小さな声を聞こうとするかのように、約百人が集まっていく。誰が言ったわけでもないが、なんとなくクラスごとに分かれているように思える。また、女子は女子で集まるため、白いまだら模様がいくつもできていた。

「まずは何があったか、事実を知り議論したい」

　街灯の下に立つ斉藤が発言した。隣となりには神楽坂が立っておりにこやかな笑みを浮かべている。なんだか神秘的な光景だった。彼女はゲーム中にいろいろなコスチュームで妖よう精せいなどのＧＭキャラクターを演じていたが、妖精だとしたら今が一番ぴたりとくる。

「百人いるから議論は円えん滑かつに行いたいと思う。できるだけ他人の意見を否定しない。そしてこれからできることの意見を言う。でないといつまでも議論は終わらないから。オッケー？」

　斉藤は周囲を見回す。誰かも否定意見が出ないことを確認してうなずいた。

「これは極限ゲームの延長であるけど、俺おれたちはプレイヤーとして参加してる。みんなと同じ説明しか受けてない。でも、俺たちはやっぱりゲームの責任があるから、できるだけみんなの安全を守りたい。心からそう思ってる」

　斉藤は淡たん々たんと語っている。こんなときは言動に感情を込めてはいけないのだ。感情はどんな些さ細さいな起点からでも連れん鎖さし拡大する。

「まず、最初にこのゲームについておさらいしたい。期間は未定。この島には俺たち以外の人間はいない。準備段階としてペアの設定がある」

「そしてジャンルは脱だつ出しゆつゲーム」

　神楽坂が人差し指を立てながら言った。

「そして上陸からゲームスタート。でも、問題があった。えっと……」

　斉藤が視線をさまよわせている。

「中なか谷たにさん」

　神楽坂が女子に呼びかけ手招きした。呼ばれて台座に上がったのは、先ほどウサギを触さわってのトラブルがあったあの女子だった。

「何があったか正直に言ってくれればいいから」

　神楽かぐら坂ざかは中なか谷たにに耳打ちした。

「……自動販売機を見つけたんです」

　彼女は胸の前で手を組みながら小さな声を出した。声が小さいため、生徒たちは自然と口をつぐんだ。……波の音が聞こえた。

「自動販売機の前に、何か台のようなものがあって、そこにぬいぐるみ、たぶんウサギでした。それを触さわったら、ちょっと痛みが……」

　中谷は困ったように神楽坂を向く。

「自分の感覚でいいよ。下へ手たに隠かくす必要はないから」

「バチッていう音がして、なんていうか頰ほおを叩たたかれたような気がしたんです。体が痺しびれたような感じで悲鳴を上げました」

「自動販売機は俺おれも見た。近づいてないけど。中谷さんが倒れていて、ちょっと動どう揺ようした。この島には何か危険があるんじゃないかと思って、まずはみんなを集めることを優先した」

　斉さい藤とうが中谷の言動を引き継いだ。思った以上に生徒たちは事実を聞いてもパニックになっていない。ただ静かに話を聞いている。それは斉藤たちの情報公開が功を奏したのかもしれない。事実を隠さず公開することで信用を得たのだ。

「その原因はわかってるのか？　ぬいぐるみを触って、まではわかるんだけど」

　挙手して男子生徒が発言した。

「まだわからない。調べる必要がある。でも、今からじゃない。やっぱり日が昇のぼってからになると思う」

　スタートがすでに夜ということが災いした。いや、夜でよかったのかもしれない。日中にスタートだったら、生徒たちはこうしてまとまっただろうか。バラバラに活動して被ひ害がいが拡大していた可能性が高い。

「ん？」

　沖おき田たは神楽坂がこちらを見ていることに気づいた。

「沖田君は、ウサギを調べてたよね。気づいたことを言ってほしい」

　神楽坂は沖田に発言を求めた。注目を集めてしまった沖田は仕方なく立ちあがり台座へと向かった。斉藤や神楽坂もある程度の推測を立てているのだろうが、あまり意見を言いたくないのだろう。ただでさえサークルメンバーとして疑われている立場であり、そんな理由から白羽の矢が沖田に立った。

「沖田君は極限ゲームの脱だつ出しゆつジャンルで最速脱出記録を作ったほどのプレイヤーなんですよ。専門家の意見を聞きましょう」

　神楽坂は余計なことを言う。沖田は咳せき払ばらいをしてから生徒たちと向き合った。

「えっと、推測になるけど、中なか谷たにさんのトラブルは、たぶんペナルティだと思う」

　沖おき田たの発言に周囲の生徒たちが困こん惑わくした。

「ペナルティって言われても」

　沖田の隣となりに立っていた中谷も動どう揺ようしたようにつぶやいた。

「前提としてこれはゲームだから」

「ゲームだからって女の子にこんなことをしていいのか？」

　集団の中から声を上げたのは鈴すず木きだった。彼は日常では正義感が強いのだ。

「落ち着いて。まだ沖田が喋しやべってる。反対意見は後で聞くから」

　斉さい藤とうがざわつきだした生徒たちを制して、沖田を向く。

「沖田、続けて」

「……ゲームの定義があるとするならば、まず厳格なルールが存在すること。だとしたら、彼女がダメージを受けた行為もルールの範はん疇ちゆうであり、悪意ではない。彼女は何らかのミスをして、そのペナルティを負った」

　神楽かぐら坂ざかは不満げな中谷をそっと抱だき寄よせ、苦く悩のうする表情を作っている。彼女は表情や仕草で沖田の発言のフォローをしていた。

「俺おれたちが混乱しているのは二つの別の事こと柄がらを一いつ緒しよくたにしているからだと思う。まず一つは、彼女に現実的な痛みを与えられたこと。これはモラルや倫りん理りの観点から許せないことだと思う。その対策はどうするか考える必要があると思う」

　沖田は少しだけ発言を変えた。正論が受け入れられるとは限らないのだ。論理的に、感情が漏もれないように論理的に……。

「そしてもう一つはゲームのこと。俺たちは現実的にゲームに参加している。だとしたら、何が原因で彼女が痛みを与えられたか、が論点となる。つまりルールの解明が必要だ。でないと、また同じことが起こる」

「この沖田の意見に関しての反論は？」

　斉藤が聞いたが、生徒たちからは声は出なかった。それを確認して斉藤は続ける。

「これらは個別に問題解決を図るべきだと俺も思うよ。例えば、やっぱりこの行為が許せなかったらみんなでゲームを離り脱だつする選せん択たくもありだと思う。その場合、連れん絡らくを取る方法を探す必要があるし、それについて議論することになるけど。あと、誰だれか携帯電話の持ち込みに成功した人は？」

　生徒たちから返答はない。私物の持ち込みは厳しくチェックされていた。携帯電話や財布はもちろん、ポケットの中のガムまで回収されたのだ。

　しばらく沈ちん黙もくが続き、声を出したのは中谷だった。

「……あの、それほど痛くはなかったんです。ちょっとびっくりしたぐらいで。だから、そんなに心配しないでください」

　彼女は混乱の原因となったことに戸と惑まどっているようだ。

「これがゲームの範はん疇ちゆうだとしても、誰かがこうなってたからね。続けるにしろ離り脱だつするにしろ、注意して行動しなけりゃいけない……どうぞ」

　斉さい藤とうは挙手した中なか野の香か緒お里りを指名した。

「あの、その痛みの直接の原因はなんなのかなって。例えばぬいぐるみが何かをしたとか」

　彼女の疑問は当然だった。根本の原因を知らねば恐きよう怖ふは消えないのだ。沖おき田たと斉藤は自然に視線を合わせてしまった。斉藤もすでに気づいているようだ。

「言ったほうがいいよ。デリケートな問題だし」

　神楽かぐら坂ざかが生徒たちに視線を向けたまま小声で言った。

「沖田、頼たのむ」

　斉藤が丸投げしたので、沖田は仕方なく口を開いた。

「予想だけど、女子がつけてる拘こう束そく具ぐ。それが作動した。彼女の表現からして、たぶん電気ショックだと思う」

　場が凍こおりついたのがわかった。女子たちは固まったようにして動かない。その気持ちはわかる。拷ごう問もん具ぐを装着されているようなものなのだ。

「無理に取ろうとしないほうがいい。もしかしたら、何かあるかもしれないから」

　沖田の言葉はフォローにはならず、さらに女子たちを脅おどすことになった。同時に場に別の空気も流れていた。男子たちの安あん堵どしたような雰ふん囲い気きだった。

「落ち着いて。それがマイナスだとは限らないから。例えば、ペナルティじゃなくて警告かもしれない。痛みを与えて危険を警告するような。ここには俺おれたちしかいないっていう前提だから、怪け我がとかをされないよう、そんな刺し激げきを与えての警告したと。だから、あまり過か剰じように反応するのはよくないかも」

　語る斉藤の頭上でオレンジ色の電灯が光を放ち、虫が飛び回っている。しばらく発言がないまま場が停てい滞たいする。議論の結論は出ない。責任者がおらず、生徒たちが自らの決断しなければならない場所だった。同じ立場の生徒が百人ということは、決断力も百分の一となっている。だれも声を上げない。

「……結論は明日でいいかもしれない」

　斉藤が言った。この中で責任のウエイトが大きい生徒がいるとしたら彼だろう。

「ゲームの離脱か続行。それは決めなきゃいけない。離脱するなら周辺の探たん索さくは必ひつ須すだ。連れん絡らくする術すべもないからね。そのときの探索はもちろん慎しん重ちようにやらなきゃいけない」

「ゲームを続行する場合は？」

　ぼそっと発言したのは須す藤どうだった。

「そのときはルールを探し従う。俺も脱だつ出しゆつに尽じん力りよくして、みんなに協力する。もちろんゲームだから自由にやってかまわないけど」

「斉さい藤とうがプレイヤーとして参加しているのは本当なんだな」

　須す藤どうの念押しに、斉藤はうなずいた。

「誓ちかうよ。プレイヤーの振りして参加している設定でもない」

「私もそう。プレイヤーでみんなと同じ立場でしかない」

　神楽かぐら坂ざかもうなずいた。

「とにかく続行にしても離り脱だつにしてもみんなで協力しよう。孤こ島とうで俺おれたちしかいないんだから、助け合うしかない」

　斉藤の言動を沖おき田たは複雑な思いで聞いていた。極限ゲームの設定のほとんどはプレイヤー同士が協力できないようにセッティングされていた。斉藤が協力を強調しているのは、それを理解しているからこそかもしれない。

「安心して、脱だつ出しゆつゲームなら脱出率百パーセントを誇ほこる沖田君もいるしね」

　神楽坂はおどけたように言い沖田を見た。沖田は心の中で、前回のゲームではプレイヤーを殺したけどな、と付け加えた。

　その後、議論はうやむやのまま収束した。探たん索さくは明日の朝に持ち越される。どちらにしろ暗くてわからないのだ。朝に周辺を確認するしかない。女子たちは少し怯おびえていたが、それをケアする男子たちの姿もあった。

　百人は広場で寝ねることになった。虫むし除よけスプレーを吹きかけ、シートを敷しきタオルや銀色のサバイバルシートを掛けて横になる生徒たち。誰だれが言ったわけではないが、男子と女子の二つのエリアに分割されていた。

　孤島での夜。

　沖田は横になって星空を見ていた。ブンブンと飛ぶ虫の音と波の音が聞こえた。単調な波の音は眠ねむりを誘いざなう……。

　波の音に混じって、ウォンウォンという妙みような音が微かすかに耳に届いた。
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　──朝。

　沖おき田たの意識は周囲のざわめきで覚かく醒せいしていった。まぶた越しに日の光を感じた。波の音がする。自分はどこにいるのだろうと思った。

「ここはどこだ？」

「……ここは楽園よ。美しくて綺き麗れいで天国のようなすごい場所」

　沖田の意識は覚醒していく。天国のような場所……。

「……有楽町？」

「有楽町ではないわね」

　沖田はがばっと体を起こした。青い空と緑のアダンの木が見えた。そうだ、ここは南の島だった。この場所は現実と仮想の狭はざ間まの場所だ。ゲームは続行されている。

「すごいぐっすりだね」

　呆あきれたように沖田を覗のぞき込こんでいたのは神楽かぐら坂ざかだった。周囲を見回すと、一いつ緒しよに寝ねていたはずの生徒たちはすでに起きている。島独特の湿しつ気けを含んだ朝だった。

「今、何時？」

　沖田の質問に神楽坂は両手を広げてみせた。そうだ時計はここにないのだ。時間がわからないだけで、一日の歯車がずれるような気がする。文明人にとっての朝の認識は、太陽が昇のぼったという事実ではなく、時計の針がどこを指しているかのほうが重要なのだ。

　広場を見ると、生徒たちが集まったり周辺を歩き回っている姿が見える。朝になり広場の調査が始まったのだろう。生徒たちの表情は明るい。広場も夜の不気味さはなくなっている。

「広場の外に出て調べにいった人たちもいるわ」

「え？　ゲーム続行か離り脱だつか話し合ったりした？」

　沖田が寝ているうちに議論が終わったのだろうか。見るとこの時間まで無防備に寝ていたのは沖田だけだった。他の生徒たちはトイレに行ったり顔を洗ったりと最低限の朝の準備は終えているようだ。朝食として携けい行こう食しよくを食べる姿もある。

「特に話し合いはなかったけど」

「広場の外に出ていったやつもいるんだろ」

「うん。男の子たちは探険してくるって」

　生徒たちを蝕むしばんでいた得体のしれない不安と恐きよう怖ふは、あっさりと夜明けと共に霧む散さんしていた。議論も行われないまま、生徒たちはゲームの続行の意思表示をしたのだ。

「女子たちは、まだ怯おびえてるみたいで広場から出ないんだけどね」

　神楽坂が広場に視線を向けた。確かに広場には白いカラーが目立つ。拘こう束そく具ぐの件もあり、むやみに動きたくないようだ。

「体調崩くずした人とかいないの？」

「今のところ大だい丈じよう夫ぶ。斉さい藤とう君とかも気き遣づかってるし。ただ、みんな眠ねむれなかったみたいで」

「そりゃそうだよな。マットもないし」

　こうして外で寝ねるのが初めての生徒もいることだろう。

「沖おき田た君ぐらいだよ、こんなにぐっすりは。沖田君のクラスの人が起こそうとしてたけど、眠ねむりが深くて諦あきらめてた。授業中もそうみたいね」

「昨日眠れなかったんだよね。遠足の前日に興奮して眠れないタイプなんだ。で、当日に眠くなっちゃう」

　沖田は立ちあがってから伸びをした。沖田は野外で寝ることに抵てい抗こうはなかった。二年前の夏休みには自転車で東京から大阪まで旅行をし、その行程ではすべて野宿だった。あの夕方からの就しゆう寝しん場所探しの面めん倒どうさと心細さを比べたら天国だった。

「雨降って最悪のことにならなくてよかったわ」

「うーん、俺おれって雨男で、旅行前半は雨が降るっていうジンクスがあるのになあ」

　あのときの自転車旅行は全国的な水不足だったのだが、沖田が都心部から八はち王おう子じまで行ったところで大雨になったのを憶おぼえている。

　沖田はシートをきっちりと畳たたんでリュックにしまう。寝しん具ぐなどはきちんとケアおかないと後々に面倒なことになるのだ。また、多人数でのキャンプの場合、自分の荷物も管理も重要だ。特に同じ装備だといつの間にかなくなっていることが多い。

　トイレは公衆トイレのような感じだった。水も流れる。海水を使っているのだろうか。水場に行き顔を洗ったが、水は飲まないようにした。島の水はあまり信用できない。

「……ん？」

　沖田は振り向いて首を傾かしげた。神楽かぐら坂ざかが沖田の行動を見守るかのようについてきている。

「だって、ペアじゃない」

「ペア同士で行動してるのなんていないだろ」

　男子は男子、女子は女子で固まって行動しているのだ。特にこういった特異状じよう況きようでは女子は集団を構成したがる。

「沖田君が本気出してさらっと脱だつ出しゆつの糸口を見つけてくれたら解放してあげるからさ」

　神楽坂はゲームを行う気でいるらしい。そして、そのゲームに沖田を利用しようと考えている。

「極限ゲームもこれで終わるから言っておくけど、俺って得意なのはゲームじゃなかったんだよな。例えば密室ゲームではほとんど神楽ちゃんが妖よう精せい役で参加したじゃんか。俺って妖精さんがいないと上う手まくゲームをクリアできない」

「そんなに私の妖精が好きだった？」

「まあそれもあるけど、正確に言うとゲームをすべて理解している妖精が必要なんだ。俺は神楽ちゃんのくせを見つけてさ、例えばプレイヤーが困ったときにちらっとヒントのある方向を向いたり、間違った行動をすると左目をつむったりとかね」

「自分じゃわからないけど」

「極限ゲームが売ったゲームのＤＶＤを俺おれは手に入れたから、繰くり返し観た」

　神楽かぐら坂ざかは特に嫌いやそうな顔はしなかった。

「神楽ちゃんは劇団とかに入ってたっけ。だから他人の行動にリアクションするようなくせがついてるんだね」

「なんか単純って馬ば鹿かにされてるみたい」

　ここで神楽坂はぷくっと膨ふくれてみせた。

「そんなことないよ。それにやっぱり役者志望だなあって思うのは、こんなときも他の女の子と違って冷静だと思う。自然にゲームのプレイヤーっていう仮面をかぶってるんだね。無意識のうちに演じてる」

「メンタルケアの先生みたいね」

　神楽坂は意味ありげな笑みを浮かべた。

「だから、あんまり期待しないでってこと」

　沖おき田たは歯は磨みがきを終え、タオルで顔を拭ふいた。一息ついてから周囲を見回すとあることに気づいた。確かにちらほらと生徒たちの姿が見えるが、数が少ない。少なくとも女子は広場から出ていないはずだ。

「広場スペースはここだけじゃない？」

「そうよ。なんていうか、何層かになってる感じ」

　沖田はリュックを背負ってから広場を歩いた。まず調べたい場所があった。

　広場を横切りあの檻おりへと近づく。檻は明るい今見ても不気味だった。コンクリート製の檻が二つ並んでいる。当然ながら中には何も入っていない。

　頑がん丈じような作りだった。こんな孤こ島とうでこのような檻が必要なのだろうか。昨日とは違って檻の中も確認できる。中には妙みような機械が設置されている。機械は四角いボックス型のものだが、ここからではよく見えない。

「やっぱり電子ロックだな」

　沖田は回転式の扉とびらを見る。チカチカとセンサーが赤い光を点てん滅めつさせていた。

「なんで二つなんだろうね」

　神楽坂も沖田の背後から檻を見つめている。沖田は二つの檻を見比べた。

「少しだけ違うかも。ほら、こっちの右側の檻にはもうひとつ変な装置っていうか……」

　奥おくの壁かべに赤い光を放つセンサーが見えた。詳くわしく調べるには檻の中に入るしかないだろう。しかし、入って出られる保証はない。

　沖田は広場を向き直る。中心に電灯がある円形のスペースとなっている。それを緑のアダンがぐるっと取り囲んでいる。

「あ、その実、食べないほうがいいよ。おいしくないしお腹なかを壊こわすかも」

　沖おき田たは女子たちが触さわっていたオレンジ色のパイナップル形状の実を指さした。アダンの実はおいしそうな外見とは違い、食べるところなどない。

「でも、いざとなったら煮て食べる必要があるかも」

　神楽かぐら坂ざかはアダンの実をつつきながら言った。

「食べ物問題は切せつ羽ぱ詰つまってるよね。どっかに自販機でもあればいいのにな」

「あったわよ、自販機なら」

　沖田は、「えっ」と神楽坂を見た。

「この広場の外周に設置されてたのよ」

「早く言ってくれればいいのに」

「だって、あまり口出しちゃ悪いから。ただでさえ沖田君は気分屋で、余計なことを言うとすぐにやる気をなくすかなって」

　沖田はアダンの間の道を進む。調べると広場とされるこのスペースは、アダンの木に遮さえぎられ分割されている。外周のエリアは布を張ったような簡単な日よけがあり、その下にベンチなどが設置されていた。そこで女子たちが休んでいる姿がある。昨日の夜は暗くてこの広場内でさえ探たん索さくを行わなかったのだ。

　そして自販機が三つ並んでいるのも見つけた。

「……古い感じの自販機だな」

　右から飲料、携帯食品、お菓か子し系、が売られている。しかし自販機は……。

「使えなかったみたい。女の子たちは近づいてないし、男の子がボタンを押したみたいだけど、作動しないって」

　沖田が聞く前に神楽坂が言った。

「使えないっていうか、金を持ってないしな」

　沖田は自動販売機を調べて顔をしかめた。タッチパネルのようなものがついているのだ。それはＩＣカードを読み取るようなものに見える。

　意を決してボタンを押してみたが反応しない。もしかしたら、ゲームの過程で現金かＩＣカードが手に入るのかもしれない。

　沖田はしばらく考えたが、これ以上ここにいては何もわからない。

「俺おれは外に行ってみる」

　これがゲームだとしたら、沖田はスタートに遅おくれてしまっている。今からでも積極的に情報収集をしなければならない。

「ひとりは危ないし、私も行くわ」

　彼女は沖田をマークしているのかもしれない。得た情報を独どく占せんしないかと警けい戒かいしているのだ。たぶん、他の生徒たちも同じだろう。表に出さないが、生徒同士で意識し合っている。すでに島内の捜そう索さくが始まっているのは、ゲームは先に情報を得たほうが得であると理解しているからだ。お互いに牽けん制せいしながら広場を出ていった。

「気をつけてね、沖おき田た君」

　広場の外に向かう沖田に声をかけてきたのは香か緒お里りだった。

「心配しないで、委員長」

　沖田は手を上げて返事し、広場のゲートをくぐった。

「……気持ちいい。昨日の鬱うつ屈くつとしたのが飛んでいく感じ」

　アダンの茂しげみを抜ぬけると心地よい風が吹き抜け、神楽かぐら坂ざかの髪を流す。夜とはまったく違う景色だった。そしてあの正体も判明した。

「そうか、あれだったか」

　沖田の目に映ったのは巨きよ大だいな風車だった。湾わん岸がんなどにあるスマートなフォルムの風車が島に設置されていたのだ。それがウォンウォンと音を立てて回転している。この島の電気はあれで作っているのだろうか。

「やっぱり島なんだねえ」

　この位置からでは島の全景は見えないが、周囲は確実に海だった。周辺は隆りゆう起きやアダンが茂っており、見通しはあまりよくない。地面は赤茶けた土で草が這はうようにして生えている。

　神楽坂はタオルを頭に掛けてついてくる。この島で真っ白なコスチュームはアンバランスだが、妙みように色っぽくもあった。

「日焼け止め、思いっきり塗ぬっておいたほうがいいよ。火傷やけどするからさ」

「うん、マシュマロマンになるほど塗ってる」

　ふたりは広場を離れる。沖田はまずは真っ白な風車を目指して歩いた。背の高い木がないため迷うことはないだろう。

　数分歩くと風車に到とう達たつした。頭上で震しん動どうと共に音と立てて巨大なプロペラが回っているのが見える。風車の脇わきには木製の屋根つきベンチがある。

「壮そう観かんだね。見てると上下感覚を失っちゃいそう」

　神楽坂が風車を見上げながら歩み寄る。

「何か書いてあるな」

　沖田は風車のポールに目を向ける。そこには銀色のプレートが貼はってあった。




　白銀の風車・エネルギーポイント




「意味ありげな名前ね。ゲームに関係あるの、かな」

　ポールに近づく神楽坂を沖田は制した。

「神楽ちゃん、近寄らないほうがいい。あれがいたから」

　風車の土台に付近に台座が設置されており、あのぬいぐるみが置いてあったのだ。

「ウサギじゃない、クマかな」

　近寄って調べてみると、やはりクマの目がチカチカと赤く点てん滅めつしている。神楽かぐら坂ざかがうかつに触ふれれば電気ショックを受けることになるはずだ。

　沖おき田たは考えた。何な故ぜ、自動販売機や風車の前にぬいぐるみが設置されているのか。なんの意味があるのだろうか。しばらく考えても結論は出ない。

「どうしようか。別のところ行ってみる？　この先は何もないようだし」

　周辺を探し回った神楽坂が声をかけてきた。

「……待って」

　沖田はアダンの茂しげみの下に黄色いレンガが埋うめ込こまれているのが見えた。黄色いレンガは港と広場を繫つないだ道しるべとして使われていたものだ。

　沖田はアダンの茂みをかき分ける。先に進めるかもしれなかった。

「え、なんかいそう。私嫌きらいなの、変な虫とか、気持ち悪い虫とか」

　神楽坂がとても嫌いやそうな顔を向ける。

「そんな目で見られると、俺おれが変な虫みたいじゃないか。ほら、おいで」

　沖田はかがみ込みながら茂みの間を進む。後ろを見ると、迷っていた神楽坂もついてくる。

「やだ、枝が髪に……あ、ワンピースも引っかかってほつれちゃう」

「動かないで。ワンピースに穴が開くから」

　沖田は小さなナイフを取りだして枝に引っかかったワンピースの糸を切った。

「え、私物の持ち込みは禁止じゃなかったっけ？」

「これはベルトのバックルだから」

　バックルの飾かざりがナイフになっているのだ。私服の持ち込みは可能だったので、このナイフも見つからずに島に持ち込めていた。小さなナイフだが、あるのとないのとでは大違いだ。

「もっと腰をかがめて」

　沖田は神楽坂の手を引っ張ってやる。そのまま強引に進むと、不意にアダンの茂みが終わった。潮風がびゅうっと吹いた。

「あ……」

　沖田と神楽坂は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　目の前には真っ白な砂浜があった。アーチ状になった岩だなから波が寄せて入り江を作っている。さざ波の音だけが耳に届いた。

　砂浜の砂が白すぎてまぶしい。入り江の波は優しく穏おだやかだった。

「海だね」

「ああ、海だ」

　ふたりは手を繫いだままつぶやいた。

　沖田はしばらくぼんやりと目の前の景色を見つめた。ずっと、この島に来る前からもやもやとしていた心が晴れ渡っていくような気がした。海に来てよかったと思った。やはり海は心が洗われる……。

　波音に混じって何かが聞こえた。ちらりと横を見ると、神楽かぐら坂ざかが小さく歌を口ずさんでいた。その歌は風に乗って舞まい散ちる。

「綺き麗れいな景色を見たときに歌を口ずさんじゃう女の子は、表向きは気が強く振る舞ってくるけど、実は繊せん細さいなんだってね。周囲の環かん境きように影えい響きようされるのを深層で抗あらがってる」

　そう言うと、神楽坂は小首を傾かしげるようにして沖おき田たを向いた。

「沖田君得意の心理分ぶん析せきってやつね。でも、実はそれ、私もできるの」

　神楽坂は微笑ほほえんだ。それは海の前で微笑む少女、を演じているかのような綺麗な笑みだった。彼女はそっと唇くちびるを沖田の頰ほおに近づける……。

「……沖田君がここに来た理由はずばり脱だつ出しゆつ」

「脱出ゲームだからね」

「脱出ゲームと知る前から目的は脱出だった。迷っていたのは日常で。あなたは、学校生活において悩なやみを抱かかえていた」

「悩み？」

　沖田は彼女から目をそらして海を向いた。

「沖田君は他人の心理を覗のぞくのが上う手まいけど、自分が無防備なのに気づいていない。他人の心理を分析して理解しようとする人って、実際は人の心がわかっていない。目に見えないものが苦手で、こういった心理学などのテンプレートに頼たよろうとする」

「わかった、俺おれが悪かったよ」

　沖田は軽いトーンで言ったが、神楽坂はやめなかった。

「ずばり、日常生活での悩みは恋愛ね」

「恋愛？　極限ゲームサークルでそんなデータがあったのか？」

「極限ゲームサークルを立ち上げたのは二年から。それ以前のことはよく知らないの。でも、ゲームをするにつれて、学年の生徒たちの真実が見えてくる。データが集まるに従って、パズルのピースがはまるように、情報もまとまっていく。そのとき、沖田君もゲームに参加していたけど、特定の生徒と付き合ってはいなかった。変人といわれる田た中なか梨り央おさんとの関係を疑われたときがあったけど、私の見解では恋人ではない。つまり、二年生から今までにおいて、沖田君は生徒の中に恋人はおらず作ろうともしなかった」

　神楽坂は言い切った。沖田は少しだけ極限ゲームに参加していたことを後こう悔かいしていた。彼女の人間観察眼は鋭するどい。あの斉さい藤とうの情報収集力と神楽坂の分析力が合わさって極限ゲームサークルは力を増していったのだ。

「まあ、それはみんな知ってることだけどな」

「……生徒以外だったら？」

　沖おき田たの心臓がどくんと高鳴った。

「もともと沖田君は他人の心理に興味があった。これは私の勝手な想像だけど、あなたは人間として何かが欠けてる。ゲームを見てもそうだった。ゲームの利害で簡単に他のプレイヤーを殺したり傷つけたりできるから」

「ゲームだよ。白紙のカードに行動を記入する程度の行為だ」

「でもね、それでも普ふ通つうの人間は少し戸と惑まどうの。まともな人間は、本来人を殺すなどの想像すらしない。殺したとしても、本能的に抵抗してそれが仕草に現れる。私は妖よう精せいとしてあなたたちを見てきたけど、普通の人間はそう」

　沖田は神楽かぐら坂ざかから離れようとしたが、彼女は未いまだにつかんでいた手を離そうとはしなかった。

「あなたはずっと自分にないものを探していた。そして、そんな君に好機が訪れる。学校の養護教きよう諭ゆ、つまり保健室の先生として入った人がメンタルケアのプロだった。あなたは、好こう奇き心しんから接近を試みる……」

　──興味本位。最初はそうだった。一年の終わり頃ごろに部活で足を怪け我がしてしまった。そして保健室で彼女と会うことになる。メンタルケアの仕事をしている人だった。印象はずいぶん陰かげのある人だと感じた……。

「接近したのは二年生になってすぐ行われた心理テスト。沖田君はそのテストに引っかかったとされてる」

「学年で俺おれだけだった。そして、相手はプロだよ。そんな心理テストの結果を捏ねつ造ぞうできると？　君が言ってるのは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちを勝手に結びつけているだけじゃないか？」

「そうよ。学校生活の日常にバラバラに散らばった情報の屑くずを寄せ集めて綺き麗れいな模様にしているだけ。でも、偶然こんなに綺麗な模様になるかしら。何らかの意思が混ざっていると考えたほうが自然じゃない？」

「原始の海では、アミノ酸が勝手に意味のある配列になってタンパク質を合成したんだって」

　沖田は海を見つめた。波が少しだけ強くなっているような気がした。

「それって、腕時計をバラバラにネジ単位まで分解して箱の中に投げ込み、乱暴に振り混ぜて腕時計が完成するくらいの確率だと言われているわ。一週間も振り混ぜれば、部品は壊こわれて永遠に完成しない。私たち生命の誕生は、なんらかの意思が混ざっていた可能性が高いわ」

　海を見ると懐なつかしい気分になるのは、やはり生命が海から生まれたからだろう。海から陸への脱だつ出しゆつを果たした人間だが、再び海に戻りたがっている。

「さっき私が他人の心理を覗のぞこうとする人は、自分が無防備であることに気づいてないって言ったでしょ。それは、あの保健室の先生にも当てはまってた。沖田君はその無防備な彼女の心に手を突っ込んだの」

　沖田は手に汗あせをかいていることに気づいた。神楽坂の目を見られなかった。自分の心の内を読み取られることがこれほど苦痛だったとは。

「その後、彼女は私たちが三年生になってしばらくしたら学校を辞めた。理由はわからない。家庭の事情？　契けい約やく？　まあ派は遣けんの養護教きよう諭ゆだしおかしくもなかった」

　彼女はいきなり姿を消したのだった。彼女の消えた保健室はがらんとしていた。近所の薬局の資格をもった年配の女性が配属されたのだった。

「そして、私が見つけた最後のパズルのピースはあの脱だつ出しゆつゲーム。沖おき田た君は久々に極限ゲームに参加してくれた。それも、あの時期にしては小規模なゲームにね」

　彼女が姿を消してから、沖田は周辺を調査したが、何な故ぜかまったくと言っていいほど彼女の情報は得られなかった。それこそ犯罪すれすれの強引な情報収集を行ったにもかかわらずだ。保健室の彼女は忽こつ然ぜんと姿を消してしまい、時間だけが過ぎ去った。

「私も、ちょっとだけ彼女のことを調べたの。極限ゲームサークルのデータベースを最大限に利用してね」

　神楽かぐら坂ざかはそこまで言って沈ちん黙もくした。足下をヤドカリが歩いていく。太陽はいつの間にか高く昇っていた。日差しを浴びた海は真っ青に輝かがやいている。

「……それで？」

　沖田は根負けし、海を見たまま聞いた。

「何もわからなかったの。あの人は誰だれなのかまったく判明しなかった。結果的に、彼女は私たちをモルモット扱あつかいして消えていった。それでも、気になることは見つかったけど」

　沖田は横目で神楽坂を見た。神楽坂は視線を返さない。

「行き着いたのは沖田君と同じよ。彼女はメンタルケアと称しようして花穂かすい結ゆ羽うと交流を取っていた。妙みような心理テストを行う前から、変則的な密会を繰くり返かえしてた形跡がある。もしかしたら、花穂さんと関連があるのでは、と」

　沖田はため息を吐ついた。神楽坂もそこまで調べたのだ。あのとき沖田が花穂を尋じん問もんしたのは、それとなくあの彼女の情報を得たかったからだ。しかし、あの尋問での沖田の判断は、花穂は彼女と関連がない、だった。

「花穂さんは何も知らない。結果的に沖田君はか弱い女の子を泣かしただけ。恋人の行方も心もわからない……」

　視界が揺ゆれぼやけて見えた。波と風の音も不快なノイズと成り下がっていた。沖田は唇くちびるを嚙かんだ。終わったことだったが、体の中では未消化なままだったのだ。こうして体内に手を突っ込まれてそれを理解した。

「だからあなたはここに来た。非日常に没ぼつ頭とうし、もやもやとした日常から脱出しようとね」

　胸が苦しい。シャツをはぎ取り胸をかきむしりたい衝しよう動どうに駆かられる。この感覚をしばらく忘れていた。そうだ、これは痛みだ、自分の心が痛んでいるのだ……。

「ねえ……痛いよ、沖田君」

　神楽坂は沖田に強く握にぎられた手を引っ込めようとした。しかし沖田は手を離さなかった。

「ここでも妖よう精せい役をやってるつもりか？　周りをぱたぱたと飛び回って人間をいらつかせて反応を見る。……お前が望んだ反応を見せてやろうか」

　神楽かぐら坂ざかが怯おびえた表情を浮かべた。それは演技ではなかった。

　手を振りほどき走り去ろうとした神楽坂を沖おき田たは追いかけた。片方のお下げ髪を乱暴につかむと、そのまま体を砂浜に押し倒す。彼女は悲鳴を上げて倒れ込んだ。

「やめなさい、沖田君」

　神楽坂は砂地で足をばたつかせ沖田に抗あらがう。

「それはお願いか？」

「いいえ警告よ。後こう悔かいするわよ」

　沖田は神楽坂に馬乗りになる。それでも彼女は抵てい抗こうをやめない。とがった爪つめで腕をひっかかれたので、両腕を押さえて万ばん歳ざいの格好をさせた。
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「どうする？　あの石せつ窟くうのゲームの再現をするか？」

「大声を出すわよ」

「出したら殴なぐるよ。今度はカードじゃない」

　神楽坂が暴れるのでワンピースがはだけている。気づいた彼女は必死に体を動かして乱れた着衣を戻そうとしていた。沖田はそれを見て、乱暴にワンピースの胸ぐらをつかみ上げた。ブチッと音がして、ワンピースの肩かた紐ひもが引きちぎれる。胸がはだけ、白いブラジャーが露あらわになった。

　神楽かぐら坂ざかは自由になった手で砂をつかんで投げつけようとしたが、寸前で沖おき田たはその手を再びロックする。神楽坂はしばらく腕に力を込めていたが、ふとその力が抜ぬけた。

「……許して。お願い」

　神楽坂はか細い声を出した。

「女がレイプされるときって、まずは逃とう走そう、その次に怒いかり、そして恐きよう怖ふ、無む抵てい抗こうっていう心理変化になるらしい」

　それら心理学に関するものは、保健室で沖田があの彼女から教わったものだった。

「女は常に自分の都合のいいように言い訳するんだ。例えば、キスされたのは後ろに壁かべがあったから、とか。今回のケースでは両手を押さえられて地面に倒れている状じよう況きようだから抵抗できないと自分に言い聞かせ正当化する」

　沖田は倒れている神楽坂に強引にキスをした。がちっとお互いの歯が当たり音を立てた。彼女は顔を背けて沖田の唇くちびるを引き離す。

「さっきお前がやったのはこれと同じことだ」

「違う、私はただ……」

「ただ、反応が見たかった？　そして俺おれが落ち込む顔を見て快楽を得る？　レイプする男も同じことを言うだろうな。違いはそれが肉体的か心理的かだけだ。お前はすでに他人の心を蹂じゆう躙りんした。学校生活でもきっとそれをやってる。他人が隠かくしたい大切なものを無造作に暴き快楽を得てきた」

　神楽坂は砂の上で首を振っている。涙がボロボロとこぼれていた。神楽坂愛ま菜なという人格を構成していた仮面が剝はがれかけている。もう少しで彼女は沖田の前ですべてをさらすことになる。あと一押しだ……。

「ごめんなさい、そんなつもりじゃなかったの」

　神楽坂がうめく。沖田が右手のロックを外してやると、彼女はごしごしと涙で濡ぬれた顔をぬぐった。

　そのとき、神楽坂は沖田の予想しなかった動きを取った。馬乗りになられた状態で体をひねる仕草をする。それでも沖田は冷静に対処する。筋力のない女子がこの状態から逃げだすことなどできやしない。

　神楽坂の右手は自らのワンピースをめくった。まくれるスカートは真っ白な下着を露ろ出しゆつさせ、同時にカチンと音が聞こえた。それは何かを装着するような音だった。彼女は大だい腿たい部ぶの拘束具をつかんでいる。

　バチンと音がした。

　沖田を襲おそったのは全身を駆かけ巡めぐる衝しよう撃げきだった。

「あっ……」

　沖おき田たの口から悲鳴のような息が漏もれる。腹を刺されたのかと、歪ゆがむ視界で見たが流血はしていない。体の自由が利かず、ずるっと沖田は砂浜に倒れた。

　なんだ、今のは……。

　神楽かぐら坂ざかが立ちあがったのが見えた。彼女は涙を流しながら沖田を睨にらんでいた。右手に棒形状のものを持っている。

　……スタンガンだ。

　──女子にはちょっとした護身用の道具をすでに配っております。

　沖田はガイドの女性の言葉を思いだした。この拘こう束そく具ぐは、女子を守る武器でもあったのだ。太もものベルトには着脱可能なスタンガンが──。

「馬ば鹿か、沖田君の馬鹿！」

　神楽坂は砂浜を走り去っていく。追いかけようと立ちあがった沖田だが、すぐにふらつきへたり込んでしまった。声を出そうとしたが、痺しびれた口からは息が漏もれるだけだった。

　沖田は顔をしかめて首を振った。ミスをしてしまった。

　──女の子は常に言い訳を用意して行動するの。

　保健室の彼女が教えてくれたことだった。沖田は神楽坂を追い詰めすぎてしまった。だから、彼女にスタンガンを使わせる言い訳を与えてしまったのだ。

　立てなかった。スタンガンではない。ただ、足が動かなかった。彼女のことを思いだした。沖田は失敗したのだ。時間を掛けすぎるあまり、保健室の彼女は消えてしまった。もう少し早く彼女の手を握にぎり日常から脱だつ出しゆつしていればよかったのだ。

　しばらくしてから立ちあがった沖田は、あるものに気づいた。自動販売機と風車と同じようにぬいぐるみを発見したのだ。浜辺の台座にはイルカのぬいぐるみが置いてあった。




　魅惑のビーチ・休息ポイント




「……脱出ゲーム、か」

　抜ぬけだしたかった。この島から少しでも早く脱出したい。そして、それを成功させるのが存在意義なのではないか。自分のプライドを守る唯ゆい一いつの方法だ。

　沖田は握りしめたぬいぐるみを見る。と、そのとき気づいた。

　もしかしてこのぬいぐるみは……。




　　　　＊




　沖田が広場に戻ったとき、すでに日は傾かたむきかけていた。

　これは賭かけだった。ゲームを続行するためには広場に戻らねばならない。いや、学校生活という日常のゲームは続いているのだ。

　神楽かぐら坂ざかが先に広場に戻っているとして、彼女の行動次第では沖おき田たは窮きゆう地ちに追い込まれることになる。彼女はこの学年で人気のある女子生徒だ。沖田に弁明の機会が与えられるとしても、神楽坂が涙を流して訴うつたえれば生徒たちは彼女に感情移入するだろう。

　広場のゲートをくぐると、木こ陰かげのベンチに女子生徒たちが座っているようで白が目立つ。昨日の夜と違い、広場の空気は弛し緩かんしている。それでも広場に女子たちの姿が多いことは、それだけ慎しん重ちように行動しているということだ。神楽坂は広場に戻っているだろうか。沖田が彼女を捜さがそうと中央のスペースに入ったとき、背後から鋭い声が投げかけられた。

「沖田！」

　はっと息を止める。明らかに怒ど気きを含んだ女子の声だった。

　振り向くと、腕を組んだ女子がそこに立っていた。彼女はじろりと沖田を睨んでいる。

「どうした、未み来く」

　沖田は平静を装って言った。彼女は如月きさらぎ未来という沖田のクラスメイトだった。すでに後こう輩はいに譲ゆずったが、女子陸上部のキャプテンをやっていた体育会系だ。長めの髪はポニーテールに結んでいる。

「あんたさあ、なんで今いま頃ごろ帰ってきたのよ」

　未来はつかつかと沖田に迫せまってきた。その剣けん幕まくに、近くのベンチに座っていた女子が驚おどろいたようにこちらを見た。

「周辺を調べてたから、だよ」

「神楽かぐらちゃんがボロボロになって帰ってきた」

　未来は沖田の耳元で低い声を出した。それを聞いて沖田は少しだけ安あん堵どした。

「そっか。探たん索さくに邪じや魔まだったからな。転んだり木の枝に引っかかったりしてさ」

　沖田は神楽坂があの件について喋しやべっていないと踏ふみ、中央スペースへと向かった。

「外に連れて行ったなら、安全にここまで戻しなよ。ちょっと待ちなよ、あっ」

　沖田を追いかけた未来はいきなりずてっと転んだ。

「……なんだよお前。エロ漫画の女の子みたいだな」

「馬ば鹿か、見るな。このミュールが歩きにくいんだ」

　未来はスカートの裾すそを直しながら、手を貸そうとした沖田を蹴けった。

　沖田は蹴られた膝ひざを押さえながら中央へ向かう。状じよう況きようを知りたかった。神楽坂のことだけではなく、現在の全体的な状況だ。沖田以外にも島を調べた生徒たちがいるが、何か判明したことがあったのか。中央スペースに入ると、電灯の下付近に生徒たちが集まっているのが見えた。

「おう、沖田」

　こちらを向いたのは水道で歯を磨みがいている斉さい藤とうだった。周辺調査から帰ってきていたようだ。

「…………」

　スペースの端で膝を抱かかえて座っている神楽かぐら坂ざかの姿も見えた。彼女は沖田に気づいたが、すっと視線を逸そらす。他の女子と違って白いワンピースが薄汚れている。あのことを他人に話してはいないが、許してはいないといった表情だった。

「なあ、未み来く」

　沖おき田たは集団に近づく前に未来に耳打ちした。

「最初の説明で女子に護身用の道具を配るって言ってただろ。あれってなんだった？」

「うーん、ゲーム中にわかるからとだけ説明されたけど」

　未来は首を傾かしげるようにして答えた。スタンガンの取とり扱あつかい説明はされていないのだ。ということは、神楽坂は独自にあの使い方を導きだしたことになる。

「日が落ちる前に話し合いたいから、みんなを呼んできてくれないか？」

　斉さい藤とうが周囲の生徒に言った。特に時間を決めたわけではないが、生徒たちは夕暮れ前に広場に戻ってきているようだ。時計のないこの島では、太陽が海に沈しずむのが単純に怖こわい。

「未来、女子は外に出ていない？」

「そうだね。ほとんどかな」

「ほとんど？　出て行った生徒もいるのか？」

「神楽ちゃんとか、あとは切り絵部のあの子とか」

　周囲を見ると、アダンの木の下でしゃがみ込んでいる梨り央おの姿が確認できた。沖田は彼女に走り寄った。

「梨央、広場の外に行ったのか？」

　沖田が聞くと、梨央は顔を上げてにこりとした。

「うん。ほら、集めてた」

　梨央が見せたのはどこかで拾ってきたらしい石や貝かい殻がらや薬を入れるような小こ瓶びんなどだった。

　それらの感想などを述べてやってると、沖田は男子生徒に腕を引っ張られた。

「沖田、困るよ、この子」

　そう言ったのは、沖田のクラスの男子だった。

「ずっと海岸をうろうろしてるんだ。呼んでも生返事だし」

　彼は梨央のペアだった。だから、外に出たがった梨央と、安全面から一いつ緒しよに行動させられたのだろう。そして石集めをする梨央をずっと監かん視ししていなければならなかったのだ。

「梨央はプロコレクターなんだよ」

「なんとかしてくれよ。沖田の、なんていうか友達だろ」

「みんな友達だろ。こんなときこそ助け合うべきじゃないのか」

「いや、そうなんだけどさ」

　口ごもる男子生徒の肩に、沖田はぽんと手を置いた。

「でも、なんとかしてやるから、もう少しだけ待ってくれ」

　そう言うと、彼は一応は納得して離れていく。沖おき田たはふうっと息を吐はいて梨り央おを見た。

「海岸って、いろいろなものが落ちてるからコレクター魂だましいを揺ゆさぶられるよな。……ん？」

　沖田はコレクションの中のひとつに視線を止めた。

「なんだこれ？　触さわっていいか」

　沖田は貝かい殻がらや石の中からそれをつまみ上げた。それは石というより玉だった。青いピンポン球程度の球体だ。重量感があるので金属だろうか。表面は光こう沢たくのあるラバーで覆おおわれている。コレクションの中でこれだけ明らかに意味がわからない。

「エレガントでしょ」

「梨央、トレードしないか？」

　沖田はポケットから巻き貝の貝殻を出した。パステルカラーのカタツムリのような貝殻は、あの入り江にあったものだ。綺き麗れいなのでポケットに入れていた。

「わあ、それも色っぽいね」

　梨央が貝殻を受け取り喜んでいる。そんなことをしていると、中央で生徒たちが呼びかける声が聞こえた。話し合いが始まるようだ。沖田はボールをリュックに放り込んでから中央に向かった。

「ペアを確認して」

　斉さい藤とうの呼びかけに数人の女子が困った顔をしている。ペアの男子の姿が見当たらないようだ。しかし、斉藤は特に心配した様子もなく首を振った。

「いなければいいよ。まだ探たん索さくしているんだろうし。この話し合いは強制する気はないから。ただ、女子にはできるだけ広場に残るよう強要したから、俺おれたち男子は外で見てきたことを報告する義務があると思う」

　斉藤は対話でなく報告と表現した。

　中央のせり上がった土台周辺に生徒たちが集まり始める。教師たちがいるわけではないのに、生徒たちは自らの意思でまとまっていた。生徒たちだけで集まれば自然にルール作りが行われ規律が生まれる。混乱する学校生活での異物は教師など高校生以外なのだ。

　前のほうでは女子たちがシートを敷しいて座り、沖田は後方で立って待機していた。場が落ち着いたことを確認してから斉藤が口を開く。

「とりあえず俺たち男子は、探索した情報を公開してみんなで共有したい。不安の原因は情報不足でもあるから」

「このゲームは続けることになったの？」

　斉藤に聞いたのは未み来くだった。

「それについてはあとにしよう。情報公開をしてフェアな立場になってから対話する。えっと、とりあえず俺たちが探索してきたものをまとめよう。えっと、とりあえずここは島だった。周辺に島しま影かげはなく孤こ立りつしている」

　斉さい藤とうは石で地面に楕だ円えんを描いた。

「俺おれたちのいる場所は島の中心だね。そして、桟さん橋ばしは東側のここ」

　斉藤は島の中央と東側にマークをつける。

「で、島を探たん索さくしてわかったことは、この島にはいくつかのポイントみたいなものがあるってこと。建物や自販機とかね。建物には入れなかったし、自販機も使えない」

　沖おき田たは風車や入り江のポイントを思いだした。あのポイントはなんの意味があるのか、ここに帰ってきた今でもわからない。ただ、使用する方法は……。

「とりあえず、そのポイントを埋うめていこう」

　斉藤は周囲の男子を呼びかけ、見つけたポイントを聞きだす。

　本来なら斉藤は極きよく端たんなインドア派で、このようなアウトドアイベントは苦手なはずだ。二学年時に学校で主しゆ催さいされたキャンプでも、皆がラフな荷物で来る中、斉藤だけは大量の荷物を持ってきていた。パソコンはもちろん、サプリメントや医薬品各種、虫を寄せつけない妙みような機械、浄じよう水すい器、空気清浄機、防ダニ枕、空気式の布団、除じよ菌きん用具、大量のミントタブレット……。

　そんな神経質な一面を見せていないのは、やはり責任感からだろう。それでも、斉藤の顔はたった一日で明らかに疲ひ労ろうしているように見えた。

「……コテージがあった」

「ショップ、みたいなのが」

　男子たちが話し合ってマップが埋うめられる。

「だいたいこんな感じかな。他に何かを見つけた人は？　ゲームに関係ないものでもいいから」

　斉藤が呼びかけたが、特に返事はない。現状でのマップは完成された。

「ホテルがあったの？」

　女子たちの中で声が上がった。

「ホテルって表示のあった簡単な建物だよ。石造りの公民館的な雰ふん囲い気き」

「あの、やっぱり人はいなかったのかな？　私たち以外の、ゲームの関係者とか」

　発言したのは香か緒お里りだった。クラス委員長の彼女は、自分のクラスだけではなく、他のクラスの女子のことも心配している。

「とりあえず、俺は人の気配を感じなかったけど……」

　斉藤が周囲の男子を見たが誰だれも反応しない。

「狭せまい島だから、隠かくれるような場所もないと思う」

　孤こ島とうに生徒たち百人が隔かく離りされていることになる。

「やっぱり危なくないかな。怪け我がでもしちゃったらさ」

「対策は取ってあると思うよ」斉藤が言い切った。「悪く言えば、監かん視しされているだろうし」

「監視されてるって？」

　生徒たちは顔を見合わせる。沖おき田たも調べたがカメラのような存在は見当たらなかった。

「この島はオートノミー化されてるから。えっとオートノミー化っていうのはね、感応空間って意味で空間自体が自律性を出すってことなんだ。例えば自動ドアは人間がドアを開けたいと思ったときに自動的にドアを開く。つまり人間たちの行動によって変化し対応するんだ。そのときに必要なのがセンサだ。この島には大量のセンサが埋め込まれている。まずはセンサについて説明したいんだけど、光や音や……」

「斉さい藤とう君」

　神楽かぐら坂ざかが静かに斉藤を制した。斉藤はこのようにウザいところがある。

「……まあ、とにかく俺おれは細かいとこを調べたんだよ。大量のセンサがあるから、イレギュラーな行動を取ったらわかる。そうしたら、海で待機しているだろう関係者がすぐに来ると思う」

「じゃあさ、電話みたいなのはなかった、ってこと？」

　香か緒お里りの問いに、男子生徒たちは誰だれも返答しなかった。

「まあ、まだわからないよ。全部調べたわけじゃないから。建物の中だって侵しん入にゆうできていないんだ」

　斉藤は、次はそれぞれのポイントについて、細かく説明し始めた。

「気になったのは、ポイントに名前がついているんだよね。例えば風車。広場からでも見えたでしょ。あそこは『エネルギーポイント・白銀の風車』とか名前がついてる。他の場所もそうだったみたいだ」

　斉藤は男子生徒たちからの情報をまとめていく。

　こうしてマップが補完された。
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　①　自動販売機　黄金果実の樹・食料ポイント

　②　ホテル　　　天空の大広間・居住ポイント

　③　ショップ　　神秘のベール・衣料品ポイント

　④　広場　　　　現在地

　⑤　風車　　　　白銀の風車・エネルギーポイント

　⑥　コテージ　　七色の空間・居住ポイント

　⑦　桟橋　　　　ドルフィン桟橋




「で、基本的にどのポイントも昨日見た自販機と同じ。ぬいぐるみが置かれてる。そして施し設せつは使用不可能。風車みたいに使い方のわからないポイントもあるけど……」

　斉さい藤とうを中心に生徒たちがマップを見て議論を始めた。

「なるほどねえ」

　沖おき田たの隣となりでマップを見ている男子生徒が意味深にうなずいていた。

「なんだよ志し田だ。なんかわかったのかよ」

　汗あせを拭ふきながらへらへら笑っていたのは志田だった。石せつ窟くつのゲームにも参加したように、極限ゲームの常連なのだ。今回のゲームにも参加したようだった。

「まあ、ちょっとしたことだけどね」

「志田は、どっか調べに行ったのか？」

「いや、暑いからずっと木こ陰かげで休んでたよ」

　志田は悪びれずに言った。

「……で？」

「ん？」

「だから、なんか気づいたのか？　気味悪く笑ってただろ」

「うーん、じゃあ教えるからトレードしない？　ちょっと水がなくなりかけたから、ペットボトル一本と情報交こう換かんでいいや」

「水なら水道があるだろうが」

「僕は沖田と違ってデリケートだからね。変な水は飲みたくないよ」

「こいつ、日中動かなかったくせに、水ばっかり消費しやがって」

　沖田はしばらく迷ってから、開けていないペットボトルを渡した。これだけ汗かきだと喉のどが渇かわくのもわかる。倒れられでもしたら面めん倒どうだ。

「ほら。……で？」

「サンキュー。へへへ、ネーミングだよ。ネーミングセンスでちょっと気づいたことがあるんだよね。この脱だつ出しゆつゲームにはきっとモチーフがあるんだよ」

　沖田は少しだけ反応した。自分がまったく気づいていないことだ。

「このゲームは恋愛ゲームをモチーフにしてるんだよ」

「……はあ？」

　沖おき田たは啞あ然ぜんとした。こいつは何を言っているのだと思った。

「二次元キャラクターとの疑似恋愛ゲームのことか？」

「まあそうだね。沖田はやったことがないだろうけど」

「……いや、あるな。実際に話しかけられるあの有名なやつ」

　クリスマス会のビンゴの景品で中古の携帯ゲーム機をもらったのだ。そこにそのソフトもついていた。キャラクターが人間の言葉を理解し実際に会話できるというのがコンセプトだった。しかし、部屋でひとり声を出すのが恥ずかしくてすぐやめた。

「ああ、あれもそうだね。現在の恋愛ゲームは廃すたれる傾けい向こうで、あれのように特とく徴ちようのある機能を備えたゲームだけが生き残ってる。でも、昔はテンプレートがあったんだ……」

　斉さい藤とうを中心に真面目な討論をしている生徒たちの姿が見える。自分はこんな馬ば鹿かな会話をしていていいのだろうかと思った。

「恋愛ゲームのテンプレートを作った有名なゲームを知ってる？　それは、ジャンル的にはエロゲーだったんだけど、当時のアングラなジャンルを覆くつがえすシステムだった。僕もＰＣのリニューアル版だけじゃ飽あきたらず、五インチフロッピーバージョンを手に入れて物置にあった９８でやってみたけどさあ、真しん行ぎよう寺じさんちに行くたびにフロッピー交こう換かんが……」

「なあ真行寺さんがこの話の結論に関係あるのか？　さっきの水を返せよな」

「とにかく、そのシステムを継ついで家庭用ゲームとして発売されたのが……」

　志し田だが言ったそのゲームも古かったが、さすがに名前は知っていた。

「恋愛ゲームには女の子と場所という要素が重要なんだよね。女の子と仲良くなるために場所を移動するのが基本行動。出会ったら会話やデートの約束なんかをするんだ。それは最後に告白するんだけど、伝説の木とかベタな場所があったりする。また、それの後こう継けいソフトに傑けつ作さくがあるのを知ってるよね」

　こんなやつにも彼女がいるのだ。同じ趣しゆ味みで意気投合したらしい。彼女もこのイベントに参加をしているようだ。

「そのゲームは、ファンタジー設定だからデートスポットが銀ぎん月げつの塔とうだったり、カミツレ高原、ローズマリー駅とかハーブ名をモチーフにした場所があるじゃん。その後の恋愛ゲームでも、基本的に架か空くうの街とかで行うから場所にはメルヘンチックな名前をつけることが多いよ。そして恋愛ゲームは様々な形に発展していって……」

「……なるほど、デートスポットね」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だったが、沖田は意外に納得してしまった。女の子と特定の場所、それはこの島に存在する要素だ。この島のベタな名前は、そんなゲームから引っ張ってきた可能性もある。だとしたら、システムにも少しは……。

　沖田の思考は喧けん噪そうに遮さえぎられる。見ると生徒たちの議論がヒートアップしていた。興奮しているのは女子たちだ。男子たちはおろおろと困こん惑わくしている。

　原因はズレだった。男子たちは島の探索などをしてすでにゲームの続行を意識している。一方、広場にこもっていた女子はそのテンションについていけてないのだ。

「女の子は男子とは違うんだよ」

　言ったのは未み来くだった。

「それもなんとかしたい。でも、慎しん重ちようにやりたいから」

　責められているのは斉さい藤とうだった。怒ど号ごうを上げられているわけではないが、プレッシャーを掛けられている。

「今日もここで寝ねるの？」

　女子たちは顔を見合わせ不満を隠かくさない。

「シャワーも浴びれないし、下着だって……」

　今にも泣きそうな女子もいた。男子の情報公開が悪い方へ作用した。表現するなら、あまりにはしゃぎすぎたのだ。つい楽しくゲームを行ってしまった。そんな男子を、女子が責めているという構図だった。

　マップなどを補完していた男子たちは沈ちん黙もくしてしまった。結果的に口を開く斉藤だけが責められる格好になった。ついにすすり泣く女子も現れ始める。混乱はさらに拡大するだろう。沖おき田たは巻き込まれる前に離れようとした。が、誰だれかに手を引っ張られた。

「斉藤君を助けてあげて」

　そう言ったのは神楽かぐら坂ざかだった。彼女は冷たい視線を沖田に向けている。

「あの神経質な斉藤君が、この島で生活してるだけで奇き跡せきなの。これ以上斉藤君に負担を掛けたくないから、あなたがなんとかして」

「俺おれがやる必要がある？」

「でなければ、あのことを言うわ。私に乱暴しようとしたってね」

「信じると思うか、そんなこと」

「ええ、みんなはきっと私の言動のほうを信じる」

　神楽坂は人差し指で自分の右目を指さした。すると、ぽろっと涙がこぼれた。

「沖田君が女子の敵になれば混乱が治まるから。よく言うじゃない、共通の敵がいれば集団はまとまるってね」

　神楽坂は沖田のあの行為を許してはいない。広場に戻ったとき周囲に言わなかったのは、カードとして利用しようと考えたからだ。極限ゲームにおいても、カードの使い方と使いどきは重要な要素だった。

　沖田は一気に窮きゆう地ちに陥おちいったことになる。神楽坂が泣いてあの状じよう況きようを周囲に訴うつたえれば、沖田がどんなに弁明しようとも終わりだ。いや、この場で言われなくても、神楽坂が女子にそんな噂うわさを流した時点で、沖田は女子たちから白い目で見続けられることとなる。

　この現状の根本には、真実とビジュアルが乖かい離りしているという問題がある。ある雑誌でボスニア内戦のニュースを取り上げたとき、そこには悲しむアンジェリーナの写真が載のせられていた。彼女は自らの知名度を生かし世界を変えたいと願う立派な人間だが、美しい彼女の写真に目を奪うばわれ悲ひ惨さんなボスニア内戦の真実は見えにくくなる。

　神楽かぐら坂ざかも同じく劇場型の人間だ。正義のためなら自分が傷つくことも、周囲に偽にせの表現をし、目をくらませることも恐おそれない。だとしたら沖おき田たに選せん択たくの余地はない。

「俺おれにどうしろと？」

「なんとかして、ということ」

「注意を逸そらせばいいのか？」

「女の子の悩なやみを解消するとかね。かわいそうだわ、私たち女の子だけフェアじゃない」

「フェアじゃないって？」

「今すぐ白いワンピースを着ている女の子に希望をあげて。白は男の子の幻げん想そうよ。すぐに汚れて惨みじめになる。服の汚れって女の子自身の汚れに見えて恥ずかしいの。だから色をつけて守りたい。白って一番弱い色なのよ」

「時間が必要だよ」

「脱だつ出しゆつの最短記録を出したときのように、素早く動くの。でないと扉とびらは閉まる。あなたは密室に閉じ込められることになる」

「……なんとかすれば、あの件はなかったこと、でいいんだな」

「約束する。あなたが極限ゲームで約束を守るように、私も約束は守る。あの入り江の件は忘れてあげる」

「わかった。入り江ごと忘れろ」

　沖田はうなずくとほぼ同時に、神楽坂が生徒たちに呼びかけた。

「ねえみんな。沖田君の話を聞いて。ちょっと気づいたことがあるって」

　喧けん噪そうが少しだけ収まる。斉さい藤とうがほっとしたようにこちらを見た。

「沖田、何か情報があるのか？」

「まあ、な」

「沖田君は脱出ゲームが得意だから聞きましょ。きっと私たちを助けてくれる」

　神楽坂は女子たちに笑いかけながら、沖田の耳元で囁ささやいた。

「……失敗したらわかってる、よね」

「黙だまってろ」

　沖田はふうっと息を吐はいて斉藤へと近づいた。注目が集まり自然と静かになる。沖田は足下に描かれたマップをゆっくりと確認した。まだ口は開かない。もう少し周囲を焦じらす。こんなときは自分から口を開いては駄だ目めだ。

　沈ちん黙もくが続き、痺しびれを切らしたかのように女子が質問した。

「あの、何がわかったの？　脱出について？」

　これで心理的に上下関係が構築される。助けを請こうているのはそちら側だ。

「脱だつ出しゆつはまだ無理だ。情報が少なすぎる。でも、いろいろ調べてた。このままっていうわけにはいかないから。一日ならいいけど、ずっとここで眠ねむるわけにはいかない。食料の問題もあるし、服だってそうだ。特に女子はね、困る」

　女子が安あん堵どした表情を見せる。女子は解決策を求めていたのではない、ただ共感してもらいたいのだ。斉さい藤とうは冷静に対話をしたがミスをしている。女子には論理的な対話は通用しないからだ。男がいくら理り屈くつという積み木を綺き麗れいに積み上げようと、女は涙で一いつ瞬しゆんにして崩くずす。

「脱出方法はまだ不明だけど、ここでしばらく過ごす要素はそろってる。建物もあるし、食料も衣料品も」

　エリアの要素は確実に利用できるはずだ。

「でも、使えなかった。五十人近くの男子で調査したのに」

　そんな意見が出る。沖おき田たは仮説を立てていた。男子だけで調査したことが、ゲーム進行の妨さまたげになったのでは、と。

「少しだけ質問したい。時間がないから迅じん速そくに。夜になったら活動できないから」

　沖田は対話の主導権を握にぎるために時間を区切った。

「自販機、ホテル、ショップ、風車、コテージはすべてぬいぐるみがあった？」

　それを調べてきたらしい男子生徒がうなずくのが見えた。

「誰だれか、女子。ちょっと見たいものがあるから。変なところじゃない、警けい戒かいするなって」

　呼びかけに立ちあがったのは中なか野の香か緒お里りだった。

「委員長、右手を見せて」

　沖田は香か緒お里りを呼び寄せ右手を確認した。

　香緒里の腕には機器がはめられ、体を拘こう束そくする機器とコードで繫つながれている。右手の機器には小さな画面があり、上部に名前が表示されている。それはペアの男子生徒の名前だった。そして３という数字が真ん中、下の方に１００という数字が表示されていた。

　そして、あのスタンガンを接続するだろうプラグも存在する。

「あの、何かわかったの？」

　手を握られていた香緒里が顔を赤らめながら沖田を見た。

「オッケー」

　沖田は香緒里の手を離してから周囲の生徒たちに視線を向ける。

「まずこれはゲームだと認識してほしい。ゲームのルールは常に厳格でありプレイヤーに平等なんだ。ここにいる人間はすべてプレイヤーで誰にも責任はない。みんなは自分たちの意思でゲームに参加して、今さら思っていたのと違うからと途と中ちゆう下車は許されない」

　沖田は少しだけ表情を緩ゆるめた。

「でも、みんなのために俺おれがゲームを進める。脱出の道を示す」

　でも、少しだけだ。と、沖おき田たは頭の中で付け加えた。
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　その後、沖田たちは自動販売機があるエリアに移動することなった。

　ついてくるのは自由意思だったが、ほとんどの生徒が沖田の行動を確認するために移動してきた。女子は現状からの打開を期待し、男子はゲームの進行が気になっている。

　沖田に彼らの期待がずしりとのしかかっている。もしも失敗したら、その感情はどうなるのだろうか。プラスの感情はマイナスに変化し攻こう撃げきを始めることだろう。

「……沖田は気分屋だから、邪じや魔ましちゃいけない」

　沖田の背後を歩く斉さい藤とうがひそひそと余計なことを言っている。本来ならばこの役目は斉藤が担うべきものだった。しかし、やつはゲームの本筋から外れたことばかりを調べていた。ゲームを成立させるために島がどうなっているのか。と、あくまでゲーム主しゆ催さい者しやの視点で観察していたために、プレイヤーとしての情報収集ができていなかった。

　しばらく歩くとあの自動販売機が見えてくる。あの食料や飲料を手に入れるだけでも生活は違う。そしてウサギのぬいぐるみも確認できた。ウサギは設備を利用するための障害だ。ゲームの異物は取り除かねばならない。

　沖田は背後の生徒たちを手で制した。皆は立ち止まり沖田の行動に視線を向けている。

　ウサギへゆっくりと近づく。沖田がウサギに触ふれると息をのむ音が聞こえたが、当然ながら何も起こらない。ぬいぐるみの表面はラバーだ。がっちりと台座に固定されている。お腹部分に目がとまった。そこだけ金属っぽいプレートが露ろ出しゆつしている。

「斉藤、こっちに」

　沖田は手招きして斉藤を呼び寄せた。斉藤は近くにいたほうがいい。鋭するどい観察眼を持っており、いざというときは斉藤が責任をかぶってくれる可能性がある。沖田は斉藤が横に来たのを確認して口を開く。

「俺おれたちは島を調査した。いくつかの設備を見つけたが使用はできない。五十人近くの男子で調べたのにだ。それは何な故ぜか。考えられることはひとつ、キーが足りない」

　キーとは脱だ出しゆつゲームにおいて次の段階に進むための要素という意味合いがある。密室のアイテムや金庫を開け、暗号を解いたりアイテムを利用したりするのだ。

「そのキーは、ずばり女子。安全対策のために広場で待機していたのが災いした」

　このゲームにはもともとペアがセッティングされている。ゲーム進行にそれを利用するのが当然だが、現実のゲームゆえにペアでの行動が取りにくかった。

「誰だれか、女子」

　沖おき田たが呼ぶと、出てきたのは神楽かぐら坂ざかだった。

「沖田君のペアだからね」

　神楽坂はにこりと笑った。一番近くで監かん視しすることを選せん択たくしたようだ。

「女子は──護身用の武器を持ってる。その使い方を知ってる？」

　女子たちに反応はない。神楽坂もしれっと首を振った。

「じゃあ俺おれが教える。太ももに装着されてる機器があるだろ。それを……」

「右手の装置のプラグと接続したらロックが外れる」

　神楽坂が耳打ちした。

「右手の装置のプラグと接続するんだ。かちっとはめたらロックが外れる。あ、今はやらなくていいよ、危ないから。俺たちが見本を見せる」

　情報公開をするにもリスクがあったが、序じよ盤ばんの設定などすぐに判明するのだ。だったら、自分から公開して恩を売っておいたほうがいい。

「こうでいいの？」

　神楽坂がスタンガンを右手にセットした。

「そう。これはスタンガン。女子は危険だから、最低限の護身用の道具が配られた。それほど電圧は高く設定されてない、と思うから安心しな」

　女子たちが顔を見合わせ怯おびえた表情を見せた。

「えー、スタンガンなの？　どう使うの？」

　神楽坂が女子たちに気を遣つかっているのか、とぼけたようにスタンガンを振っている。

「危ないって。ボタンを押したらバチッてなるから」

「こう？　こんな感じ？　痛いのかなあ」

　神楽坂は笑いながら沖おき田たにスタンガンを押しつけてくる。

「本当に危ないって。すっげえ痛かった、痛いんだから、きっと」

「ちょっとだけやってみる？　誰だれかが代表して試してみないと」

　こいつ本当に撃うちやがったくせに、と沖田は思いながら生徒たちを向く。本当に撃たれる可能性もあったので沖田は必死で抗あらがう。

「委員長、ちょっとセッティングして来て。そんな顔をしなくていい。別にこれは護身用武器って意味合いだけじゃない。単なるゲームの道具の一部でもあるから」

　沖田は暗い顔をしていた香か緒お里りを手招きした。神楽坂にやらせてもよかったが、少しでも思いどおりに動く女子で試したかった。クラス委員長の香緒里は学校生活でも沖田と友好的だ。

　ペアという意味合いを調べる必要もあった。例えば、ペアが近くにいないとスタンガンを使えないということはあるだろうか。香緒里が失敗しても神楽坂ですぐにやり直せるので香緒里で試すほうが利益が高い。

　スタンガンをセットして香緒里が沖田の横に立つ。白いワンピースの少女がスタンガンを構えている姿はどことなくエロティックだった。

「極限ゲームにはあるクセがある。それは妙みような世界設定を持ち込むことだ。中世ファンタジー設定で、ドラゴンや魔ま物ものが登場したり。ドラゴンなんかも黒板に描いた絵で登場して本物を見た振りをしなきゃならないという、プレイヤーの優しさで成り立ってる」

　制作者は極限ゲームサークルのＯＢとされ、それを引き継いでいる可能性がある。あえてチープなシステムを盛り込むのだ。

「ということは、このぬいぐるみはなんだろうか。たぶん敵だ。極限ゲームでこんなぬいぐるみが置いてあった場合、だいたいそんな感じだった」

　敵は排はい除じよしなければならない。その武器は持っている。

「この島にはモンスターがいて、それぞれのエリアを支配している、と、そんな設定なんじゃないかと思う。設備を利用するためにはエリアを解放する。委員長、こっちに」

　沖おき田たは戸と惑まどう香か緒お里りをウサギの横に誘ゆう導どうした。

　これは賭かけだ。これでエリア解放に成功すれば、沖田は生徒たちの信用を得ることができる。今後の行動に大きくプラスされるものだった。しかし、失敗すればそれまでだ。ゲームにおける役立たずの烙らく印いんは消えることがない。できればもう少し慎しん重ちようにやりたかったが……。

「たぶんここに添そえる」

　沖田はウサギの電極露ろ出しゆつ部分を指さした。

「ここ？　ここでいいのかな」

　香緒里は慣れない手つきでスタンガンを握にぎっている。

「もっとしっかり握って。先せん端たんはもっと下に向けて……いや違う、もっと上」

「なんか握りにくい。ここでいいの？　場所が違う、もっと上か。沖田君が誘導してほしい」

「トリガーに指を添えて。俺おれがその上から押してやるから。……いくよ」

「……うん、きて」

　沖田は香緒里の指を押した。

　青白い電気が発生しスタンガンの電極とぬいぐるみを結ぶ。電流が終わると同時にバチンと音が響ひびいた。香緒里は「きゃっ」と悲鳴を上げて後ずさる。見ていた生徒たちが息をのむ。沖田は香緒里の手を握ったまま様子を窺うかがった。

　沈ちん黙もくが続く。何も起こらない……。

　香緒里が何か言おうと口を開いたとき、突とつ如じよ悲鳴のような音が響き渡った。予想しなかった音に、沖田の全身が痺しびれる。それは、まるで獣けものの嘶いななきのようだった。

　香緒里が沖田に抱だきつく。周囲では啞あ然ぜんとへたり込む生徒もいた。

　すぐに音は消えた。沖田と香緒里が顔を見合わせる横で、ころんとウサギが倒れた。

「あ、ご、ごめんなさい」

　抱きついていた香緒里が我に返って距離を取った。沖田は香緒里の手を離して台座に近寄る。生徒たちは動かない。じっと沖おき田たの動きを見守っている。

「……外れてる」

　ウサギの足のロックが外れていた。沖田はウサギを持ち上げる。

「手形、だな」

　いつの間にか斉さい藤とうが覗のぞき込こんでいた。

「認証システムじゃないのか？」

　斉藤はそう言ったものの、自分の手を置こうとはしない。沖田はしばらく迷った後、仕方なく自分の手を添そえた。すぐにピピっと音がする。

「わあ」っと、生徒たちから歓かん声せいが上がった。自動販売機に光が灯ともったのだ。自販機に設置されたイルミネーションが点灯してカラフルな光を放っている。明らかに使える状態になった。

　──エリアの解放だった。

　沖田はふうっと息を吐はいた。成功したようだ。

　生徒たちが食料を買おうと自動販売機に群がる。

「さすが沖田君だね」

　目の前で香か緒お里りが安あん堵どしたように笑っている。

「まあ、このくらいは、ね」

　沖田はぬいぐるみの頭を叩たたくと、ウサギが「ウゲー」とうめいた。

「ん？」

　沖田は顔をしかめてウサギを台座に置いた。ウサギの瞳ひとみはチカチカと光っている。そして沖田の見ている前で突とつ然ぜんに話し始めた。

『エリア解放おめでとうございます。この自動販売機の使用方法の説明をするまえに、エリア初解放のご褒ほう美びとしてこの島の伝説をお話ししましょう……』
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『ここはエデンの楽園です。しかし、このエデンの園にはアダムとイブのカップルはおりません。禁断の実を食べたために罪人となってしまったからです。あなた方がこの楽園でどう過ごすかは自由です……』

　頭上でゆっくりと風車が回転している。

　青い空を背景に白い翼がダイナミックに回る。それは、いつまで見ても飽あきない風景だ……。

「沖田君。ずっと見てて、飽きないんだね」

　呆あきれたような声は中なか野の香緒里だった。彼女は屋根つきベンチに座ってこちらを見ていた。

「実は巨きよ大だい建造物フェチなんだよ。だから工事中のスカイツリーも見に行ったしね」

「そういう写真集を見たことがあるけど、ちょっと怖こわいよね。巨大な仏像とか変なモニュメントみたいなのとか、うわーってなるよね」

　香か緒お里りは青いワンピースを着ている。その服はショップエリアで購こう入にゆうしたものだ。白い色はやはり生活には向いていない。沖おき田たが今飲んでいる缶かんコーヒーとハンバーガーも自動販売機で買ったものだった。

「委員長は、ホテルで待ってればいいのに」

　ほとんどの生徒はホテルにいる。ホテルは冷房が効いており過ごしやすいため、疲れの溜たまっていた生徒たちはそこで休息している。

「ひとりだと危ないじゃん。一応、ペアの責任もあるから」

　沖田のペアは香緒里になっていた。それはちょっとしたアクシデントだった。自動販売機エリアを解放するために、沖田が香緒里の手首をつかんでスタンガンを誘ゆう導どうした。そのときに、沖田の手が香緒里の右手に着いた認証装置に触ふれてしまっていたのだ。気づくと香緒里のモニターに表示されたペアの名前は沖田に変へん更こうされていた。つまり男性は複数のペアを持つことができる。それは少しデリケートな問題であった。

　斉さい藤とうと話し合い、ペア変更の事実は他の生徒に積極的に公にしてはいない。このゲームにおいてペアの重要性がそれほど高くないということもある。とりあえず平等を期すために、神楽かぐら坂ざかは香緒里の元ペアの男子とペアになった。変更が可能だか確かめてみたかったのと、やはり神楽坂との関係がぎこちなくなってしまったという理由もある。つまりペアのトレードが行われたようなものだった。

「ふたりっきりも危ないかもよ」

　沖田が言うと、香緒里はあははと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、いざとなったら武器もあるしね」

　ほとんどのエリアは解放済みだ。ぬいぐるみはすべて広場の中央スペースに置かれることになった。ぬいぐるみは衝しよう撃げきを与えると喋しやべるようになっており、だいたいがそのエリアの設備の使用方法についての説明だった。

　広場の中央スペースには五つのぬいぐるみが置いてあるはずだ。それにはすべての生徒で平等に情報を共有しようという意味合いがある。生徒たちは協調して脱だつ出しゆつを目指している。

「委員長、ブリッツが減ってるでしょ」

　──電撃ブリツツはひとり三回までです。しかし、このエネルギーポイントでの補給が可能です。

　ここを守っていた犬のぬいぐるみの言葉だった。

　現在、このエリアの認証装置は最後に沖田が触れており、表現するなら沖田のエリアになっている。そして、ペアの女子はこのエリアの補給装置を利用できる。簡単に説明するならそんな感じだった。

「そうだね。ちょっと危険もあるし、回復させたほうがいいかもね」

　香緒里は沖田に皮肉っぽく笑ってから、風車のポールへと向かった。ポールにはプラグがついており、香か緒お里りは右手の機器とガチンと接続させる。パネルに充じゆう電でん中ちゆうとの表示がされた。

「……うん、三回になったよ」

　モニターに表示されていた３という数字はブリッツの回数だったのだ。このように徐じよ々じよにペアの意味が判明してきたのも確かだった。自動販売機やショップでも同じようにしなければならず、ホテルに関しても入れない場所が出てくるなどややこしいルールがあるらしかった。

　細かいルールの確認が必要だ。沖おき田たはそう思った。しかし、それよりも先にやらねばならないことがある。だからこそ沖田はこの暑い日中にここにいるのだ。

「委員長、話がある」

　彼女の性格からすると正直に言ったほうがいい。

「え、どうしたの、沖田君らしからぬ真面目な顔で」

「俺おれはみんなのためにリスクを冒おかしてエリアを解放した。情報公開がみんなのためになると思ったから。でも、公開しないほうがいい情報もあると思うんだ。でないと、最終的に混乱して脱だつ出しゆつに支障が出る可能性がある」

「……うん、そうかもね。このゲームに関しては沖田君の言うことを聞いたほうがいいかも」

　あのときの沖田の行動が効いている。沖田が真っ先にエリア解放をしたという行動は賭かけでもあったが、結果的に信しん頼らいを得ることに成功したのだ。

「何が起こるかわからない。でも、情報を公開するか否かは俺の判断でいい？」

「うん、約束する」

　香緒里は風になびく髪を押さえながらうなずいた。

「じゃあ行こう」

　沖田はアダンの茂しげみを調べる。土を払うと黄色いレンガが見えた。沖田が黄色いレンガを隠かくしておいたのだ。ここをくぐっていけばあの入り江だ。おそらく最後の解放エリア。解放するためにはどうしても女の子の力が必要なのだ。

「ちょっと茂みをくぐるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん、なんかわくわくする」

　香緒里は沖田の後をついてくる。振り向くと枝と格かく闘とうしている香緒里が見えた。ワンピースが大きいため胸元が大きく露ろ出しゆつしており、沖田はどきりとしながら先を進んだ。茂みを抜ぬけるとぶわっと風が吹いた。

「わあっ」

　香緒里が感かん嘆たんの声を上げた。入り江には今日も穏おだやかな波が寄せている。人の気配はない。他の生徒の足あし跡あとも確認できない。まだこの場所は見つかっていないようだ。

「すごいね、綺き麗れいな砂浜。さらさらして歩きにくい」

　香緒里がミュールを脱ぬいで砂浜を歩く。

「でも、歩きにくいから足跡が残るんだよ。歩きやすいアスファルトは足跡がつかない」

「なにそれ、誰だれの名言？」

「あ、俺おれがいま適当に考えて言ってみただけ」

　ふふっと笑っていた香か緒お里りが、いきなりはっとしたように足を止めた。

「どうしたの？」

「変な音が……」

　香緒里の腕の機器からブザーのような音が聞こえた。

「戻って、これは警告だ」

　沖おき田たは香緒里の手を取り引き返す。しばらくするとその警告音は止やんだ。

　ホテルなどでもこの警告音が発せられたのだ。たぶんそれは、ペアの関係で利用できないエリアの警告音なのだ。と、斉さい藤とうが推測していた。罰ばつ則そくがあるとしたら電撃だ。ウサギを無防備に触さわったときのように電撃を受ける可能性が高い。

「エリアを解放するとそこの設備が使えるんだ。自販機とか風車の電力補給とか。ここはホテルのような場所だと思う」

　入り江自体が設備なのだろう。だから無防備に歩くと罰則がある。

「こっち。ぬいぐるみは見つけてる」

　沖田は慎しん重ちように香緒里をイルカのぬいぐるみまで誘ゆう導どうした。

「あのときみたいにやればいいの？」

　沖田はうなずいた。香緒里はスタンガンをイルカに向ける。先ほど風車の前で香緒里にスタンガンを空から撃うちしてもらっていた。どのようなシステムなのか調べたかったからだ。

　結果、スタンガンの作動時間は約十秒。それまでに対象に当てればダメージを与えられる。十秒以上経つと停止し、対象に当てなくても回数を消費することが判明した。

　バチッと音がして香緒里のスタンガンが発動した。沖田はロックの外れたイルカのぬいぐるみを手に取った。イルカは『キュウ』と鳴いてから説明を開始した。

『……ここは休きゆう憩けいポイント、魅み惑わくのビーチです。西に面した入り江で夕日がとても綺き麗れいです。波も穏やかで泳ぎやすいですよ』

　イルカはそう言って沈ちん黙もくした。

「確かに泳いだら気持ちよさそうだよね。あ、でも水着が」

　楽しげな声を出す香緒里をよそに、沖田はがっかりとしていた。脱だつ出しゆつゲームでは、このような見つかりにくい場所こそ重要であるパターンが多い。しかし、いざ解放してみると本当に休憩スポットのようだ。

「裸はだかで泳げば？　俺は覗のぞかないから、絶対」

「世界で一番信用できない絶対だね」

　沖田は台座の認証装置に手を置いた。これでこのエリアは沖田の管理するスペースとなった。ペアである香緒里も使用可能になったはずだ。

「……ん？」

　沖おき田たの耳にファンファーレのような音が聞こえた。それは別の場所からだった。アダンがうっそうと茂しげる辺りからのように思える。同時にがさっと茂みが揺ゆれた。

「委員長、こっちに」

　沖田は茂みから目を離さずに香か緒お里りを呼び寄せる。異変を察した彼女も笑みを消して沖田のそばに駆かけ寄よる。まさか、この島に生徒たち以外の人間がいる可能性があるのだろうか。いや、最初のルール設定において生徒以外はいないと明言されている。厳格であるべきルールが守られなければこのゲームは崩ほう壊かいする。いや、生徒以外の人間はいないと言っていたのだ。では、人間以外が……。

「ブリッツを用意して」

　沖田に耳打ちされ、香緒里は再びスタンガンをスタンバイする。この島での武力はこのスタンガンだけだ。いや、沖田も武器は持っているができれば使いたくなかった。それでも、沖田は念のためにバックルのナイフを握にぎった。

　沖田は香緒里の手を引きながらゆっくりと音源に近づく。香緒里にはスタンガンのトリガーに指を添そえさせ、その上から手を握る。いつでもスタンガンが発動できるようにしておきたい。

　さざ波の音に混じって海鳥の鳴き声が聞こえた。妙みような風の音が聞こえたが、それは香緒里の乱れた吐と息いきだと気づく。落ち着け、こんなときこそ落ち着いて対処しろ……。

　ふたりは茂みのそばに近づいた。そこは傾けい斜しやがついており、歩くとさらさらと砂が流れていく。沖田はかがみ込んで茂みを調べる。視界に白いものが入ったと同時に、茂みが再びがさっと大きく揺ゆれた。

「きゃあ！」という悲鳴は香緒里だった。

　沖田も悲鳴を上げた。驚おどろいた香緒里がスタンガンを発動させてしまったのだ。危なく沖田の体に接せつ触しよくするところだった。それとほぼ同時に浜辺に出現した存在があった。それは茂みから転がるように飛びだし浜辺にずさーっと倒れた。

「わっ、わっ、落ち着いて委員長。大だい丈じよう夫ぶだから」

　沖田はバチバチと音を立てるスタンガンを押さえつつ、浜辺に倒れるそれを見た。それは白いワンピースを着た少女だった。

「……女の子？」

　香緒里がはあっと息を吐はく。白いワンピース姿の女子は明らかにプレイヤーだった。

「あれ、花か穂すいさん」

　スタンガンをしまった香緒里がぱちりと瞬まばたきする。沖田はどきりとした。うずくまっている彼女は確かにあの花穂結ゆ羽うだった。彼女もゲームに参加していたのだ。

　花穂は妙な箱を抱かかえたままうめいている。スカートがまくれ上がっているのが見えた。

「大丈夫、花穂さん。あ……パンツ」

　香か緒お里りに言われ、花か穂すいは顔を赤らめながら慌あわててスカートを直した。

「ちょっと腰を打ってしまいまして。あの、手を貸してもらえます？」

　花穂が恥ずかしそうに手を出したので、沖おき田たは彼女を立ちあがらせてやった。

「ありがとうございます……あっ」

　ここでやっと沖田に気づいた花穂ははっとした表情になった。ワンピースにかかった砂を払うと、すっと距離を取る。沖田の視線を避さけるように手で体を隠かくす仕草をした。

「あれ、沖田君とも知り合い？　私たちは一年生のときに同じクラスだったの」

「うん、まあ……」

　口ごもる沖田の横で、花穂がぼそっとつぶやいた。

「……蹂じゆう躙りんされたんです」

「え？」

「あ、ゲームで一いつ緒しよになったことがある。極限ゲームで。でも、なんてことのないゲームだったけどさあ」

　沖田は久々に声を張った。

「……なんてことのないゲームではなかったです」

　花穂はまだあの石せつ窟くつを引きずっているようだった。女のイメージの再生能力の強さだった。まるで今屈くつ辱じよくを受けているかのように振る舞える。過去のことを忘れず、いつでも臨場感を持って記き憶おくを再生できるのだ。

　極限ゲームが必ず一人は女子を混ぜるのもその理由らしい。イメージ力の高い女子は、存在しないドラゴンに怯おびえ、薄暗い石窟を歩いているかのような表情を作れる。

「ていうかさあ、花穂さんはこんなところで何をしてた？　何してたの？」

「う、うん、そうだよ。どうしたの？」

　香緒里は沖田の妙みようなテンションに驚おどろきながらも疑問を口にした。

「島の探たん索さくをしていました」

　独自にこの入り江を見つけたのだろうか。この女子の軽装でここまで来るには、相当な積極性がないと無理だろう。

「ペアの男は？」

「一緒に行動してません。誰だれだったかな、初対面の人で」

「私は知ってるかも」

　香緒里が花穂の右腕の機器を覗のぞき込こみ顔をしかめた。

「……沖田君の名前が表示されてるけど」

　香緒里と沖田は顔を見合わせる。沖田はすぐに気づいた。

「さっき手を貸したとき、認証部分に触れてペアになっちゃったのかもな」

　ちょっと面めん倒どうだった。暗あん黙もくの了解で一対一のペアを崩くずさないよう配はい慮りよしているのだ。

「ひとりでこの入り江を見つけて、こっちの斜しや面めんのほうで何かがあるのに気づいたんです。で、取ろうとしてたらいきなり音が鳴って、バランスを崩くずしてしまって」

　沖おき田たは足下に転がっている箱に視線を向けた。それは銀色のスチールケースだった。沖田はケースを手に取る。

「開けるよ」

　花か穂すいに断ってからスチールケースをぱかりと開けた。
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「……なんだこれ」

　中に入っていたのは小さな人形と赤い玉。そして黄色いシートのようなものだった。赤い玉は梨り央おが見つけてきたボールと同じ形状のものだった。黄色いシートはなんだろうか。

「ゴムボートだ」

　三人は顔を見合わせる。空気を抜ぬかれた黄色いゴムボートが折りたたまれていた。

「ゴムボートで遊べるね。でも、空気入れは？」

「この紐ひもを引っ張ると、一気に空気が入るんだよ。でも一回きりだからね」

　ゴムボートを見て遊ぶ発想をする香か緒お里りはあまりに純真だった。

　そして人形は……。

「……妖よう精せいさんね」

　香緒里が言うように妖精の人形だった。携帯ストラップにできるほど小さい。触さわっていると妙みような感かん触しよくがある。沖おき田たが少しだけ力を込めるとカチリと音がし、妖精がしゃべりだす。

『こんにちは。よくこの場所を見つけましたね。ここは隠れスポットです。あなたは隠れスポットを見つけたご褒ほう美びに、重要アイテムを手に入れました』

　妖よう精せいは極限ゲームにおいて出現率が高いキャラクターだ。ゲームのガイドとしてプレイヤーを導くマスコットキャラクターとなっている。

『私はこの島に元から住んでいた妖精です。この島について知っていることを少しだけお話ししましょう』

　沖田は香か緒お里りと花か穂すいに向け口に指を立てた。ただでさえ波の音で妖精の声は聞き取りづらい。

『このエデンの園にはアダムとイブのカップルはおりません。アダムが禁断の実を食べたために罪人となってしまったからです。蛇へびに姿を変えた悪あく魔まがそそのかしたのです。アダムはイブを捨てて楽園から脱だつ出しゆつしてしまいました。あなた方がこの楽園でどう過ごすかは自由です。欲望に身を委ゆだねるのもよし、厳格なルールに従うのもいいでしょう。とにかくあなた方が目指すのはひとつです。あなたは……』




　あなたは閉じ込められました。脱出を目指してください。
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　安定。

　現状をシンプルに表現するならこうだった。

　斉さい藤とう進しん一いちは汗あせをぬぐった。夏の暑さは体力を削けずっていく。斉藤は叔お父じの会社の系列のスポーツジムで運動をしているのだが、しょせん室内での体力作りなのだと痛感した。同じ方向にしか動かない運動用具、ルームランナーでは平らなベルトを走り続けるだけだった。

　パソコンを触さわりたいと思った。クーラーの効いた部屋でアイスコーヒーを飲みながらホームページを巡じゆん回かいし、大量の情報を集めて整せい頓とんしたい。常に流動し続ける情報から取り残されるのが怖かった。そして、集めた情報は整理しなければ淀よどんで腐くさってしまう……。

「斉藤君、お願い」

　女子生徒たちが声をかけてきた。斉藤がいる場所は自動販売機のあるエリアだった。活動拠きよ点てんはホテルにしているが、食料を手に入れるためにここに来なければならない。

　自動販売機前には数人の女子がいる。現在ここは斉藤のエリアとなっている。最初に解放したのは沖おき田ただが、台座の認証装置に手を置いた時点で上書きされその男子のエリアとなる。そして、自動販売機で物資を購こう入にゆうできるのはそのペアの女子だけだ。

　そんなルールが生活のややこしさを生みつつも、逆に生徒たちをまとめる力になっていた。秩ちつ序じよにはルールが必要なのだ。

「一時的に斉藤君のペアになっていいよね」

　そう言い手を差しだしたのは如月きさらぎ未み来くだった。陸上部の女子キャプテン。他にもここに来たのは運動部の女子キャプテンが多かった。この枠わく組ぐみは通つう称しよう女子７。運動部は校庭や体育館の使用権を巡めぐって会議などをするらしいが、そんなうちに定期的に情報交こう換かんをするようになったらしい。

　基本的に七つの女子運動部のキャプテンが集まるため女子７。最初はイベント関連や、効率的なトレーニング方法などの情報共有。団体チームの大会などで人数が足りない場合も、部員の貸し借りが行われる。如月未来などは陸上部だが、中学時にソフトボールをやっていたために、助すけっ人ととして試合に参加するらしい。また、今回のゲームにおいても、運動部女子のケアは彼女たちが中心になってやっていた。やはり運動部の絆きずなは強い。

　斉藤は彼女たちの機器を触り自分のペアにしていく。基本的にペアの交換はしていないが、こうして物資を運ぶときには一時的にペアを変へん更こうすることにしている。一時的な変更もできればしたくなかったが、そこまで斉藤の権限で決定できなかった。こんな些さ細さいな行動だったが、斉藤は少しだけ気になっていた。ルールは小さなひび割れからでも決けつ壊かいする。

　女子たちが自動販売機で購入を始める。服装はもうバラバラだった。カラフルなワンピースやラフなＴシャツを着ている女子もいる。自販機と同じようにショップで購入した服だった。基本的に服は女子用しか存在せず、男子は適当に洗って処理していた。女子の服の色の変化は彼女たちの感情の変化を表現しているようだ……。

「……はい、斉さい藤とう君」

　未み来くが斉藤にミントタブレットを差しだした。お菓か子しの類たぐいも売っているのだ。

「ありがとう」

　ミント好きの斉藤は素直に受け取った。すでに序じよ盤ばんに配られた食料は尽つきているため、この自動販売機に依い存ぞんしている。しかし、当然ながら無限に購こう入にゆうできるわけではなかった。このゲームにおける疑似マネーが存在するのだ。それは女子の持つ機器の画面に表示される数字だった。購入するたびにその数字が減っていく。

　これで画面の意味はすべて判明したこととなる。

　男子の名前はペア。中央の数字はブリッツの回数。下の数字は疑似マネー。

　ブリッツは風車のエネルギーポイントで回復が可能だ。マネーは時間が経つと増えることがわかった。一日ごとに配給があるルールのようだ。なのでマネーが枯こ渇かつし物品の購入がストップすることはない。

　しかし問題がある。マネーを持っているのは女子だけなのだ。厳格にいうなら男子は購入できない。明らかにフェアではないルールが存在していた。つまり飲食に関しては男子は完全に女子に依存することとなる。もちろん飲食物は皆で分け合おうとの話し合いはしているが。

　女子たちが自販機で購入した飲食物をリュックにしまっているのが見える。ホテルを拠きよ点てんとして物資補給をしにくるスケジュールが確立されていた。男子はというと、こうして斉藤のように一人だけついてくればことは足りる。

　そのことに関しても斉藤は疑問を感じた。それは男子の重要度の低さ。基本的に男子の仕事は認識だ。しかし認識は別の男子でもいいとなると、男子の役目は……。

「戻ろうか」

　一通り買い物が終わったのを確認して斉藤は声をかけた。女子たちはリュックを背負って戻る用意をしている。

　南西方向を見ると白い風車が回っているのが見えた。斉藤も島の探たん索さくをしたいところだったが、問題が山積しておりあまり自由に動けないのだ。こんなとき頼たよられてしまう自分の立場は痛いたし痒かゆしであった。

「沖おき田たはどうしてるかわかる？」

　斉藤は沖田と同じクラスの未み来くに聞いた。

「なんかうろうろしてた。桟さん橋ばしで釣つりしたり」

「あいつは適応が早いな」

　沖田の行動はチェックしなければと斉藤は考えていた。このメンバーの中でゲームが得意であるのはやはり彼なのだ。しかし、それ故に信用できないところもある。神楽かぐら坂ざかがマークしていたときはよかったが、現在はペアが変へん更こうされている。沖田の意図かわからないが、自然にペア交こう換かんをしたのだ。

「まあ、カオリンがついてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「うーん、あの委員長は沖おき田たに甘すぎると思うけどな」

「馬ば鹿かな子ほど可愛かわいいってやつじゃない？」

　未み来くがおどけたが、まさにそれだ。母性が強いタイプは沖田のような奔ほん放ぽうタイプを許容するのだ。彼女が沖田の行動をしっかりと管理できるだろうか。いつのまにか沖田のペースになっていなければいいのだが。そう考えると学校とは母親の模も擬ぎ演習を兼かねているのかもしれない。学校において女性は子供のほとんどの性格パターンに接することができるからだ。

　他にもマークしておきたいメンバーがいる。人間関係やゲームの強さなどバランスを考えると鈴すず木き悠ゆう介すけも高得点だ。ゲーム慣れしており運動部の主将をやっているために友人関係も良好だった。現在の鈴木は男子数人を連れて島を探たん索さくしている。

　そして須す藤どう拓たく也や。周囲の生徒たちから一目置かれる生徒だ。現在の彼はコテージなどを拠きよ点てんに活動しているようだ。ペアの女子とは一いつ緒しよに行動しておらず、たまに食べ物を取りにホテルに顔を出している程度だった。今のところは問題は起こしていないが、これからもそうである保証はない。

　自動販売機があるエリアから西に向かうとホテルが見えてくる。空調もシャワーも完備されており、快適に過ごせる場所だったが、少し面めん倒どうなルールもあった。

　あの半円形の石造りの建物がそれだ。出入り口は回かい転てん扉とびらになっている。やはり解放後に出入り可能になった場所だった。

『ホテル・エデン』

　そんなプレートが外がい壁へきに貼はってある。

　斉藤たちは回転扉をくぐってホテルの中に入った。ひんやりとした空気が斉藤を包む。灼しやく熱ねつの外とは違い、この中は天国だった。文明の利器、エアコンが存在するのだ。外から帰ってきた皆はしばし涼すずしさにため息を吐つく。

　中は半円形のホールになっており、中央は女神のような像が立っている。その周辺に数人の生徒たちが座って雑談しており、戻ってきた斉藤たちを見てにやっと笑った。

　このホテルは主に四つのエリアに分かれている。このホール。その奥おくにはシャワールームとトイレがあるスペース。シャワーを使うにもマネーが必要だ。

　ホールの両サイドはシンプルなリクライニングチェアが並べられたスペースとなっていた。なので、両サイドは男女の寝しん室しつとして分けている。

　ただ、リクライニングチェアは人数分なかった。女子が使うことになったが、それでも数は足りないのだ。残った生徒たちは床ゆかに寝ねるしかない。また、ホール以外のエリアは、ペアの女子でないとは入れない制約が存在する。

　斉藤は中央の女神像に近づいた。台座に認証装置がある。ぬいぐるみは外にあったのだが、認証装置はここにあった。ぬいぐるみを排はい除じよした時点で回転扉だけ動いたのだ。

　ホールにはスチールケースがあり、その中には鍵かぎが入っていた。その鍵をホール中央の女神像に差し込むと、女神像が作動したのだった。

『プレイヤー百人の座標と行動に問題はありません……』

　センサーに反応したのか女神から声が聞こえた。島に張はり巡めぐらされた装置で生徒たちを監かん視ししているのだろう。この言葉は斉さい藤とうたちにとってはありがたいものだった。この状じよう況きようでは監視されているという事実が安心感を生む。

　自動販売機から戻ってきた女子たちが、女神像の台座に飲食物を置いていた。こうして物資は皆で共有することにしており、早速ホールにいた男子たちが物色している。

「あまりいっぱい取らないで。みんなに行き渡らないからね」

　未み来くが言った。基本的に物資は早い者勝ちになってしまっているが、生徒たちが気を遣い合っているため混乱は起きていない。

「なんか楽しいよね。こうして島で私たちだけでゆっくりできるし」

「ゲームもあるから協力できるし」

　女子たちの精神状態は回復していた。

「ホテルにいたらペア情報だけ戻しときな。混乱するから」

　斉藤は会話していた女子に言った。先ほどペアを斉藤にしたのを戻さねばならない。些さ細さいなことだがこれはしっかりとルールとして決めていた。好きな人間同士でペアを組むことを許容すると収拾がつかなくなる。怖こわいのはあぶれる人間が出たときだ。そんなほころびから、人間関係が一気に崩ほう壊かいする可能性がある。

「うん、わかってる」

　女子たちはうなずいた。それは女子サイドも理解しているようだった。恋愛的要素を含んだこの問題は、女子たちのほうが重く見ている。なので女子７を中心にそんなガイドラインが作成された。勝手にペアを交こう換かんすることは女子の中で許されていない。沖おき田たの変へん更こうだけはイレギュラーな出来事として容認された。

　ただ、先ほどのようにペアを一時的に変えざるを得ないことは多々ある。寝ねるときもそうだ。両サイドのエリアやシャワー室のある場所は女子は入場制限があるからだ。

「でもさあ、ちょと面めん倒どうだね。なんとかならないの、斉藤君」

　未来が両手を広げてみせた。

「駄だ目めだ。こればっかりはちゃんとやったほうがいい。機器を持ってるのは女子だけだ。女子が守るしかないんだよ」

　斉藤は会話しつつ、視界の端はしで男子生徒の姿を捕とらえていた。ホールの隅すみで軽音部の男子たちがひそひそと話し合っている。

「まあ、脱だつ出しゆつするまでだしね」

　女子たちは納得した。

「でも、脱だつ出しゆつっていっても具体的にどうするんだろう。ねえ、斉さい藤とう君？」

「もっと情報が集まらないとわからない。できたら俺おれも探たん索さくしたいんだけど……」

　軽音部の様子を窺うかがっていると、銀色のケースをいじっているのがちらりと見えた。ホテルのホールで見つけたスチールケースは女神像の足元に置いてある。ということは、どこか別の場所で見つけてきたのだろうか。

「斉藤君はちょっとわかるところにいてくれないと困るからね。うちのクラスの男子は頼たよりないしさあ」

　未み来くの言葉に斉藤は曖あい昧まいにうなずいた。ホテルから軽音部の男子たちが出ていくのが見えた。
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「あれ、なんか見えないか？」

　ミネラルウオーターを飲んでいた神楽かぐら坂ざかはその声に顔を上げた。現在神楽坂は島の探索を手伝うため、数人の男子と広場の南側に来ていた。探索に参加する理由は、やはりブリッツを持っている女子がいるべきだという理由だった。

　島の探索に関しては女子は積極的ではなく、極限ゲーム部員として責任のあるだろう神楽坂が参加しているのだ。

「何か見つけたの？」

　神楽坂は周辺を見回した。アダンの茂しげみで周囲は見通しが悪い。

「あっちのほうに、ちらっと何かが……」

　茂みの向こうを指さしたのは鈴すず木き悠ゆう介すけだった。彼は背が高いので視界が広いのだろう。バスケ部の主将で、探索にもチームメイトが参加している。

「なんかあるな、確かに。どっからか回れないかな。木が邪じや魔まなんだよな」

　他の男子も確認したようだ。

「強引に突っ切っちゃえば？」

　神楽坂はあえてそう言った。探索に同行していたが、なんだかんだと気を遣つかわれていたのを察していた。まるでお姫ひめ様のように丁重な扱いをされてここまで来たのだ。

「でもなあ、神楽ちゃんは……」

「大だい丈じよう夫ぶ、経験あるからさ。茂みをこうして」

　神楽坂はしゃがみ込んでアダンの茂みを抜ぬけようとした。しかし、密集しているところはなかなか下から抜けられない。膝ひざをついてごそごそとやったが無理だった。

「だめかなあ」

　諦あきらめて後ろを向くと、何な故ぜか鈴木が顔を赤らめていた。神楽坂ははっと気づいてお尻しりのスカートを押さえた。白いワンピースからワンサイズ小さい赤いワンピースに着替えており、スカートの丈たけが短くなったのをすっかり忘れていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、見せていいやつだから」

　神楽かぐら坂ざかはぺろっと舌を出した。

「こっちから行けそう」

　別の場所を調べていた男子が声を上げた。行ってみると、茂しげみの密度が少ない場所がある。強引に突っ切って行けそうだった。

「よし、俺おれが先に行くよ」

　鈴すず木きが主将らしいところを見せた。

「気をつけてね」

　神楽坂はにこりと笑いつつ、少しだけ憂うれえたような表情を混ぜた。

「行けたら合図するから」

　鈴木は茂みをかき分け進んでいく。しばらくすると声が聞こえた。

「全然行けるよ、問題ない」

　鈴木の合図でメンバーの男子たちも続く。最後に茂みに入ろうとした神楽坂は、枝に白い紐ひもを結びつけておいた。これはワンピースを切って作った紐だ。

「……変な虫とか蛇へびとかいませんように」

　神楽坂は息を止めて茂みに入る。硬かたい葉と枝が肌はだを乱暴に殴なぐりつけアダンの実がゴツンと頭に当たった。肌を傷つけたくなかった。所属する劇団で露ろ出しゆつの多い役がもらえなくなる……。

　不意に茂みが途と切ぎれた。そこは整地されたような場所で白い砂が敷しき詰つめてあった。正面を見て啞あ然ぜんとする。突とつ如じよ出現したのは妙みような建造物だった。

「なにこれ……」

　神楽坂は呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。鈴木たちも同様だ。それは金色の鐘かねだった。コンクリートの台座があり、二つの柱が立っている。その柱の上部に鐘が備えつけられている。たとえるなら、結けつ婚こん式しきのチャペルなんかにありそうな感じだ。
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「なんとかの森公園にありそうな鐘だな」

　鈴木のイメージのベクトルは神楽坂と同じようなものだった。

「鐘を鳴らしてみるのかな。でも、紐がないね」

　鐘に近づいた神楽坂を鈴木が制した。

「危ないよ、ほら、それ」

　指さしたのは台座だった。ネコのようなぬいぐるみが置いてある。ということはこの施し設せつもゲームに関連するのだ。

「じゃあ、やることはひとつね」

　やはり同行したのは正解だった。神楽坂はブリッツを構えネコのぬいぐるみを攻こう撃げきする。

　発電すると同時に反射的に顔を背ける。スタンガンは苦手だ。か弱い女の子が使う道具ではない……。カチンとロックの外れる音がした。

「オッケー」

　鈴すず木きが、コロンと倒れたネコを手に取った。これで、この場所の役目がわかるはずだ。結婚式場にあるような鐘かねの役目は……。

　ネコがしゃべりだした。

『おめでとうございます。ここは脱だつ出しゆつポイントです……』




　　　　＊




　すでに広場には多くの生徒たちが集まっていた。沖おき田たが桟さん橋ばしで釣つりをしていたところ、脱出ポイントが見つかったとの知らせを受け、香か緒お里りと花か穂すいと共にここに来たのだ。

　ホテルではなくここを議論の場に選んだのは、島の中央という立地とホテルは生活空間と化しているからだろう。時間の経過と共にホテルは生徒たちの生活が露ろ出しゆつするようになっていた。

　時刻は正確にわからないがもうすぐ夕方だ。電灯の下には斉さい藤とうとぬいぐるみを持った神楽かぐら坂ざかが立っている。まだ解放していない施し設せつがあったのだ。

　沖田は生徒たちが集まる後方で静かに立つ男子生徒に目がいった。その大おお柄がらな男子は須す藤どう拓たく也やだ。脱出ポイントが判明したとの情報を受けて広場に来たのだろう。やはり須藤もゲームのルールは気になっている。

「座ろっか」

　香か緒お里りは花か穂すいの手を引き女子生徒たちの近くに腰を下ろす。

「そろそろいいかな。できるだけ人数は集めたし、そろそろ日が暮れちゃうから情報公開だけは平等にしておきたい」

　斉さい藤とうが口を開く。ゲームとはいえ生徒たちが集めた情報は平等に公開している。ただ、沖おき田たはまだ入り江のポイントを漏もらしてはいなかった。そこで得たアイテムにしてもそうだ。

「ゲームの進行を左右する重要ポイントが見つかったんだ。その説明を聞いてほしい。鈴すず木き、頼たのんだ」

　斉藤に促され鈴木が出てくる。やはり鈴木が探たん索さくして見つけたようだ。

「ええっと、それを見つけたのは島の南側。俺おれたちバスケ部で探索したんだ。で、変な鐘かねのようなものが見つかった。結けつ婚こん式しきで鳴らすような感じの」

　鈴木は頭上を指さしながら言った。いまいちイメージがわかない。

「神楽ちゃんもいたから場所を解放した。そして、これ」

　鈴木が見せたのはネコのぬいぐるみだった。ネコの耳には赤いリボンがついている。どこかで見たことのあるキャラクターだった。

　その横で神楽かぐら坂ざかが唇くちびるに人差し指を添そえた。鈴木が内蔵されたボタンをカチンと押す。

『おめでとうございます、ここは脱だつ出しゆつポイントです。あなた方はこの真実の鐘と呼ばれる場所から脱出を果たすことになります。脱出の条件は簡単です。ずばり真実の鐘を鳴らすこと。その時点で全員の脱出が果たせます……』

　全員の脱出が果たせる。それは意外な言葉だった。誰だれかひとりがゴールというゲームではないのだ。最初にガイドが言ってたように協調できるゲームということか。

『鐘を鳴らしたプレイヤーには賞金も出ます。ただし鐘が鳴った時点で財宝探索も終了です。それ以降に発見したものは換かん金きんできません……』

　生徒たちがざわついた。財宝というワードにだった。今までその要素はこのゲームに存在していなかったものだ。

『ゴールについても説明しておきます。ゴールの種類は二つあります。ひとつは時間切れで終了すること。ただし、時間切れの三十分前には合図があるので安心してください』

　時間切れもあり得るのだ。どのくらいの期間だかは明言されていない。

『そして、もうひとつは先ほど説明したように鐘を鳴らしてから島を脱出する方法です。その場合は、財宝を持ちだすことができます。男性は木の実を、女性は体を持ちだせます……』

　沖田は顔をしかめた。どういうことだ？

　説明はそれで終わり、ネコは最後に自分のプロフィール紹しよう介かいをした。

『……体重はリンゴ三個分なんですよ。それでは幸運を』

　場は静かになった。それぞれが聞いた情報を消化しようとしている。沖おき田たもじっと考えていた。今の説明でわかったことは、脱だつ出しゆつは出口を見つけるわけでなく、鐘かねを鳴らすという作業をするだけでいいのだ。そして全員が脱出となる。

　もうひとつは財宝について。換かん金きんというワードからも賞金なのではないかと思う。賞金の存在はゲーム前から明言されていた。

「財宝ってなんだ？」

「持ちだせるって、どういうことだ？」

　生徒たちがざわつき始めた。

「それについて、ヒントは見つかってる」

　言ったのは斉さい藤とうだった。すでに情報整理をしていたのだろう。斉藤は集まった情報を整理し解答を導きだす能力に長たけている。

「男は木の実を、女の子は体を持ちだせる、って言ってただろ。俺おれは何となく思い当たったものがあるんだ」

　斉藤がポケットから取りだしたのはあのピンポン球ほどのボールだった。色は沖田が持っているのとは違い緑だ。

「ホテルで見つけた。島を歩いてて他の色の玉を見つけたやつもいる。明らかに人工物。たぶん、男子が持ちだせる景品じゃないかと思う」

　楽園の木の実。そんな設定なのかもしれない。

「女性は体を、って？」

　誰だれかの問いに斉藤はイヌのぬいぐるみを取りだした。

「これ、ショップを守ってたぬいぐるみ」

　斉藤がぬいぐるみをつかむと、イヌはショップの説明を始めた。すでに沖田もそれは聞いている。全部のぬいぐるみの説明は一通り耳にしたのだ。

『……どうぞ快適なショッピングを。女性にとって衣服は体の一部のようなものですからね』

　イヌは最後にそう言って説明を締しめた。

「俺はショップにバリエーション豊かな衣服が並んでいるのを見て気になってた。他にも役に立たなそうなおもちゃのアクセサリーとかね。でも、それが換金アイテムだとしたら、ちょっと納得できる」

　沖田はなるほど、と思った。斉藤の言うとおりだった。あれは島で過ごす衣装というよりも、換金アイテムとの意味合いが高いのだ。しかし問題がある。どのアイテムがどれほどの価値があるのかわからない。しかし、その疑問もすぐに解消した。鈴すず木きが妙みような機器を見せたのだ。

「これ、真実の鐘のすぐ近くに置いてあったスチールケースの中に入ってた。カウンターっていうアイテム」

　それは円えん盤ばんプレートのようなものだった。プレートからはコンセントコードが延びている。

「ホテルにコンセントはなかった。いろいろ探した結果、ソケットはここだけなんだよね」

　斉さい藤とうが電灯のポールの下にあるソケットを指さした。生徒たちから軽いどよめきがあった。沖おき田たはすでにそのソケットに気づいていたが、何に使うかわからないままだった。

　鈴すず木きがソケットにコンセントを差し込みプレートを床ゆかに置いた。

「使い方は、いろいろ相談してやっとさっきわかったんだ」

　鈴木は神楽かぐら坂ざかに目配せする。彼女はにこっと周囲に微笑ほほえんでからそのプレートに載のった。

「体重計じゃないからね」

　神楽坂は両手をちょこっと上げるような格好で立っている。

「ここに数字が出る。……５０００」

　プレートに数字が表示されたらしい。

「単位は円。つまり五千円分の価値」と、鈴木。

「ちょっと、私が五千円分の価値しかないみたいじゃない。お買い得すぎちゃう」

　神楽坂がおどけてみせた。

「きっと私のワンピースが五千円ってことだよね。このままゲームクリアして持ちだせば、アルバイト代で五千円をもらえる。それで、詳しよう細さいもわかるの」

　神楽坂は右手の機器をみせたが、ここからではよく見えない。

「衣装、靴くつ、アクセサリー１、アクセサリー２って、四つの表示があるの。衣装の欄らんには赤いワンピース、って表示されてる。アクセサリーはつけてないから空欄」

　神楽坂は赤いワンピースの裾すそを持ち上げてから、生徒たちに視線を向ける。

「……あ、花か穂すいさん。ちょっときてくれるかな」

　神楽坂が花穂を発見して手招きした。花穂は困こん惑わくしながらも立ちあがる。

「花穂さんはまだ最初のワンピースなんだね。ちょっと載ってもらえるかな」

　神楽坂に促うながされ、花穂はおそるおそるプレートに載る。人の目に慣れていない花穂は恥ずかしそうにスカートの裾を押さえている。視線に耐たえるようする花穂の姿は妙みようにセクシャルを感じてしまう。

「評価……０」

　初期装備は評価がないのだ。花穂はすとんとプレートから降りると、顔を赤らめながら元の場所に戻って座った。

「これは男も使えるみたいだ」

　次にプレートに載ったのは斉藤だった。

「評価……１００００。きっとこの緑の玉の評価だと思う。さっき神楽ちゃんにこれを持って載ってもらったけど評価は変化しなかった。女の子は木の実を持ちだせないじゃないかな」

　ルールが判明していく。冷静な斉藤の分ぶん析せき力りよくに沖田は素直に感心した。そんなルールを聞いて生徒たちは盛り上がっている。ゲームにおける行動の指針がはっきりとしたのだ。

「落ち着いて、これはここに置いておくから、自由に使うことにしよう。どっちにしろコンセントはここにしかないから」

　斉さい藤とうが生徒たちを制すが、場は騒そう然ぜんとしている。そんな中、ひとりの女子が立ちあがった。

「斉藤君、すぐに脱だつ出しゆつをするという選せん択たくはないの？」

　立ちあがったのは篠しの田だあかりという生徒だった。細身の体と大きな瞳ひとみ、ショートの髪。まだ白いワンピースなので黒髪が映える。篠田は美術部の部長だ。美術部といっても同好会として立ち上げたもので、パソコンなどを駆く使ししてデザインをするなど、現代的な活動をしている。極限ゲームの美術にも力を貸しているらしい。ディベートサークルに所属していたときもあり、女子にしては論理的で弁が立つと沖おき田たは評価している。

「……まだ脱出ポイントを実際に見ていないから、わからない」

「すぐに鐘かねを鳴らすことができるのなら、そうしていいの？」

　彼女は友人たちの心配をしているのかもしれない。文化系サークルの女子たちは、このようなアウトドア生活に順応できていない。

「あまり詳くわしく見てこなかった。ボタンとかあったけど、押してないし」

　実際に鐘を見てきた鈴すず木きが言った。

　場が混乱する。賞金という要素が発生したが、この不便な生活から抜ぬけだしたいとの生徒もいるのだ。特に女子は深刻だ。いつまでも島の生活を続けているわけにはいかないだろう。

「一応さあ、ゲームだから、もう少し続けても……」

「脱出は明らかにゲームルールの範はん疇ちゆうだわ。その選択が悪いとは思わないけど」

　鈴木と篠田が討論している。

「脱出は早いんじゃないか」

　その声に、喧けん噪そうが少しだけ収まる。発言したのは後方に立っていた須す藤どうだった。

「すぐに脱出、となったら平等じゃない」

　須藤の言葉に篠田は沈ちん黙もくした。須藤の言動は単純に重圧があるのだ。

「……うーん、あ、沖田、なんか意見は？」

　妙みような雰ふん囲い気きの中、斉藤が声をかけてきた。場をまとめるための道具にされてるようにしか思えないタイミングだ。

「いや、特にないけど」

「ほら、ここは専門家の意見を聞きたいからさ」

　こちらに駆かけ寄よってきた神楽かぐら坂ざかが強引に沖田を電灯の下に引っ張っていく。

「……なんか言って。情報公開したんだから、それくらいはギブアンドテイクよ」

　神楽坂は沖田にそっと耳打ちした。

　沖田は小さくため息を吐ついて生徒たちを向いた。こうして生徒たちの前で意見を言わすのは、斉藤と神楽坂の作戦なのではないだろうか。こうして沖田を注意人物だと生徒たちに認識させるのだ。いや、考えすぎだろうか。このゲームにはそれほど争う要素は存在しない。

「……脱だつ出しゆつはまだ無理だ」

　沖田は未いまだに立っていた篠しの田だに言った。生徒たちは顔を見合わせる。

「脱出ポイントを見てきたの？」

「いや、見なくてもわかる。何な故ぜなら脱出ゲームはそういうゲームだからだ。出口の扉とびらは簡単に見つかる。でも、そのキーはなかなか見つからない。この島もそうだ。たぶん今の時点で鐘かねが鳴ることはない。だからアルバイト代がほしいやつはそれまでに稼かせげばいい」

「脱出のキーは見つかるのかしら。もちろんできる範はん囲いでお手伝いするけど」

　篠田は金よりも脱出を優先したいようだ。

「脱出ポイントはまだ見てないけど、脱出のキーはすぐに見つかる。これだけの人数がいるし、今まで極限ゲーム程度の脱出なら簡単だったから」

　沖田の言葉に、斉さい藤とうと神楽かぐら坂ざかが少しだけ不満げな顔をした。

「キーが見つかったとして、脱出が延びることはないかしら？　だって、みんなが賞金探しに奔ほん走そうし続けたら、いつまで経っても島から出られない」

「五千円」

　沖田は神楽坂を指さし言った。

「さっきの説明からすると、衣類は四つまで持ちだせる？　だとしたら多くても二万円程度だろ。きっと男子もそれぐらいに設定してある。生徒百人で合計二百万の賞金なら現実的だしね」

「だとしても、二百万という限られたパイの分配が問題になるわ」

　篠田は冷静に議論を続けている。

「その程度の金額で争いは起こらないよ。だってゲームはね、空気と光と友達の愛で作られてるから。ここには食べ物もあるし、脱出の希望という光もある。そして何よりも信用できる友達がいるじゃないか」

　沖田の言葉に周囲はぽかんとしてしまった。皆はこの名言を知らないのかもしれない。

「……もっと光を。彼はゲーテの言葉を引用したのよ」

　篠田が苦笑いをしながら沖田をフォローした。

「それで、その脱出という光は確かなの？　私もパソコンで脱出ゲームはこなすの。でも、脱出のためのアイテム集めよりも、扉を開ける謎なぞ解ときのほうにウエイトがあったわ」

「脱出ポイントを見なきゃはっきりしたことは言えないよ。でも約束する」

　沖田はにこりと笑ってみせた。

「必ず扉は俺おれが開けてみせる」

　──もっと光を。その光を放つのは自分でありたかった。

　この世の中のすべては脱出ゲームのようになっている。莫ばく大だいな情報を集め選別し出口を見つけるのだ。仕事も受験も日常の生活も人間関係すらもそうだ。

　そうだ、もう失敗はできない。あのときはぼんやりと時間を過ごして出口を見つけらなかったのだ。何気ない会話をして笑顔をかわして満足していた。しかし、肝かん心じんの扉とびらは開かなかった。開ける勇気がなかったのだ。

　沖おき田たはぼんやりと保健室のあの彼女を思いだしていた。自分がのろまだったから、あの部屋からの脱だつ出しゆつは果たせなかった。しかし、これからは違う。もっと強引に出口を見つけるのだ。

　──誰だれよりも速く脱出する。

　それが自分の存在価値だ。

「よお沖田、本当に二百万程度のはした金だと思うのか？　この大がかりなセッティングで」

　いつの間にか須す藤どうが横にいた。

「妥だ当とうだと思うけどな。みんなで協力しての最高値が二百万」

「そう言って、出だし抜ぬく気か？」

　沖田は須藤が何を言いたいのかわからなかった。

「そんな気はないけど、これはゲームだ。ルール内の行動なら批判されることはない」

「そうか、じゃあ俺おれも俺のやり方でやらしてもらう」

　須藤はにやりと笑ってから離れていく。須藤の視線が気になった。沖田ではなく沖田の足元を見ていたような……。

「ん、どうした、神楽かぐらちゃん」

　隣となりに立つ神楽坂が青い顔をしていた。

「あなた、何をしたの？」

　沖田は気づいた。沖田は何気なくあのプレートの上に載のっていたのだった。

　沖田の評価──１００１０００。

　プレートにはそう表示されていた。
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　ゲームの続行。それは生徒たちの明確な意思表示だった。

　斉さい藤とうはじっと赤い玉を見つめていた。その原因はこの赤い玉だ。沖田がどこかで手に入れた島における最高価値の木の実。

『紅い木の実を見つけたようですね。紅玉はこの島で最高の価値となっています。まだいくつかあるようですよ。明日の天気は曇くもりのち晴れです……』

　ホールの女神像がそう説明した。ホールのセンサーに反応したのだろう。

　斉藤はホテルのホールにいた。赤い玉を持っているのは、一時的に預かってくれと沖田に渡されたからだった。周囲の生徒たちもそれに同意した。沖田に赤い玉を持って島を歩き回らせるわけにはいかないからだ。

　理由は沖おき田たが赤い玉を持って脱だつ出しゆつするのでは、という疑心だった。すでに百万という大金を手に入れた沖田は、もういつでもゲームから離り脱だつしてもいい。しかし、他の生徒たちはまだはした金しか手に入れてないのだ。

　という思考を沖田は先読みして、生徒たちの前であっさりと赤い玉を斉さい藤とうに預けた。周囲も斉藤ならと、そういった空気だった。

　やられた、と斉藤は思っていた。これで斉藤はこのホテルから動けなくなった。ホテルは斉藤が認証しており、たとえるならホテルのオーナーと成り下がった。沖田は今後のゲーム展開において邪じや魔まになる可能性のある自分をホテルに縛しばりつけたのだ。

　ホテルのホールを見ると、数人の生徒が休んでいるのが見えた。生徒たちのスケジュールは大きく変わった。それは木の実探しだ。木の実は様々なところにあるのがわかったからだ。島の至る所に散らばっている。ホテルの中にも隠かくされていた。

　また、木の実は男子だけではなく、女子にも見つける利点があった。最初に木の実を手にした女子は、この島で使えるマネーが増えるのだ。たぶん、木の実はデジタル的にナンバー管理されているのだろう。

　そして木の実の価値。千円から百万まで。青が千円、緑が一万円。金色が十万、赤が百万。ただし、持ちだせるのは男子ひとり十個までという制限があるらしい。それもホールの女神が説明したことだ。

　生徒たちが木の実探しに夢中になるのもわかる。不ふ透とう明めいなゲームの中で、やっと明確な指針が見つかったのだ。そして、木の実は着実に発見されている。金色の玉もすでに一つ出現したらしい。如月きさらぎ未み来くが発見したスチールケースの中に妙な衣装と一いつ緒しよに入っていたようだ。

　それは天使のワンピースという名めい称しようの異様に肌はだを露ろ出しゆつするコスチュームだった。価値は十万、さすがにこの生活で着ることができずにいたが、それに関連してひとつ判明したルールがある。コスチュームはダブってはいけない。

　この衣装の価値を知ろうと、未来が上にワンピースを羽織ってプレートに載のったのだが、計測されなかったのだ。つまり、女子が持ちだせるのは四種類のアイテムまでなのだ。同時に斉藤は疑問に思っていた。本当にコスチュームは換かん金きんだけの目的だろうかと。換金だけなら男子のように木の実でもいいのでは？

　何か他に意味があるかもしれない。しかし斉藤は積極的に情報収集ができなかった。ホテルに縛られたまま、周囲からの情報を待っているだけなのだ。不安があった。今まで周囲は斉藤を頼たよって情報を渡していたが、今後もそうあるだろうかと。情報の独どく占せんはゲームの中では当然の戦略なのだ。斉藤がクーラーの効いた室内で過ごしているうちに、世界の変化から取り残される可能性があった。世界の情報から取り残されるという底知れない恐きよう怖ふだ。

　このゲームはあまりに不確定要素が多すぎる。今までの極限ゲームのようにプレイヤーが規則性を持って動くとは限らず、斉さい藤とうの推測を越えての行動を取られたら、自分の力ではどうにもできない。斉藤はミントタブレットを取りだそうとケースを振ったが、すでに空っぽだった。いつもなら残りの粒つぶの数すらも管理できているのに、何かがずれている。

「はい、斉藤君」

　新しいミントタブレットのケースを差しだしたのは神楽かぐら坂ざかだった。赤いワンピースにスニーカー、首には細いネックレスを巻き、白い帽ぼう子しをかぶっていた。

「サンキュー、探たん索さくから戻ってきた？」

　斉藤はミントを口に放り込んだ。脳の機能はミントなどの刺し激げきを優先するため、副次的にストレスが緩かん和わされるのだ。

「うん、価値の低いボールしか見つからなかったけどね。暑いから休きゆう憩けい」

「神楽ちゃんは、どんな感じにしてる？　ペアでのルールみたいなのは？」

　斉藤の質問の真意に、神楽坂はすぐに気づいたようだった。

「ボールを見つけたら、平等になるように、それに応じてコスチュームをショップで買う感じかな。食べ物は共有してるわ」

　ペアの重要度が上がっている。ショップや自動販売機を使うには男子の認証が必要であり、直接買うには女子が必要なのだ。よって、最近は男女ペアで活動するケースが多かった。

　序じよ盤ばんは食料などは共有財産との暗あん黙もくの了解があったが、徐じよ々じよにペアで管理するようになっていった。また、ホテルなどでの一時的なペア交代にも神経を使うようになった。特に男子はペアの女子がいなくなることを恐おそれている。女子がいなければ食べ物などの購こう入にゆうもままならないからだ。よってペアで行動しているのは、ペアを失わないよう監かん視ししているという意味合いもあるだろう。生徒たちは最初に強引に決められたペアというルールに遵じゆん守しゆしている。

「……小さなボールを見つけるにも限界があるな」

「赤い玉は沖おき田た君が釣つりをしているときに桟さん橋ばし近くの浜辺で見つけたって言ってたわね。だから、その周辺の浜辺はみんなが集まってる。あまりムキになって探して、熱射病にでもなったら困るよね」

「たぶん、噓うそだな」

　このような重要アイテムが無防備にそんなところに落ちているわけがない。沖田は何かを隠かくしている。

「沖田君は、一応ゲーム進行を手伝ってくれてはいるけど、あまりやる気がないみたい」

　斉藤は神楽坂が見せた複雑な表情が気になった。沖田と何かがあったのだろうか。

「釣りとかしてるのは、たぶん他のプレイヤーのマークを外すためかも。俺おれたちが沖田が脱だつ出しゆつの天才だとか煽あおったから、周囲も沖田の行動を気にしてる。だから、あえてゲームに興味ない振りをしてるんだろうね」

「マークって言われても、そんなゲームじゃないのにね」

「いや、沖おき田たはプレイヤー同士の競争が起こることを予想しているのかも」

「……そうなるの？」

　神楽かぐら坂ざかが心配げな視線を向けた。

「人数が多いから可能性はあるよ。極限ゲームでも少人数より多人数のほうが混乱は大きかった。他人に流されて感情的な行動を取ったりね」

「でも、これは極限ゲームのような密室ゲームとは違うわ」

「神楽ちゃんは集団圧力っていう言葉を知ってる？　よくある実験だけど多人数のサクラがわざと間違った解答をすると、被ひ験けん者しやもその解答が正しいと思っちゃうやつ。人間ていうのは多人数の中にいたい欲求があって、間違ってるとわかっていても同調しちゃう。きっとさ、早くこのゲームを終えたいっていう生徒もいると思う。でも、この雰ふん囲い気きじゃ言えない」

　そんなズレはトラブルの芽となる可能性が高い。

「そんなことないわ。極限ゲームでもゲーム中は険悪になっても、ゲームが終われば握あく手しゆしたじゃない。そんな人間関係を信じるわ」

　神楽坂は肩に掛かったお下げ髪をさらりと手で払ってから微笑ほほえんでみせた。

「そっか、そうだね」

　斉さい藤とうは彼女の綺き麗れいな表情に免めんじて素直に同意した。

「あ、おかえり」

　ホールに女子たちが入ってきたのに気づき斉藤は声をかけた。先ほど、自動販売機に出かけていった女子たちだった。

「どうしたの？」

　彼女たちの表情がすぐれないことに気づいた神楽坂が声をかける。

「売り切れてた、とか？」

　広場の自動販売機などはすぐ売り切れるのだ。一定期間経つと買えるようになるのだが。しかし、女子たちは首を振った。

「買わしてくれなかったの。男子グループが自販機を占せん拠きよしてた」

　斉藤と神楽坂は顔を見合わせた。
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「衣装に小さなタグがついてる。それがセンサーに反応してるのかもな」

　沖おき田たは広場にいた。目の前のプレートには香か緒お里りが載のっており、沖田は彼女の機器の情報を見ていた。隣となりでは花か穂すいがじっと立っている。

　総合評価とはなんだろうか。意味はわかるのだ。衣装の総合的な評価をアルファベットで表示しているのだろう。しかし、プレートに数字が細かく算出されるので必要ないのではと思う。それとも別の意味合いがあるのだろうか。

　先ほど花穂を載せてみたが総合評価はＧだった。まだ彼女は初期衣装のままなのだ。

「花穂さんも衣装を変えれば？　白いのは汚れちゃうでしょ」

　プレートに載った香緒里が花穂を見たが、彼女は首を振った。

「いいです、服はこのままで」

「賞金を確保しておくのは別に悪いことじゃないぞ。みんなで一いつ緒しよに楽しんでるんだから」

「服はいらないんですけど、えっと、換えのあれが……あると……」

　花穂が消え入りそうな声で囁ささやいた。

「なに？　何か必要なものがあるなら言ってみ」

　沖田が言うと、花穂は両目にじわっと涙を溜ためた。

「これはゲームだからさ、ちゃんとゲーム攻こう略りやくに必要なものだったら考こう慮りよするけど」

「……ツです」

　花穂は顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

「ん、聞こえないけど」

　調子に乗った沖田の背後で咳せき払ばらいが聞こえた。やりとりを見ていた香緒里が沖田を睨にらんでいる。

「沖田君、久しぶりに本気で怒おこってみるよ」

「なーんてね。ていうか、さっきショップに行ったときに言えばよかったんだよ」

　沖おき田たが販売機やロッカーを見て回っていたとき、花か穂すいが下着の自販機の前でもじもじしていたのを思いだした。ショップには靴くつの販売機やアクセサリーの販売機も存在した。

「ショップはいろいろ売ってたよな。生活に必要ないものとか」

「ネックレスや挟はさむタイプのイヤリングとかが売ってるみたい。でも、ほぼおもちゃで安っぽいんだって」

「この生活でアクセサリーは必要ないから、換金のためのアイテムだな」

　また、衣類のバリエーションの多さも引っかかっていた。女子たちは色とりどりの服装になっている。換金のためだけにそれほど種類を多くする必要はあるのか。

「お金が絡からむから、花穂さんはペアの人と相談していろいろ買ったほうがいいかもね」

　花穂はあくまで一時的に沖田のペアになっているにすぎない。沖田が二人の女子をペアにすることで、誰だれかがペアを失っている状じよう況きように陥おちいっているのだ。しかし、沖田は積極的に花穂のペアを捜さがすことはなかった。その誰かが困っていれば声を上げるだろう。それに、複数のペアを持つことはこのゲームにおいてルール違い反はんではない。

「じゃあ、食べ物を買っておくか」

　沖田は広場の自動販売機に移動した。

「ちゃんとした自販機で買えばいいのに。ここのってあまりおいしいのないよ。口がぱっさぱさになっちゃう、ぱっさぱさに」

「こっちのは保つんだよね」

　広場の自動販売機は携行食などの簡単なものだった。沖田は販売機の認証装置に直接手を触ふれる。その間だけ作動するのだ。花穂に目配せすると、彼女はボタンを押して商品を購こう入にゆうした。

　取り出し口がちょうど沖田の目の前にあるので、買った先から取りだしていく。この作業をやりながら思う。買った商品が先に男が触れるようになっているような気がした。食料品エリアの販売機もそうだ。取り出し口が微び妙みようにボタンと離れ、開けるのに力がいるために自然に男子が取りだすようになっていた。

　それに誰かの意思が込められているとしたら、購入物の所有権をあやふやにしたいのではないだろうか。基本的にマネーを持っているのは女子だ。しかし認証をしないと購入ができず、実際に買った物を先に手に取るのも男子となる。

「……あ、ソールドアウトです」

　花穂の声に顔を上げると、売り切れ表示がされていた。販売機の中に商品は残っているのだが、一気に購入されないよう売り切れがあるのだろう。

　沖田は水と携行食を購入し三人で平等に分配しながらふたりに向いた。

「それでさ、行きたいところがあるんだ。脱だつ出しゆつポイントを見ておきたい」

　香か緒お里りと花穂は顔を見合わせる。沖田がまだ見ていなかったのは、あまり脱出に興味ある振りをしたくなかったからだ。そして調べるなら、生徒たちがいないときのほうがよかった。しばらく生徒たちが脱だつ出しゆつポイントを調査していたようだが、新たな発見はなく興味を失ったようだった。当然、脱出を試した生徒も出ていない。

　三人は広場の南側に歩き始めた。香か緒お里りと花か穂すいは沖おき田たの後ろを手を繫つなぎながらついてくる。最初は沖田を警けい戒かいしていた花穂だったが、香緒里が緩かん衝しよう材ざいのようになり関係は修復されていった。

　島の南側はアダンが群生しており見通しが悪い。未いまだにあの入り江が生徒たちに見つかっていないのもそのためだ。ホテルを中心に活動しているので、こちらまでなかなかこないという理由もあるだろうが。

　しばらく周辺を探すと白い布紐ひもが結んであるアダンの枝を見つけた。ここが入り口のようだ。沖田はちらっとふたりを振り返ってから茂しげみの隙すき間まを進んでいく。そこを抜ぬけると脱出ポイントがあった。

「……鐘かねだな」

「ふーん、チャペルみたい」

　がさっと茂みから顔を出した香緒里が言った。女子は結けつ婚こん式しきをイメージするようだった。最後に抜けてきた花穂はただ複雑な視線を向けていた。

「真実の鐘、か」

　沖田は鐘の調査を開始した。生徒たちも調べたようで周辺には足あし跡あとがたくさんある。直径二メートルほどの円形の台座。その上に二本の柱と金色の鐘。

「危ないよ、脱出しちゃうかも」

　沖田が台座に載のったのを見て香緒里が声を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶ。そんな簡単に脱出しないよ」

　香緒里は脱出を楽観視しすぎだ。脱出ゲーム最大の難関は、最後の扉とびらを開けることなのだ。簡単に開く最後の扉は、脱出ゲームの定義に反する。

　柱の横にボタンがある。鐘を鳴らすボタンだろうか。沖田はボタンに手を添そえた。見ていた香緒里がゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「……いや、やめよう」

　何があるかわからない。ボタンはまだ誰だれも押してはいないようだった。脱出を先延ばしにする協定は破られていない。押したところで脱出とはならないだろうが。

　横を見て気づく。もう一本の柱に妙みようなものがある。半球状のくぼみが三つ。ゴルフボールがはまりそうなくぼみだ。と、すぐに気づいて沖田は青い玉を取りだしはめてみる。やはりすっぽりとはまった。ボールを入れるくぼみなのだろうか。

　沖田はしばらく他を調べたが特に興味を惹ひくものはなかった。ただし、やはり脱出にはキーが必要であることはわかった。ただボタンを押して脱出とはなり得ない。

「脱だつ出しゆつ、できそうですか」

　花か穂すいはじっと沖おき田たを見つめていた。

「できるよ。必ず俺おれが脱出する。できるだけ早くね」

「沖田さんはなんで速さにこだわるんですか？　極限ゲームでもタイムにこだわってるみたいでした」

「金やスピードは数字で表現されて、明確でわかりやすい基準になるからだよ。絵画や彫ちよう刻こくの美の基準だって値段っていう数字だろ」

「美術品などの価値はお金ではないと思いますが」

「こんな言葉があるよ。美術品が売れないときは値段を倍にしろってね。ステータス効果っていう言葉を知ってる？　購こう入にゆう者しやは美そのものではなく、値段というステータスに美を求める」

「でも、見えやすい数字によって本当の姿が見えなくなるのでは？」

　花穂の口調はどことなく寂さみしげに思えた。

「私は見えないもののほうに、本当の価値があると思うんです」

「見えないもの？　愛とか？」

　沖田はクスッと笑いながら言った。

「……愛は、愛という名前をつけられた時点で見えるものになっています。そして歴史の中で都合よく利用されていくうちに汚れてしまいました。不変の価値のあるものは名前すらなく、ただ感じるものなのではないでしょうか」

「うーん、難しいこと言うね」

『……真実です』

「ん？」

　沖田はきょろきょろと周囲を見回した。そしてリュックをあさる。

『脱出には真実を知る必要があります。でなければ、脱出は果たせません』

　喋しやべっているのはあの妖よう精せいの人形だった。

「センサーに反応したんだろうな」

　あるポイントに来るとスイッチが入るようになっているのだろう。そして決められたワードを再生する、と。

『失敗すると大変なことになりますからお気をつけて……』

　妖精はそう言って沈ちん黙もくした。……脱出における失敗？　何かペナルティがあるということだろうか。気味悪くなった沖田は台座から降りた。

「何かわかった？」

　香か緒お里りは心配げだ。この脱出ポイントの不気味さに怯おびえている。

「わかったことはある。脱出にも認証がいる。男子がこのエリアを解放してからボタンを押すんだろうな。だから、俺や委員長がボタンを押しても反応すらしないと思うよ」

　鐘かねのすぐ近くに台座がある。今は別の男子が認証しているのだ。

「鈴すず木き君たちはこの近くでスチールケースを見つけたって言ってたね」

「スチールケースは宝箱設定なんだろうな」

　入り江でケースを見つけたのは花か穂すいだったが、花穂は中のものをすべて沖おき田たに渡していた。このようなゲームは苦手だからとの理由だった。かさばるゴムボートは入り江に隠かくしておいた。

　周囲を見ると、香か緒お里りはぼんやりと鐘を眺ながめ、花穂は茂しげみの中を探しているのか姿が見えない。そんなとき、再び妖よう精せいから声が聞こえた。

『……トラブルが発生したようです。ホテルに戻ったほうがいいですよ』

　沖田は顔をしかめた。それは明らかにリアルタイムの言葉だった。
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　ホテルは騒そう然ぜんとしていた。

　ホールの女神像付近で男子たちが声を荒あらげているのが見えた。沖田たちがホールに入ると、それに気づいた未み来くが駆かけ寄よってきた。

「沖田、ちょっとなんとかしてよ」

「どうした、何が起こった？」

「自動販売機が占せん拠きよされちゃったの」

「占拠？　……あの軽音部か」

　沖田はすぐに察した。ホールでだらけていた彼らの姿が見えないからだ。

「そう。今日の昼から自販機が使えなくなって……」

　女神像の前で男子たちが言い争っている。口論がヒートアップしているようだった。そんな光景を女子たちがおろおろと見つめていた。香緒里はクラスの女子に駆け寄っていった。

「人数が多いと駄だ目めだな。話し合いすらできない」

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ。水とか飲めなくて困ってる女の子だっているし」

「あの、水だったら少しならあるので、飲んでない人に……」

　花穂がリュックからペットボトルを取りだして未来に渡した。

「食料占拠か。あいつらにしたらよく考えたな」

　やり方はどうであれ、最初に動く人間がイニシアチブを取れる場合が多い。ただ、疑問を感じる。軽音部の連中にそれほどの行動力があるとは思えなかったのだ。そんなことを考えていると、斉さい藤とうが沖田を見つけ手招きした。

「どうした？　こんなときこそ、斉藤がぱぱっとなんとかしろよ」

　沖田は斉藤に近寄り肩にぽんと手を載のせた。

「いや、ちょっと困ってるんだよ」

「完全に独どく占せんしてるわけじゃないだろ」

「ああ、条件があって、場所を明け渡すには今まで見つけたあの木の実を要求してる。沖おき田たの赤いやつもくれってさ」

「あいつら、自分で探すのを諦あきらめやがったな」

「やつらの条件をのむわけにはいかない。そんなことしたらゲームが崩ほう壊かいする」

　口を挟はさんできたのは鈴すず木きだった。男子生徒の中でも対応の意見が分かれているようだ。強引に軽音部の連中を排はい除じよする強きよう硬こう意見もあった。

「暴力はやめよう。それこそゲームが崩壊する」

　斉さい藤とうはトラブルを避さけようと周囲をなだめている。

「いや、あいつらから始めたことだ。あっちがその気ならやるしかない。こっちのほうが人数が多いから強引にやってもなんとかなる」

　鈴木の意見も強きよう行こう策さくだった。

「怪け我が人にんを出したらどうなる？　救助が来るまでどれくらいかかるかわからないし、賞金だって消滅する可能性がある。あいつらをあまり追い詰めるのはまずい」と、斉藤。

　沖田は思った。強引に自動販売機エリアから排除しようとすると、あちらは暴力を使う可能性が高い。暴力を使う理由を与えるのはこちらだ。自動販売機占せん拠きよは、あくまで戦略的にやっているのだ。

「賞金とか関係ないだろ」

「せっかくここまでやったのに、賞金が出ないのもあれだぞ」

　強硬意見とそれを制する意見が交わり、さらに場が熱を増していく。

「あいつらのペアの女子は？」

　沖おき田たは未み来くに聞いた。

「ホテルに戻ってきてるよ。マネーは全部食料に使われて取られちゃったの。ちょっとひどいよね」

　まずいな、と沖田は思った。結果的に男女ペアの形式にひびを入れたことになる。小さな亀き裂れつからすべてが崩壊する可能性もあった。

「とにかく、このままだとみんなが困る。水や食べ物を押さえるのは明らかにルール違い反はんだろ。だから、なんとかする」

　場の雰ふん囲い気きは鈴木に傾かたむいていた。周囲の女子たちも鈴木の行動力に期待しているようだった。極力トラブルを避けようと消極的な言動の斉さい藤とうではなく、攻こう撃げき的てきな鈴木に支持が集まり始めているのだ。同時に議論の収拾がつかなくなってきていた。感情が理性を越えて冷静な対話が崩壊している。

「ねえ、みんな少し落ち着こう。女子も怖こわがってるしさあ」

　未来が声を張り上げる。

「そうだ。ちゃんと話し合いをするべきだ。あまり強引な行動を取ると後戻りできない。あくまでそれって最終手段だ」

　斉さい藤とうはあくまで対話路線だった。

「斉藤君の言うとおりだと思う。ちゃんと話し合って決めよう。沖おき田たもなんか言ってよ」

　未み来くが沖田に振ったため注目が集まってしまった。いつの間にか妙みような立場に立たされていることに気づいた。

「沖田さん、皆さんが困ってます」

　そばにいた花か穂すいも同意し沖田を向いた。

「困ってるっていっても、どうすればいいんだ？」

「話し合いです。女の子の意見も聞いて、解決策を出せれば……」

「女の子の意見って、かわいーい、と、ふーん興味なーい、の二種類しかないじゃんか」

「……暴論です」

　花穂は少しだけむくれた。

「これはゲームだ。軽音部の連中もルールの範囲内で行動している。ただそれだけだ」

　沖田の強い口調に、ほとんどの生徒がむっとした表情になり、状じよう況きようの安定を望んでいた花穂は悲しそうな顔をした。

「俺おれは俺で動くよ。どっちの味方とかもない」

　沖田はそう言い議論の場から離れる。情報収集も必要だと思った。そのためにはこの集団の中にいたのでは見えるものも見えなくなる。

「沖田君、どうするの？　どこか行くの？」

　駆かけ寄よってきたのは香か緒お里りだった。

「私、クラスのみんなが心配で……」

「わかってる。委員長はホテルにいたほうがいいよ。俺はちょっと外を調べるから。あ、でも女子がいたほうがいいよな」

「私、少しでもみんなの力になりたいからホテルに残ります」

　花穂は沖田の先ほどの言動にむくれているようだった。沖田は考え込んだ。しばらく迷ってから、クラスメイトの男子を見つける。

「なあ、一時的に委員長とペアになっておいてくれないか？　クラスメイトのペアのほうがコミュニケーション取りやすいだろうし」

「ああ、別にいいけど」

　沖田に聞かれた男子はすぐに同意した。彼は香緒里に好意を寄せていることも知っていた。

「えっと、じゃあペアの女子は……あの子だっけ？」

　沖田は彼のペアの女子を呼び寄せる。ラクロス部部長の西にし野の優ゆう子こという女子だった。彼女に事情を話して同意をもらう。そのやりとりを、じっと見ている男子の姿にも気づいていた。

「じゃあ、よろしく」

　沖おき田たは優子の腕を握にぎって認証をした。本来はペア交換は許されていないが公明正大な事情があるので許容される。それに、少しずつペアの関係性が薄くなっている。自由にペア交換が始まるのは時間の問題だった。その前に布石を打っておく必要があったのだ。

「沖田君、気をつけてね」

　一時的とはいえ、ペア解消をした香か緒お里りは少しだけ寂さみしげだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれがなんとかするから心配しないで」

　沖田は香緒里に耳打ちをし、優子と共にホテルから出ていった。
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　議論は迷走し、ついに強引な結論へと帰結した。

「……わかった俺も協力する。でも、絶対に怪け我が人にんは出さないように」

　斉さい藤とうはそう言った。女神像の前に五人の男女が集まっていた。あまりに議論が進まないので人数を絞しぼることにしたのだった。内訳は男子は斉藤と鈴すず木き。女子は神楽かぐら坂ざかに、運動部の女子７の未み来く。文化系を代表して美術サークルの篠しの田だあかり。

　サミットのようなものだった。

　その五人の対話での結論は、大人数で自動販売機エリアに押しかけ、圧力を掛けて解放しようとのことだった。場合によっては小競り合いなどが起こる可能性もある。

「あくまでも強気でいく。そして平和的に解決する。直接あいつらと交こう渉しようするメンバーは俺たち運動部でやるから」

　鈴木は力で排はい除じよする気だ。認証の台座さえ確保できればいいのだから。また、対策としてもうひとつの意見が出ていた。それは、軽音部に意見を言える人間に頼たよろうとのことだった。

「私が須す藤どう君に報告にいくわ」

　篠田が言った。須藤拓たく也やにも報告しておくことになったのだ。須藤はコテージを拠きよ点てんに活動しており、ホテルの生徒たちとほとんど関わりはないが、ゲームの中止を望んではいないだろう。そんな共通目的から軽音部をなんとかしてもらえる可能性がある。

「排除してからの問題もあるから、須藤には言っておいたほうがいいと思うよ」

　斉藤はうなずいた。ただ別の疑問も発生していた。軽音部の連中は何がしたかったのだろうか。自動販売機エリアを占せん拠きよする意味がよくわからない。摩ま擦さつを生み、強制的に排はい除じよされる結果は彼らでも予想できるだろう。沖田はルールの範囲内と言ったが、少々強引な行動だった。

「俺は運動部の連中に声をかけてくるから」

　鈴木が運動部の男子の元へ行く。

「じゃあ、私は何人かでコテージエリアにいってくる。須藤君がなんとかしてくれるかもしれないから、できるだけ衝しよう突とつは遅おそくしてほしいところだけど」

「わかった、できるだけ遅おくらせる」

　斉さい藤とうは篠しの田だに答えた。篠田は同じサークルの女子に声をかけた。ただ、彼女たちの表情は硬かたい。混乱したこの状じよう況きようであまり動きたくなく、須す藤どうを怖こわがってもいる。

「あの、私も行きます」

　篠田に近づいたのは花か穂すいだった。花穂は沖おき田たについていかずにこちらに残ったらしい。結果的に三人程度で須藤の元に向かうことになったようだ。

「あかりちゃんたち、大だい丈じよう夫ぶかな」

　神楽かぐら坂ざかが篠田を心配そうに見送った。

　斉藤は須藤のことを直接は知らず、悪い噂うわさしか聞いたことがない。どんな行動を取るか予想がつかなかった。ゲームのルールの範はん疇ちゆうなら少々強引な行動を取る可能性もある。それ故ゆえに、女子が接せつ触しよくするほうがトラブルが起こりにくいはずだ。

「それよりも、誰だれか怪け我がしないかが心配だよ」

　極限ゲームの部長としてやはり責任を感じてしまう。しかし、斉藤のその心配は杞き憂ゆうに終わった。先行して様子を見に行った男子が帰ってきたのだ。

「自動販売機、誰もいなかったぞ」

　その言葉に生徒たちが怪け訝げんな顔をする。すぐに様子を見るために、斉藤たちは自動販売機に向かった。

　その言葉は本当だった。自動販売機に着いて周囲を探したが誰もいない。隠かくれて様子を窺うかがっている気配もなかった。光を放つ自動販売機があるだけだった。

「俺おれたちが来るの察したんだろうな。取り合えず、物資を補給しようぜ」

　鈴すず木きがほっとした様子で認証装置に手を置く。

「……ん？」

「どうした、鈴木？」

「認証できない」

　斉藤と鈴木は顔を見合わせた。
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「あれ、誰か来たかな」

　風ふう子こがベッドから顔を上げた。

「……ん、聞こえなかったけど」

　ベッドに寝ねていた志し田だは目を開けた。

「あんたは寝てたから、聞こえるわけないよ」

　風ふう子こは「うーん」と伸びをする。体にかかっていたシーツが落ち、体の割にボリュームのある胸が露あらわになった。あの拘こう束そく具ぐを装着しただけの裸はだかの彼女の姿だった。

　ふたりのいる場所はコテージだ。このコテージエリアにはシンプルなコテージが七軒ある。簡単なパイプベッドが置いてあるだけの狭い部屋だったが、エアコンも装備されており生活は快適だった。他の生徒たちはホテルに集まっているが、コテージを利用すればいいのに、と志し田だは思っていた。

　このエリアのコテージを利用しているのは須す藤どうもそうだった。しかし、須藤はこうして彼女と過ごしている志田には介かい入にゆうしてこない。周囲は須藤のことを怖こわがっているが、自分に嫌いやがらせなどをすることがないと知っていた。

　志田は以前、あの軽音部の連中を中心にいじめを受けたことがあったが、その現場を見た須藤は参加するわけでもとがめもしない、つまり介入せずだった。須藤のようなタイプは、志田のようなタイプの人間の相手すらしないのだ。上級生相手に喧けん嘩かするなど悪評が高かったが、同級生や下級生をいじめたような話などを聞いたためしがない。そんな行為は同じレベルの人間同士で起こる。

「……風ちゃん」

　扉とびらの外から女子の声が聞こえた。

「あ、あかりちゃんの声かな」

　風子はベッドから降りて急いでワンピースを着る。篠しの田だあかりは風子と同じ美術サークルの部長のことだ。志田も立ちあがろうとしたが、風子に制される。

「あんたはベッドでシーツをかぶってて。外で話してくるから」

　風子は志田にシーツを投げると扉へと向かった。

「……どうしたの、あかりちゃん」

　風子は扉を少しだけ開く。

「ちょっと、話があるの」

　篠田が開いた隙すき間まから覗のぞく。その声はとても低く、なんだか怯おびえているようでもあった。

「何かあったの？」

　怪け訝げんそうに風子が扉の外に出ていく。サークル関連の話し合いをしているのだろうか。風子は美術サークルとして極限ゲームにも協力しており、志田とデザイン全般や衣装などを作ったりとしていた。

　風子は元々ゲームキャラのコスプレなどする活動などをしており、彼女と知り合ったのもそんな関連からだった。彼女が求めていたのは理解だった。ゲーム、アニメ、漫画などの趣しゆ味みを誰だれかに理解してもらいたかった。そんな相手にうってつけだったのが志田というわけだ。

　志田が風子と付き合っているのは、もちろん趣味が合うのが理由だが、ステータスがほしかった。志田をいじめていた軽音部の連中などは威い張ばっていても童どう貞ていだと知っている。しかし、こちらには彼女がおり深い関係になっているという優ゆう越えつ感かん。

　風ふう子こも理解の他に優越感がほしかったのかもしれない。コスプレ活動の横の繫つながりはあるが、皆恋愛には奥おく手てらしいからだ。また、アングラな活動をする後ろめたさの言い訳として、恋愛もしている私というポジションを確保している……。

　開いた扉とびらの隙すき間まからふたりの話し声が漏もれてくる。その声に男子の声が混じった。志し田だはベッドの中でどきりとした。

「……でも」

　風子はなんだか嫌いやがっているようだ。

「強要はしない。だが、こうなる」

　それは須す藤どうの声だった。間を置いてから風子の悲鳴が聞こえる。

　啞あ然ぜんとしながらも志田はベッドを飛びだし扉を開けた。

「風子？」

　コテージの前には須藤がいた。そして篠しの田だを含む数人の女子も。須藤は裸はだかの志田が視界に入っているようだが、まったく気にするそぶりを見せなかった。

「……これもゲームのルールだ。これで脱だつ出しゆつに向けて行動する」

　須藤は静かに言った。周りには青ざめた女子と、地面にへたり込む風子の姿があった。殴なぐられた様子はなかった。須藤と風子の距離は手が届かないほど離れている。

「なかなか使えるな」

　須藤はにやりと笑ってスマートフォンのような画面を見てから、風子に言った。

「靴くつを履はいて支度をするんだ。遊びは終わりだ。脱出に向けて動く」




　　　　＊




　ホテルに戻った沖おき田たが見たのは混乱だった。

「あかりちゃんたちが戻ってこないけど」

　女子たちが騒さわいでいる。

「なんで認証ができないんだ？　あれじゃ何も買えないだろ」

「広場の自販機は売り切れてた」

『プレイヤー百人の座標と行動に問題はありません……』

　混乱をよそに女神像が言った。

「……アイテムかもな」

　女神像を眺ながめていた斉さい藤とうがつぶやいた。

「え、アイテムって？」

　神楽かぐら坂ざかが小首を傾かしげる。

「ほら、このホテルでは女神像を起動させるアイテム。ショップではコスチューム。他のエリアにも宝箱があってもおかしくない」

「それだな。軽音部はアイテムを手に入れた」

　沖おき田たはホテルのホールに入った。

「そして、須す藤どうと軽音部は繫つながっている。たぶん、軽音部のやつらは須藤の後うしろ盾だてがあるからこそ、あんな大だい胆たんな行動を取ったんだ」

　調べた結果、軽音部はコテージエリアにいたことがわかった。コテージに今まで買い集めた食べ物をしまっている。

「須藤と組んでるのか？」

　鈴すず木きが啞あ然ぜんとしている。男子生徒たちに動どう揺ようが広がった。軽音部だけの行動だったら、強引になんとかなったはずだった。しかし、須藤が絡からんでいるとなると状じよう況きようが変わる。須藤相手に強引な方法は使えない。須藤だけは暴力を振るう理由を与えてはならないのだ。

　須藤はやるべきときに本気になる。たとえ相手が誰だれであれ牙きばをむく。須藤には手を出してはいけない。それが周囲の共通意見だった。

「ほら、説明してやれよ」

　沖田はホールに連れてきた志し田だの背中を押した。生徒たちは志田に冷たい視線を向けている。勝手にペア変へん更こうをしてカップルでコテージに引きこもっていたのを知っているからだ。

「お前が見た須藤のアイテムのことは言わなくていい」

　沖田は志田に耳打ちする。

「えっと、あのさ、よくわからないけど、須藤君は女子を集めてたみたい」

　志田は口ごもりながら発言する。

「それで、須藤君の周りには女の子たちがいて、ペアになってるらしかった」

「ねえ、あなたのペアの風ふう子こちゃんは？」神楽かぐら坂ざかが尋たずねる。

「須藤君のペアになって、戻ってこないんだ。なんか脅おどされてるのかな……」

「あなた、それでも恋人？　なんでのこのこ戻ってきたの？」

「でも、どうにもできなくって」

「神楽ちゃん、須藤は刺激しないほうがいいから」

　斉さい藤とうが憤いきどおる神楽坂を制した。この時点でゲームに変化の兆しが現れた。女子は男子のカードとして扱あつかわれ始めたのだ。手持ちの女子を失っている男子は確実に選せん択たく権けんが狭せばまる。

「なあ、花か穂すいは？」

　沖田は花穂の姿が見えないことに気づき、近くにいた未み来くに尋ねた。

「あかりちゃんと一緒に須藤君のところに行って帰ってこないの」

　須藤に捕つかまってしまったのだ。沖田は小さく首を振った。あの少女は妙みように正義感が強い。この状況をなんとかしようと、いても立ってもいられなかったのだろう。

「沖おき田たとコテージに行ってたの？」

　未み来くはちらっとペアの優ゆう子こを向いた。

「違うよ、ショップで買い物をしたりしてたの」

　優子はネックレスとカラフルなヘアピンを指さした。

「そのあとは、風車の近くでコスチュームをつけたり外したりした感じかな」

「えっ、脱ぬがされたの？」

「違うよう。アクセサリーを外したりつけたりぐらい。それで、スタンガンを撃ったり」

「沖田に撃ってやったのね」

「ちょっと空撃ちしただけだよ」

「暇ひまだったから、バチバチやっただけだよ。風車の近くでやったから充じゆう電でんできるし」

　沖田はふたりの会話に口を挟はさんだ。あまりあの行動は口に出してもらいたくなかった。沖田はこのホテルの中にスパイがいるのではないかと推測していた。鈴すず木きたちの強制排はい除じよの情報も筒つつ抜ぬけで、タイミングよく軽音部が逃げだした可能性がある。だとしたら、スパイは沖田の行動をも窺うかがっているだろう。斉さい藤とうのせいで沖田は脱だつ出しゆつゲームのプロフェッショナルのように祭り上げられているからだ。

「未来、それより話がある」

　沖田は未来に耳打ちして集団から離れた。

「ん、真面目な顔をしてどうした？」

　さすがにこの状じよう況きようで楽観的な未来も表情が沈しずんでいる。

「預かってほしいものがある。俺おれはさ、いろいろ積極的に動いて問題解決したい」

「赤い玉のこと？　斉藤君がホテルの外に出たときにもう預かってるけど」

「赤い玉は実はこの宝箱に入って浜辺にあった。玉の他にもアイテムが入ってた」

　沖田はリュックからスチールケースを取りだした。

「私がケースごと預かるの？」

「うん、未来のリュックに入れといてくれればいい」

「でも、百万だよ。ずっと持ってるのもさあ。ただでさえ私……」

「ああ、あの服も持ってるもんな。そういうプレッシャーがかかるなら、担保として交こう換かんしておかないか？　女子にしか価値のない品だから、何かあっても奪うばわれないからな」

　しばらく考えてから未来はうなずいた。未来はリュックからスチールケースを取りだして沖田に渡す。これは未来がショップエリアで見つけた宝箱だ。中を覗のぞいてみるとあのコスチュームが入っている。天使のワンピースという特殊な衣装だった。

「こっちは赤い玉と小こ瓶びんが入ってた。小瓶のほうも預けとくけど絶対に開けるな。俺に何かトラブルがあって戻ってこられなくなったときに、それを開けて誰だれかに相談しろ」

「わかった、約束する」

　未み来くはうなずいた。彼女は態度は悪いが、こういった約束は純真なほどに守る。それは体育会系の単純でありつついい部分だ。

　沖おき田たはスチールケースをリュックに入れ、ホールに視線を戻す。未いまだに議論の結論は出ていないようだ。混乱は収まらない。

「……状じよう況きようを確認しよう。現在、須す藤どうの元には四人程度の女子がいる」

　斉さい藤とうが情報をまとめているが、ペアが崩ほう壊かいを始め、誰だれが誰のペアだかわからなくなっており、状況が見えにくい。

「あいつの目的はなんなんだ？」

　情報の整理ができず、鈴すず木きがイライラしている。

「まずはこうして俺おれたちにプレッシャーを掛けた。それから、何らかの接せつ触しよくがあるかもしれない。それが交こう渉しようの常じよう套とう手段だから」

　わかっていることは、生徒たちは二つの勢力に分かれたということだ。ホテルの生徒たちと、須藤を中心とする異い端たん勢力。

　生徒たちの間に異様な雰ふん囲い気きが流れる。これは密室のゲームではなかった。リアルな人間とのコミュニケーションだった。今まで学校という記号に守られ、そんな単純なものが見えていなかったのだ。

　そんなとき、ふとホールがざわついた。生徒たちの視線を追って沖田もはっとする。ホールに入ってきた女子がいたのだ。それは花か穂すいだった。

「花穂さん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　香か緒お里りがワンピースの汚れた花穂に駆かけ寄よる。沖田もそれに続く。

「どうした、何があった？」

「いえ、急いで帰ってこようとしたら転んでしまって」

「須藤には会えたのか？」

「はい。コテージエリアには軽音部の人たちもいて、須藤さんも自販機を独どく占せんしているのを知っていました。私がやめるようにって言っても聞いてくれませんでした。これはゲームだって」

　言ってることに矛む盾じゆんはない。あくまで須藤はゲーム主しゆ催さい者しやが用意したアイテムを利用しているのだ。認証装置をロックするアイテムなど、独占目的以外の使用は考えられない。

「須藤の目的はなに？　何かメッセージを託たくされたんじゃない？」

　斉藤が聞く。花穂は沖田から受け取ったペットボトルの水を一口飲んでから続けた。

「……女子は須藤さんのペアになれば食料と衣装を渡す、と。男子は木の実と交こう換かんだと言ってました」

　場に不ふ穏おんな空気が流れた。須藤はゲームでの利益を吸い取ろうとしているのだ。と、周囲の生徒は考え苦い顔をしている。

　沖おき田たは別の思考だった。この条件提示における一番のポイントは男女の差だ。須す藤どうのペアになった女子は食料の他、コスチュームの購こう入にゆうも可能で、ゲーム後に賞金を手に入れることになる。一方、男子は木の実を渡してしまえば賞金はなくなる。基本的に男子と女子は共きよう闘とうが可能である一方、男子と男子は協調しにくいセッティングとなっている。

「なあ、それより、なんで女子たちは戻ってこない？」

　鈴すず木きは須藤に捕とらわれた女子たちを心配している。

「篠しの田ださんたちと手分けして須藤さんを探したんです。私が須藤さんを見つけたときは、すでに篠田さんたちは須藤さんのペアになってました。そして、私にもなるようにって。でも、私は断って……」

「女子が裏切ったのか？」

「いや、脅おどされてるんじゃないか？」

　不ふ穏おんな空気が流れ、生徒たちが口々に意見を言う。

「でも、須藤さんはそれ以上引き留めずに、私は帰してくれましたけど」

「それは、さっきの条件を伝えるためだろ。あいつの都合だ！　こうなったら、直接やるしかない。捕つかまった女子だって救出しなきゃいけないだろ」

　鈴木が声を上げる。そんな鈴木を斉さい藤とうがなだめた。

「待てって、ちょっとそれは違う。やっぱり解決するには話し合いをするしかない」

「話し合い？　もうあっちはそれを放ほう棄きしてるんだぞ。軽音部の連中もゲームで用意されたアイテムだとしても、非人間的なことをやっている。友達の範囲を越えている」

「だからって大勢で須藤たちを襲おそうのか？　必ずどちら側かが大けがを負う。そうしたらどっちにしろゲームは不成立になる」

「それも辞さない覚かく悟ごでやる」

「だったら、金ぐらいすっきり渡してやったらどうだ？　須藤は明確に金が目的だ。渡せばこれ以上取られることもないし誰だれも傷つかない。ゲーム不成立の覚悟でやるなら、金ぐらい捨てる覚悟なんだろ。そっちのほうが理性的だ」

　ディベートは斉藤のほうが上だった。極限ゲームサークルの斉藤は、金や名めい誉よよりも平和的解決を望んでいる。

「みんなはちょっと感覚が麻ま痺ひしてる。最初の俺おれたちだったら、こんな場合、まず須藤よりもそんなことになる状じよう況きようをセッティングした主しゆ催さい者しやを責めるはずだった。でも、いつの間にか俺たちはこの異常なゲームを受け入れている」

　斉藤の言葉は的を射ていた。沖田も今それに気づいた。水はゆっくりと熱せられ、いつの間にかお湯になっていることに気づかなかったのだ。変化の違いに気づかず、鍋なべの中の蛙かえるは脱だつ出しゆつすることなく茹ゆだってしまう……。

「俺も暴力は反対だ」

　沖おき田たも議論に口を挟はさんだ。その言葉に、隣となりの花か穂すいがうれしそうな顔をした。

「それに須藤も暴力なんて使ってない。考えてみてもこの状じよう況きようを用意した主しゆ催さい者しやに瑕か疵しがある。つまりゲームのルールの範囲内なんだ。ここで暴力を振るったら、俺おれたちが友達としてのルールを破ることになるぞ」

「じゃあ、沖田に何か考えはあるのか？」

「……脱だつ出しゆつ、じゃないか。この時点で脱出を考える。すでにゲームは崩ほう壊かいしかけてる」

　しかし、斉さい藤とうが首を振った。

「脱出ポイントもロックされているらしい」

　沖田は首をすくめた。自動販売機だけをロックできるアイテムではないのだ。それも須藤の指示だろうか。

「とりあえず、話し合いをしてみる」

　斉藤がまとめようとしたが、沖田が続けた。

「ただ、その前に俺たちの意思統一をするべきだ。みんなはここで意思表示をする必要がある。両手を上げて降こう伏ふくするか、それともゲームを続行して戦う意思表示をするか」

「戦うって、沖田は暴力は反対なんだろ」

　鈴すず木きが怪け訝げんな顔をした。

「暴力はな。俺たちは最初から武器を渡されているだろ。ゲームのルールの範はん疇ちゆうなら暴力じゃない。これがゲームの定義だ」

「……ブリッツか」

　男子生徒の視線は女子に向いた。女子が持っているブリッツは暴力ではない。そんな中、声を上げた女子がいた。

「駄だ目めです！　そんなことしたら、取り返しのつかないことになります」

　それは花穂だった。

「友達同士でそんなこと、駄目です。相手がやったからってやり返すといつまで経っても終わりません。それに、やっぱり私たちは友達同士です。友達同士で仲良く時間を共有する、それがゲームの定義だと思うんです」

　周囲が沈ちん黙もくした。学校生活で目立たなかった少女がはっきりと意見を述べている。

「そんな考えはつけ込まれる。弱みを見せると相手の条件はエスカレートするぞ。換かん金きんするボールは自分の意思で判断しろとなってるけど、最終的には力ずくで奪うばわれる。これは実際の社会生活でもそうだよ。お人好しは搾さく取しゆされ弱者となる」

　沖田は何気なくそう言ったつもりだったが、花穂はボロボロと涙をこぼし始めた。

「花穂……」

「……そうです、私は弱い人間です。私はお人好しで無能な人間だから、こんなときに何もできません。みんなが困っているときも泣くしかできないんです」

　花か穂すいは顔をごしごしと擦こすってから沖おき田たを向いた。

「でも、沖田さんは違います。助けてください」

「俺おれに何を期待してるんだ」

「沖田さんは私を助けてくれたじゃないですか。囚とらわれた私を助けだしてくれました」

　沖田は困こん惑わくする。周囲も何を言っているのかわからずぽかんとしていた。

「……石せつ窟くつのこと言ってるのか？」

「沖田さんは約束を守って脱だつ出しゆつさせてくれました。確かに服をはぎ取られたり暴行を受けたり、性的行為も受けました。でも、私は助けられました。暗く湿しめった石窟から脱出でたんです」

　なんてお人好しなのだろうかと、沖田は思った。

「喧けん嘩かしてこのゲームが終わるのは嫌いやなんです。最後だから最後の思い出に楽しくゲームを終えたいです……」

　そう訴うつたえる彼女の白いワンピースは惨みじめに汚れていた。彼女の格好を見て沖田は少しだけ恥ずかしくなった。ずっと花穂のペアは自分だったのだ。もっとまともな格好をさせてやればよかったという複雑な感情だった。

　石窟では姫ひめ役やくだったのに、このゲームではただの女の子だ。

「……ゲームの話だからな。極限ゲームのやつだよ」

　周囲の視線に気づいた沖田は、急いで言い訳した。

「と、とにかくあっちもその気なら、それを使うしかない」

　鈴すず木きはブリッツを使う決心をしたようだ。

「それは護身用だぞ。攻こう撃げき的てきな使用は控ひかえたほうがいい」

　斉さい藤とうがすぐに反論する。

「抑よく止し力りよくにもなるぞ。それがないと議論も成立しないだろ」

「武器を向け合っての議論なんて意味がない」

　鈴木と斉藤の対話は平行線をたどっている。

「それで話し合いになるなら……」

　議論に入ってきたのは女子たちだった。太ももに装着されたスタンガンを確認している。ここで彼女たちは自分の持つ武器を認識したことになる。

「でも、私たちは絶対に女の子に使ったりしないよ。あくまで話し合いがしたいし、捕つかまっている女の子たちを助けたいだけだから」

　スタンガンを持った未み来くが言った。

「わかってる。あくまで抑止力だよ。須す藤どう側の女子は五人もいないし、人数の差だけでプレッシャーを掛けられる。そして、ロックの解除と女子の解放を迫せまる」

　議論の趨すう勢せいは決していく。ホテルの生徒たちは平和的な斉藤ではなく、攻撃的な鈴木の意見を取り入れたこととなる。

　沖おき田たはそんな議論を横に花か穂すいの肩に手を置いた。

「ごめん、言い過ぎた」

「……沖田さん」

「だからもう泣くな。俺おれがなんとかしてやるから」

「本当ですか？」

　花穂は涙をぬぐってから顔を上げる。

「うん、石せつ窟くつの約束は守るよ。必ず俺の手で無事に脱だつ出しゆつさせてやる。トラブルを終わらせて、島を平和にしてからお姫ひめ様を抱だきかかえて脱出する」

「はい！」

　花穂はうれしそうに笑った。

「このゲームを好きにさせるわけにはいかないからな」

　このゲームで最初に脱出し勝者となるのは自分でなければならない。
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　状じよう況きようは混迷を極めていた。

　斉さい藤とうは焦あせっていた。まだゲームのルールに準じて行動しているうちに問題解決を図らねばならない。現在のトラブルはゲームにおけるカードを利用しているに過ぎない。極限ゲームの行動カードのようなものだ。行動カードを乱暴に投げつけている程度ですんでいる。

「……いないね」

　香か緒お里りが言った。斉藤は数人のメンバーと共にコテージエリアに来ていた。コテージは七軒あるのだが誰だれも人はいない。

　ホテルでの議論は終わり、生徒たちはそれぞれ自分の意思で行動を始めた。鈴すず木きを中心に須す藤どうとの対決を選んだ生徒、危険を避さけようと避ひ難なんする生徒、須藤や軽音部を見つけようと島を探たん索さくする生徒。そして斉藤は須藤と交こう渉しようするためここに来たのだった。

　本当なら全員で意思統一をしたかった。しかし、これがゲームである以上、行動は自由なのだ。各自の判断に委ゆだねられる。斉藤が須藤や軽音部の行動をゲームの範囲内とした前提で議論したため、それを止めると論理的矛む盾じゆんが生じてしまう。

「移動してるんだな。動きに気づいたのかも」

　斉藤は静まりかえったコテージエリアを眺ながめた。やはりホテルの中にスパイがいたのかもしれない。須藤と通じており情報を流したのだろう。しかし人数が多いために、全員の行動をチェックすることはできず、密通者をあぶりだすことは不可能なのだ。

「できれば、鈴木たちと大げさなトラブルになる前に会いたいんだけどな」

「喧けん嘩かになったら困るよね」

　斉さい藤とうについてきた香か緒お里りは心配げだ。須す藤どうの元にいる女子にも知り合いが多いようだ。須藤のペアになったという女子たちの心変わりが斉藤には納得がいかなかった。まずはその理由を知らねばならない。

「……斉藤君！」

　声はコテージエリアに走り込んできた神楽かぐら坂ざかのものだった。

「須藤君を見つけたわ。広場に、女の子たちと一いつ緒しよにいた」

「わかった、すぐ行こう。心配しなくていいよ神楽ちゃん。話し合いをするだけだから」

　島にいるのはあくまで学校の同級生なのだ。日常生活で培つちかった人間関係があり、ゲームでトラブルが起きたとしても、そう簡単にその関係は崩ほう壊かいしないはずだ。

「広場はこっちの道だよ、斉藤君」

　香緒里が斉藤を先導する。ずっとホテルにこもらざるを得なかった斉藤は、島の地理を完全には把は握あくしていなかった。香緒里は沖おき田たと行動を共にしていたようで、位置関係が頭の中に入っているようだ。

　斉藤は沖田のことを考える。もしかしたら沖田が須藤と組んでいる可能性もある。脱だつ出しゆつゲームの攻こう略りやくのために須藤たちを利用したのだ。しかし、そう疑ったらきりがなかった。

　広場が見えた。もしも須藤が暴力で女子を支配していたら最悪だ。ゲームクリアよりも、ゲームの中止に向かって動かねばならない。もしかしてと思う。このゲームの主しゆ催さい者しやの目的はそれなのではないか。セッティングだけして、あとは生徒たちの意思で醜みにくい争いをさせる……。

　広場に入った斉藤は息を殺して中央スペースに向かう。アダンの茂しげみを抜けると、あの電灯がまず目に入った。

　斉藤は顔をしかめた。広場では女子生徒たち十人ほどが座っており、飲み物などを飲んでいる姿がある。女子たちの表情に余よ裕ゆうがあることに安あん堵どすると共に、人数の多さに斉藤は驚おどろいた。いつの間にこれほど増えたのだ？

「よお、斉藤」

　電灯に寄りかかるようにして立っていたのは須藤だった。須藤はまるで斉藤がここに来ることを知っていたかのようだ。

「話し合いがしたい」

　斉藤は背後にいるメンバーを制して一歩前に出る。一いつ瞬しゆんたりとも弱気を見せるわけにはいかない場面だった。

「俺おれのメッセージは聞いたか？」

「ああ、花か穂すいさんから聞いたよ。でも、のめない」

　斉藤の出現で女子たちが立ちあがった。少しだけ緊きん張ちよう感かんが走るのが見えた。須藤に相談に行った篠しの田だあかりや、志し田だの彼女の風ふう子この姿もある。

「そっか、広場の自販機に来た女子か」

　斉さい藤とうは気づいた。自動販売機エリアが使えないため、広場の自動販売機を利用しようと考えた生徒たちがいたのだ。ホテルでの議論の後、すぐにここに来た。要するに抜ぬけ駆がけした。まずは自分の食しよく糧りようを確保しようとの利己的な思考。そこを須す藤どうに捕まったのだ。ただ、中央スペースには女子のみで男子の姿は見えなかった。

「自販機はほとんどソールドアウトだけどな」

　須藤が自動販売機の方向を指さし笑い、斉藤を見た。

「この枠わくに入るんなら食べ物も分けてやる」

　須藤は、斉藤ではなく、一いつ緒しよについて来た女子生徒を見ていた。

「あかりちゃん……」

　香か緒お里りが困った顔をしている。

「こっちに入ったほうがいいよ。仕方ないわ」

　篠しの田だあかりは冷静に言った。何か言いたげな表情にも見える。

「それが自分の意思なら文句は言わない。でも、暴力で強要されたとかはない？」

　斉藤が篠田に聞くと、彼女は首を振った。

「暴力はなかったわ。ゲームの範はん疇ちゆうだった」

　篠田の言葉に斉藤は確信を強めた。やはり須藤は……。

「これは契けい約やくだ。食料も分けて持ちだせる衣装も購こう入にゆうする」

　須す藤どうは周囲の女子に視線を向けた。

「あぶれた男子たちの生活が破は綻たんするだろ」

　須藤の周りにいる女子は十人ほど。だとしたら、十人の男子がペアを失っていることになる。

「このゲーム、男の役目は薄いからな。そんな男たちを蹴け落おとしていくゲームなんじゃないか」

　須藤はこのゲームの真意に気づいていた。金銭を生みだせるものは女子なのだ。男子の役目は単なる認証システムでしかなく、複数が存在する必要はないのだ。

「こちら側のフラストレーションが溜たまって暴発する可能性がある。乱らん闘とうに発展するのは、須藤だって望んでないはず」

「そっちがその気なら、俺おれも本気になるがな」

「俺が間に入って、ゲームを続行させてもいい。明らかにその行為はゲームバランスを崩くずしている。ゲームの範はん疇ちゆうだとしても、このままだとまずいぞ」

　斉さい藤とうは須藤からの譲じよう歩ほを引きだそうとした。

「こいつらは自分の意思で仲間に入ったからな」

　須藤は平然としている。このままでは鈴すず木きたちとの衝しよう突とつは避さけられない。そんなとき、斉藤の前に進みでたのは香か緒お里りだった。

「仲間に入ったら、食べ物を分けてくれるんですか？」

「ああ、当然だ」

「……わかりました」

　香緒里は啞あ然ぜんとする斉藤をよそに前に進みでた。

「こっちに。認証する」

　須藤に香緒里が歩み寄る。周囲の女子たちは無表情だった。香緒里に助言したいが、何も言えないといった雰ふん囲い気きだ。

　須藤が香緒里の手をつかんだ。ピピッと音がして認証が行われる。香緒里はこれで須藤のペアとなった。香緒里はすっと手を引っ込めてスカートの裾すそに手を突つっ込こむ。その動きは素早かった。カチリと音がしたとほぼ同時に香緒里の手にはスタンガンが握にぎられていた。

「自動販売機を解放してください」

　香緒里はスタンガンを須藤の首元に当てた。

「契けい約やく違い反はんじゃないか？」

　須藤は抵抗する様子もなく平然としている。

「これはお願いです。みんなが困っているんです」

「それ、撃うてるのか？」

「はい、ゲームルールの範疇ですから」

　しかし香緒里のスタンガンを持つ手は震ふるえていた。

「そうだな。ゲームのルールだ」

　須す藤どうはポケットを探り妙みような機器を取りだした。それを見て周囲の女子たちの表情に怯おびえが浮かんだ。何をしようというのだ……。

「やめろ、香か緒お里りさん」

　斉さい藤とうが叫さけぶと同時だった。香緒里は悲鳴を上げてその場に崩くずれ落おちる。

「これもゲームルールの範はん疇ちゆうだ」

　須藤は冷たく言った。

「アイテムを使ったのか？　認証ロックだけじゃなくそんな使い方もできるのか？」

　斉藤は顔を歪ゆがめながら聞いた。倒れた香緒里は周囲の女子に抱だきかかえられている。

「軽音部のやつらが発見したアイテムとは違う。俺おれは俺でこれを見つけた」

　須藤が持っているのはスマートフォンのようなモバイル機器だった。

「大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて。たぶん、誰でもってわけじゃない」

　斉藤は背後にいる女子に言った。須藤は妙にペアにこだわっていた。とすると、あのシステムの起動条件はそれが含まれる可能性が高い。
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「……コテージエリアで宝箱を見つけたのか？」

　須藤は無言だったが否定しなかった。あの宝箱にアイテムが入っていたのだ。

「動くな。でないと、勢いでまた作動する可能性がある」

　須藤は未いまだにへたり込む香緒里に視線を向けている。

「わかった、もうそんなひどいことをするな」

　斉藤はここでやっと理由がわかった。須藤側にいる女子たちは裏切ったわけではなかったのだ。アイテムによって脅おどされている。また、従っていれば食料や衣装などは配られるという飴あめと鞭むちによってグループを構成しているのだ。

　このままでは須藤グループはさらに拡大してしまう。このアイテムについて注意を喚かん起きしなければならなかった。

「動くな、斉藤」

　アダンの茂しげみから出てきたのは軽音部の男子たちだった。それにいち早く気づいた神楽かぐら坂ざかは逃げだしたが、他のメンバーは動けない。

「従ってれば、あんなことにはならないから」

　斉藤のペアだった女子は須藤グループに入ることを強要されている。彼女には選せん択たく権けんはなかった。怯えながらも須藤のペアになるしかない。

「悪いな斉藤。しばらくの辛しん抱ぼうだからよ」

　軽音部の男子が斉藤のベルトを引き抜き手を縛しばる。

「お前のサークルのＯＢってすげええげつないシステムを考えるな」

　そう言われ、斉藤は返す言葉がなかった。

　これで自分は行動不能となった。この須す藤どうグループの暴走を防げるとしたら鈴すず木きだった。逃げだした神楽かぐら坂ざかがアイテムの情報を伝えられればそれなりの対策は立てられるだろう。しかし、取り返しのつかない交戦に発展する可能性も高い。

「脱だつ出しゆつの方法は知っているのか？　いくら金をかき集めても脱出しないと持ちだせない。難解だろう脱出の謎なぞを解く自信があるのか？」

　斉さい藤とうは腕を縛しばられながら須す藤どうに言った。

「黙だまってな、お前は負けたんだよ。いや、ゲームに初めから参加してない。斉藤は厳重に縛ってしばらく隠かくしておきな」

　手足を縛れた斉藤は、タオルで口もふさがれ広場のアダンの茂しげみの中に転がされた。

「そろそろ移動しよう。少人数で行動しているやつから取り込む」

　須藤は行動を開始する。
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　ゲームの急展開。

　人数を取り込みグループが拡大するにつれて動きはスムーズになる。元々グループを作りたがる女子は、大人数の女子がいることを知り素直に群れに取り込まれた。このアイテムを使うまでもなかった。ゲームはもう終しゆう盤ばんだった。

　須藤はモバイル機器を持ちながらにやりと笑った。このアイテムの名めい称しようはブリッツ返し。コテージエリアに隠されていたスチールケースの中に金色の玉と入っていたのだ。

　すでに須藤のペアの女子は二十人に肥大していた。大勢の女子で動くと目立つがそれが功を奏していた。女子というだけで油断し、あちらから寄ってくるのだ。そこで、女子は取り込み、男子は荷物を奪うばって縛る。その繰くり返かえしだった。

　女子もこれ以上の被ひ害がいを出したくないのか須藤に従った。スタンガンを向けられた男子は諦あきらめたように無む抵てい抗こうになった。スタンガンという武力を恐おそれたのではなく、女子自体を恐れている。日常でも女子を敵に回すことなどなく、戦うという選せん択たくは存在しないのだ。

「動かないで、お願い」

　先ほどもペアを捕ほ獲かくし、女子たちが男子にスタンガンを向けている姿がある。

　ただし、女子はスタンガンを男子に向けつつも決して撃うつことはなかった。あくまでもブリッツは脅おどしであり、女子は誰だれかを傷つけるという発想すらしない。ただ、これ以上痛がる友達を見たくないという思考だった。

「外に出てるやつらはあらかた片付いたな」

　そろそろ夕方になる。夜になる前に決めておきたかった。

「……こういう理由なの。だからお願い」

　篠しの田だあかりが先ほど捕とらえた女子を説得している。女子はうなずき須す藤どうの元へ。その一連の行為はシステマチックに行われている。

　須藤は新しい女子の手を握にぎって認証を行った。これで二十一人目。

「暴れなけりゃ乱暴はしないからさ」

　軽音部の男子が、彼女のペアだった男の手を縛しばっている。

「そこの木の下に座っておいてくれ。あとで回収に来てやるから」

　須藤は普ふ通つうの口調で言った。こんなときは脅おどしてはならない。あくまでも平然とゲームとして行動する。追い詰められたネズミはどう行動するかわからない。なので、こうして相手に余よ裕ゆうを与えるように扱あつかわねばならない。

「それで、残りはどこにいる？」

　須藤は木の下に座り込んだ男子に聞いた。

「……ホテルにいる、と思う」

「そうか」

　ホテルにこもっているのは、あえて持久戦を考えた可能性がある。こちらは食料は大量にあり補給も可能だが、この大人数を連れて行動するのは労力がいる。あまり時間を掛けると、女子同士で何かを企たくらむ可能性もあった。

「青いボールしか持ってないのか」

　リュックをあさっていた軽音部ががっかりとした声を出した。

　須藤はそれを見て、縛られた男子の前に携行食とペットボトルを置いた。

「これは、青いボールのぶんだ」

　須藤はあえて木の実と食料の交こう換かんの約束を守っていた。これはペアの女子たちへのアピールでもあった。言い訳を与えてやっているのだ。スタンガンを向ける行動は、あくまで友達を守るための行動だと。

「よし、行こう」

　須藤の視線の先にはホテルがあった。ホテルを押さえれば長期的な探たん索さくも可能だ。脱だつ出しゆつのヒントを見つける時間も稼かせげる。

　須藤の合図のもと女子たちが並んで移動を開始する。須藤はブリッツ返しを握りながら集団の後方を歩いた。この機器にはペアとなった女子の名前が表示され、その名前をタッチすればシステムが発動するというものだった。

「絶対に私たちはブリッツを使わないわ」

　言ったのは篠田あかりだった。

「俺おれがやりたいのは対話だ。そのために指示に従えばいい。そうすればブリッツを撃うつ必要はないし、システムも使わない」

　須藤はそう言った。女子はこの篠田を中心にまとまっている。それはこの集団が文化系中心だからかもしれない。

　西の空を見ると赤くなった太陽が見えた。もうすぐ夕方だった。

「入るの？」

　先頭を歩いていた女子がホテルの入り口を指さした。

「ああ、入ったらスタンガンを構えろ。構えるだけでいい」

　女子たちは意を決した様子でホテルに入っていく。須す藤どうも女子の動きを監かん視ししながらホテルの回かい転てん扉とびらを抜けた。

「……おう、鈴すず木き」

　須藤はホールに入ってにやりと笑った。女神像の前に鈴木がおり、その両サイドに女子たちが立っている。その人数は二十人強。

「何しにきた、須藤」

「話し合いにきたんだよ」

「話し合いだな」

　鈴木は念を押すように言った。

「そうだ。だけど、力に頼たよった行動をするなら俺おれもやるぜ。俺は売られた喧けん嘩かは買うようにしてる。俺はただゲームをしているだけだからな」

　須藤は周囲の壁かべ際ぎわに立っている男子を威い嚇かくした。

「お前の提示した条件は聞いた。でも答えはノーだ。その女子たちを解放して出ていけよ須藤。そうしたら楽しくゲームを再開する」

「彼女たちは自分の意思で俺のグループに入ってもらった。楽しいゲームは続いてるぞ」

　須藤はにやりと笑ったが、内心は面めん倒どうな状じよう況きようだと思っていた。元から熱くなる鈴木の性格はやっかいだったが、今回は動きも早かった。極限ゲームでゲーム慣れしているのかもしれない。威嚇の武力を向け合っての対話は長引く可能性がある。

「ゲームを続行しているつもりなら、ここでゲームオーバーだな」

　鈴木の周囲にいた女子生徒たちがスタンガンを構えた。その表情はとても硬かたかった。

「ブリッツはこちらも使える」

　須藤グループの女子もスタンガンを構えている。

「こっちのほうが人数が上だぞ須藤。それに戦力的な問題もある。相手にならない」

「どういうことだ？」

「ブリッツを使う人間のことだ。女子は単なる駒こまじゃない。人間なんだ。運動神経のいい人間のほうが有利だろ」

　鈴木が言っているのはそちらに運動部員が多いということだった。女子７という枠わく組ぐみを中心に多くの運動部がホテルに残っていた。

「ふふっ……」

　須す藤どうは笑った。ピントのずれた考えだった。鈴すず木きの思考は明らかに間違いを犯している。だとしたらその緩ゆるい考えを利用できる。

「抵てい抗こうしないで。でないとスタンガンを撃うつから」

　スタンガンの先を向けて言ったのは陸上部の未み来くだった。しかし、声は上ずりスタンガンを持つ手は震ふるえていた。

「未来ちゃん、お願い、こっちに入って」

　そんな未来に篠しの田だが呼びかけた。未来は明らかに困こん惑わくした表情を浮かべた。

「それで、もうこんなゲームは終わらそう」

「でも、あかりちゃん、こんなことは……」

　対話する横で、須藤は香か緒お里りがスタンガンを構えていないことに気づいた。

「どうした一組の委員長？　スタンガンは？」

「……嫌いやです。友達相手にこんなの向けられません」

　香緒里はうつむいている。あまりに平和的な思考だった。

「スタンガンを降ろして降こう伏ふくしろ。でないと……」

　須藤は鈴木を指さした。

「……でないと？」

　鈴木が身構えた。

「でないとこうだ」

　悲鳴と共に香緒里が床ゆかに崩くずれる。ブリッツ返しの発動だった。

「これもゲームで与えられたゲームのうちだ」

　須藤は硬こう直ちよくする生徒たちにブリッツ返しの機器を見せた。

「動くな。動くとまた発動するぞ」

　須藤は機器に手を添そえながら威い嚇かくする。このアイテムの情報が漏もれてないのは幸いだった。これで場のイニシアチブを完全に握にぎった。

「スタンガンを降ろせと言っただろ」

　須藤は再び機器のタッチパネルを押した。床に膝ひざをついていた香緒里が再び悲鳴を上げた。

「やめて、わかったから」

　泣き叫ぶような声を上げたのは未来だった。未来は構えていたスタンガンを太ももに戻した。

「お前も動くなよ。お前がブリッツで攻こう撃げきされる上、お前のせいで彼女が電撃を食らうことになる」

　向かってこようとした鈴木を須藤が制した。

「向かってくるやつは撃て。相手が暴力を選せん択たくしたのなら反はん撃げきする権利はある。反撃しないとこれを使うぞ」

　須藤は女子にブリッツ返しを見せた。彼女たちは震える手でスタンガンをつかんでいる。

「……お願い、来ないで」

　泣き声を上げる女子たちを見て、こちらに向かってくる男子はいなかった。

「終わったな。男たちは手を床ゆかにつけ」

　須す藤どうは素早く指示を出した。相手に考える隙すきを与えてはならない。周辺にいた男子は顔を見合わせながらも須藤の指示に従った。

「鈴すず木き、聞こえないのか？」

　須藤が機器に指を添そえる仕草を見せると、最後に鈴木がぐっと唇くちびるをかみしめながらも床に手をついた。

「手を縛しばっていけ。抵てい抗こうしなければ何もしない。女子は一人ずつこっちへ」

　軽音部の男子が、抵抗を諦あきらめた男子たちの手を縛っていく。須藤は女子の認識作業を行っていく。これで島の勢力はほぼ独どく占せんした。

「ブリッツは威い嚇かくでしかない。それに気づかなかったお前のミスだよ。こっちの女子もスタンガンを撃てるやつはいない。そう知っていれば他のやり方もあっただろうがな」

　須藤は手を縛られる鈴木に言った。抑よく止し力りよくでしかない武力を、実際に使用する仮定で戦略を立てた時点で負けは決まっていたのだ。

　須藤は未み来くの認証を済ませた後に彼女のリュックを奪うばう。

「それは……」

　未来が焦あせったが須藤はかまわずにそれを開けた。中にはスチールケースが入っていた。

　スチールケースを開けると赤い玉と瓶びんがあった。須藤はまずその瓶を手に取った。瓶の中には巻かれた白い布が入っている。須藤はその布を取りだして広げた。

「なるほどな……」

　須藤はにやりと笑い、床に転がる緑のボールを蹴けり飛とばした。

「行こう。もうボールはいい」

　須藤は男子の腕を縛っていた軽音部に声をかけた。

「え、ホテルで生活するんじゃないの？　どこに？」

「──脱だつ出しゆつだ、急ごう」

　ゲームクリアの鍵かぎはそろった。




　　　　＊




　もうすぐ日が沈しずむ。

　男子生徒の荷物からカラーボールを集め、ショップでも購こう入にゆうできるだけの衣装を手に入れた。そして、須藤たちが向かったのはあの脱出ポイントだった。

「あのさあ、脱出は早くないかな」

　軽音部の男子が遠えん慮りよがちに声をかけてくる。

「なんでだ？」

「だって、まだ高額ボールが手に入るかもしれないし」

「これが潮しお時どきだよ。これ以上やったらゲームの範はん疇ちゆうじゃすまなくなる」

　須す藤どうはそう言った。鈴木の攻こう撃げき的てきな行動は予想外だった。これ以上フラストレーションを溜ためるとどんな行動を起こすかわからない。だとしたら、やるべきことは早急にゲームから離り脱だつすることだ。

　それに、このゲームは予想以上に残ざん虐ぎやくに設定してあることに気づいたのだ。須藤の勘かんは警けい戒かい音を鳴らしていた。早くこの島から逃げろと言っていた。これ以上島での生活を続けると、須藤が制せい御ぎよできないほどの混乱に陥おちいる可能性がある。ブリッツ返しのアイテムを使い強引に動いた理由もそれだった。

「でもなあ、終わらせるのはもったいないよな」

　軽音部の男子は顔を見合わせている。それを聞いて須藤は苦笑いする。無知な意見だった。やつらは人間の残ざん酷こくさを知らない。日常生活で人間の真の姿を見てこなかったからだ。人間が普段かぶっている仮面はあっさりと剝はがれる。そして、仮面の下には醜みにくく残虐な真の顔が隠かくされているのだ。

「今なら遊びで済むのさ。学校のお友達同士の交流の範囲内だ」

　喧けん嘩かは常に落としどころを考えねばならない。でなければ負の感情をいつまでも引きずることになる。斉さい藤とうなどは負の感情がエスカレートし収拾がつかなくなるのを予想しているのかもしれない。だからこそ、あのように消極的な行動を取っている。このゲームの本来の姿を予想してゲームを続行したがるのは常人では無理だ。いるとしたら異常者だろう。

　脱だつ出しゆつポイントに近づいた。目印のあるアダンの茂しげみを抜ぬければあの鐘かねだ。

「お前たちは脱出に異存はないな」

　須藤は女子たちを振り返った。皆は顔を見合わせながらうなずく。女子たちは本能的に危険を感じ取っているのだ。

　彼女たちはショップで買ったコスチュームやアクセサリーをつけている。時間を割いてもこうしたのは連帯責任を負わせたかったのだ。賞金を手に入れた女子たちは、強引な行動を取った須藤と同じ立場になる。

　これで、少しは日常に戻ったときの負担が減るはずだ。女は危険だからな、と須藤は思った。

「行こう、脱出だ」

　須藤はアダンの茂みをかき分けていく。すでに幾いく人にんもの生徒たちが通ったのでずいぶん抜けやすくなっている。このルートだけでなくいくつか抜ける場所も発見されたらしい。しかし、もうこの道を使う必要はない。

　アダンを抜けると夕日に照らされた鐘と人ひと影かげが見え、須藤は顔をしかめる。

「脱だつ出しゆつが目的なら俺おれが案内してやろうか？」

　台座に座っていたのは沖おき田ただった。

「どけよ沖田。もうゲームは終わりだ」

　須す藤どうは平然と茂しげみから抜ぬけでた。

「動くな。強引なゲームの終了は許さない」

「じゃあどうする？　殴なぐって止めるか？」

「殴らないよ。あくまでゲームのルールに則のつとり、止める」

　須藤は足を止めた。背中にスタンガンを突つきつけられていたのだ。

「動かないでください、でないと撃うちます」

　震ふるえる声でスタンガンを握にぎっているのは花か穂すいだった。

「な、この場所だったら人数は関係ないだろ」

　沖田の言うとおり、狭せまい道ゆえに一人ずつが精せい一いつ杯ぱいだ。須藤の後ろついてきていた篠しの田だも困こん惑わくした様子で出てこられない。人間がつっかえてしまった。

「あれを投げろよ須藤。あのアイテム。あれはゲームのルールとはいえ人道的じゃないよな。あれを破は棄きしてゲームを再開させる。仲直りして今度こそ楽しくゲームをしよう」

　沖田は台座に座ったままにこりと笑った。

「そ、そうです、沖田さんの言うとおりです。こんなゲームの終わりかたは納得できません」

　花穂も沖田に同意している。

「それがあいつの本心だと思うのか？」

　須藤は花穂に忠告した。

「ゲームで壊こわされかけた人間関係は、ゲーム内でしか修復できない。俺の希望はゲームの継けい続ぞくだ。俺たちはこのゲームを終えても日常がある。そのためにここでもう一度握あく手しゆをしておく必要があるだろ」

　沖田の言葉に花穂は妙みような表情をした。安あん堵どしながらも痛みを感じているような表情に須藤には見えた。

「アイテムを投げてくさい」

　花穂は須藤に頼たのんだ。背後にいる女子たちも動向を固かた唾ずをのんで見守っている。

「須藤、妙な行動をしたら撃つぞ。ゆっくりとこっちに投げるんだ」

「……撃てよ。俺はゲームのクリアをしたいだけだ。それを止めるならブリッツを使え。俺は女を殴ってまで身を守ろうとは思わない」

　須藤は抗あらがうことなく言った。

「う、撃ちますよ」

　花穂が唾つばを飲み込む音が聞こえた。

「撃て、花穂。ゲームを崩ほう壊かいさせた須藤を止めるにはブリッツしかない。やるんだ」

「…………」

　花か穂すいは両手でスタンガンを持ち須す藤どうに押しつけている。手だけではなく体ごと震ふるえていた。歯がガチガチと鳴っている。

「やれ、やるしかないだろ。なんで撃うたない」

　沖おき田たが立ちあがって叫ぶ。

「できません！」

　花穂は頭を振った。

「そんなこと、私にはできません……」

「お前がなんとかしてくれって言ったんだろ。だったらそれくらい撃てよ」

「私は、ただゲームを続けたかっただけです。みんなと仲良くゲームをして、楽しい思い出を作りたかった。こんなことをしたかったわけじゃないです」

　花穂はボロボロと涙をこぼしていた。

「私、学校生活で目立たなかったから、友達も少なくて、でも、最後にみんなと同じ時間を過ごしたかった。それなのに……」

「なに言ってんだ馬ば鹿か。やれよ、スタンガンを撃てって言ってんだ」

「できません。私は無理です」

　花穂はスタンガンを持ったままへたり込んでしまった。

「まるでこれで学校生活も終わりのような言い方だな」

　須藤は花穂を見下ろしつぶやいた。

「……終わりなんです」

　花穂の手からスタンガンがぽろりと落ちた。それを見て沖田は啞あ然ぜんとしている。

「沖田、お前とは違うんだ。普ふ通つうの人間は痛みに敏びん感かんだ。スタンガンなんて撃てない」

　須藤は沖田を向いた。

「花穂さん、もう抵てい抗こうしないで。一刻も早くクリアしよう」

　茂みから出てきた篠しの田だが震える花穂の肩に手を添そえる。

「沖田、こっちに来い。ゲームセットだ。それとも俺おれと殴なぐり合あってでも止めるか？」

「……ルールに反することはしない」

　沖田は台座から降りた。

「ごめんなさい、沖田さん」

　涙を流しながら花穂は首を振った。

「ボタンを押すだけだったのに」

「でも、こんなの嫌いやです。こんな武器は使っちゃいけないんです」

「じゃあ俺にどうしてほしかった？　結局なにがしたかった？　女っていつでも泣いて多くしゃべって表情をくるくる変えて、結局たったひとつの真実も語らない」

「ただ、私を、脱だつ出しゆつさせてほしかった……」

「脱出？　石せつ窟くつのお遊びのときのように？　お前、泣いてただろ」

「あのとき、うれしかったんです。怖こわかったのもありました。でも脱出したとき、本当に石窟から出たかのようにぱあっと光が見えて、解放された感覚でした。そうしたら、ほっとして涙が出て、これが脱出ゲームなんだなって」

「俺おれはお前のために脱出したわけじゃない」

「でも約束を守ってくれました。沖おき田たさんは、私から奪うばうだけではなく、初めて与えてくれた人でした。たとえそれがゲームでも……」

　花か穂すいは両手で顔を覆おおいながら嗚お咽えつしている。

「気にすることないさ。撃うたれてもその程度の電圧じゃ俺を行動不能にできない」

　須す藤どうは花穂に言った。スタンガンを日常で所有していた須藤は、火花を見ただけである程度の電圧を見極めることができた。このスタンガンの電圧は一万ボルトに満たないはずだ。

「沖田を見張っててくれ。すぐに終わる」

　須藤は入ってきた女子たちに言い、スタンガンを持って囲ませる。

「安心しろ形だけだ。こっちの女子もスタンガンなんか撃てない」

　須藤は皮肉を言って台座に跳とび乗のった。

「これで脱出だ。お前の見つけた方法でな」

　須藤は半球状の穴に青と緑と金の玉を三種類置いた。その方法は瓶びんの中の布きれに書いてあったのだ。そしてボタンを押して脱出──。

　そのとき沖田が顔を上げにやりと笑った。

「それ、噓うそだよ。俺が作ったんだ」

　須藤はボタンを押そうとした手を止めた。

「単純だな。何かに焦あせってるから簡単に騙だまされる」

　気配を感じて背後を向く。須藤は目を丸くした。そこにはにこりと微笑ほほえむ少女が立っていた。──妙みような格好をしている。シースルーの水着のようなドレスで、無防備に肌はだをさらしている。頭には金色のティアラ、キラキラ光るネックレスをつけており、まぶしさに目がくらんだ。

　あまりの場違いさに須藤は一いつ瞬しゆんだけ硬こう直ちよくした。そのときには、少女はごく自然に須藤の横っ腹にスタンガンを押しつけていた。

　──やられる。

　こいつは撃てる。本能的にそう感じた。少女は微笑んだまま指に力を入れる。

　──耐たえろ。

　この電圧だったら耐えられる。一発を耐えて強引に彼女の手を押さえ認証、そしてブリッツ返しで撃げき退たいする……。

「────！」

　火花が散った。

　衝しよう撃げきは強きよう烈れつだった。全身を電気が走り、頭をレンガで殴なぐられたような衝撃。遅おくれてバチンと音を聞いた。そのときにはすでに全身の力が抜ぬけていた。須す藤どうは糸の切れたマリオネットのように台座に崩くずれ落おちる。

「そいつ、撃うてるんだよ」

　沖おき田たが笑った。須藤はぶれる視界で少女を見た。思いだした。あの変人といわれるイカれた女だ。そうだ、こいつなら撃てるかもしれない。しかしだからこそ行動的な男子とペアにならないようにマークしていたのだ。

「こうなるだろうと思って保険を掛けていたんだよな。梨り央おのペアの男子は彼女がいただろ。そいつを俺おれのペアにして確保していた。いつでも梨央とペア交こう換かんできるようにな」

　そうだ、田た中なか梨央だ。梨央はスタンガンを持って平然と微笑ほほえんでいた。セクシャルなドレスとスタンガン。そのずれた取り合わせが妙みように美しく感じた。

　体が動かない。何な故ぜこれほどの電圧が……。

「衣装だよ」

　須藤の目を見て疑問を察したらしい沖田が言った。

「俺はコスチュームと女子の関連について調べてた。そう、衣装評価が高いほどブリッツの電圧が上がる。梨央の衣装、宝箱で見つけた高ランクものだからな」
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　須す藤どうは朦もう朧ろうとする意識のなか笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　須藤に駆かけ寄よったのは花か穂すいだった。花穂は心配げに須藤を見つめている。あまりに純真な表情だった。教室にいてもこの島にいても変化がない、いつでも彼女は別の場所にぽつんと座っているような気がする。

「……話が違います」

　花穂は沖おき田たを見上げて首を振った。花穂の表情を見ていると胸が痛む。すべてを諦あきらめたような表情は須藤自身がよく知っている種類の表情だった。あのとき花穂を手持ちの駒こまにせずメッセンジャー役にしたのも、弱者の彼女を利用するのは気が引けたからだ。

「花穂がやれないから梨り央おがやることになった。汚い行為を人任せにして、自分は綺き麗れいなまま文句を言うのかい？」

「違う、違います、そんなんじゃ……」

　花穂はうつむき涙を流す。須藤は花穂を擁よう護ごしてやろうと思ったが、口は動かなかった。

　沖田は須藤のポケットからブリッツ返しを奪うばった。

　──馬ば鹿かめ。

　沖田は大きな失敗を犯している。解放されたはずの女子生徒たちの表情は重い。新たなゲームルールが提示されたからだ。

　ブリッツは攻こう撃げきに使うものだと──。

「ゲームは続行する。脱だつ出しゆつはもっとスマートに行うものだ」

　沖田は生徒たちに高らかに宣言した。
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　ブリッツはチキンレースのようなものだ。断だん崖がいに猛もうスピードで走りプレッシャーを掛け相手に先にブレーキを使わせる。つまり相手の譲じよう歩ほを引きだすのだ。それは狂きよう気きに見えて理知的に解明できるジレンマである。しかし、最終的にチキンレースに勝つのは、理性的なプレイヤーではなく狂気を持った人間だ。社会的に不合理性を持った人間が勝利する……。

　斉さい藤とうは広場の電灯の下で空を見上げていた。月が異様に眩まぶしい島の空だった。穏おだやかな波の音、混乱の収束した島は静けさを取り戻していた。

「……あのままだと駄だ目めだ。みんなも怯おびえる」

　鈴すず木きが言った。広場では二回目のサミットが行われていた。鈴木と斉藤の他、如月きさらぎ未み来く、篠しの田だあかりの四人がそろっている。この四人がいればほとんどの生徒をフォローできるのだ。

「でも、どうしたらいいかな？」

　未来の表情は沈しずんでいた。いつでも明るく活動的であるが故ゆえに、いったん感情が沈むとリカバリが遅おそいのかもしれない。目の前でクラスメイトの痛んだ姿を見たことを引きずっているようだった。

「許してやってもいいんじゃないかな。あのアイテムを渡さなけりゃ、もう須す藤どうも強引なことをしないだろう」

　斉藤は、妙みようなことだがあの行動により須藤への信しん頼らい度どは上がっていた。須藤はあくまでゲームのルールの範はん疇ちゆうで、それを超した行動はしなかった。たとえ女子が傷ついたとしても、須藤は極限ゲームのルールを守ってくれたのだ。

「沖おき田たも言ってた。ゲームで壊こわれた人間関係は、ゲーム内でしか修復できないって。だから、許してやってもいいのかも」

　未来はため息を吐ついて空を見上げた。そんな仕草は妙に女性らしかった。あのトラブルによって彼女は変化していた。

「駄目よ。一度でも友達を裏切った人間はまた裏切るわ。それにまた誰だれかが何を起こすかわからない。そのためにも明確な処しよ罰ばつはしておかなきゃならない」

　その意見は篠田だった。彼女の表情は鋭するどい。あのトラブルをきっかけに変化したひとりだった。冷静で知的な篠田は、須藤の道具と成り下がりゲームを乱した自分を恥じている。そしてその感情を怒いかりに転化した。

「軽音部の人たちはまだ遊びで済むから許してもいいけど、須藤君は無理だわ」

　軽音部の連中は須藤がブリッツに倒れたと知るとすぐに態度を変化させた。あの認証ロックアイテムも差しだし、自動販売機は解放された。奪われたカラーボールも所有者に返へん還かんされ、生徒たちの生活は元に戻った。表向きはだが……。

「俺おれも篠田さんと同じ意見だ。須藤のやったことは一線を越えている。ここでぬるいことを言ったら、また混乱が起こる可能性が高い」

　鈴木も同意する。須藤についての処分は二つに分かれた。しかし、生徒たちの反応を見た限りでは処分派が多いようだった。生徒たちは須す藤どうのやった事実しか見ていない。本来なら残ざん虐ぎやくなのは須藤ではなく、このゲームの企き画かく者しやなのだが。

「でも、処分って何か方法があるの？」

　未来の視線に斉さい藤とうはうつむいた。その方法はすでに頭に浮かんでいた。ずっと頭の片かた隅すみにあったものだが、パズルのピースがカチリとはまってしまった。

「ゲームのルールの範はん疇ちゆうでの処分方法はある」

　斉藤は言った。しかし、使っていいものなのだろうか。少しずつ移動していつの間にか引き返せない場所にいるような気がした。

「……檻おりだ」

　斉藤は広場に設置された檻を見た。あれは猛もう獣じゆうを入れるものではなく、人間を入れるためのものだった。それしか用よう途とは存在しないのだ。

　もうひとつその使用方法について確信を強めた理由がある。あのとき斉藤は神楽かぐら坂ざかに助けられホテルに急いだのだが、そこには手足を縛しばられた男子たちの姿があるだけだった。

　そしてあの女神像からの声を聞いた。

　──高レベルのブリッツが発動したようですね。何かトラブルがあったのでしょうか。ではあの使用方法を教えておきます。雄おすは左、雌めすは右です……。

　須藤がブリッツに倒れたタイミングでの声だったのだろう。

「左の檻が男子を入れる檻なんだと思う」

「……そんな」

　それを聞いた未来が顔を歪ゆがめた。

「ルールの範囲じゃないかしら。須藤君がルールに準じたと言うのなら、あれだってゲームのルールよ」

　篠しの田だはっきりと言った。

「俺おれもそれでいいと思う。食料とかはこっちでフォローできるし」

　鈴すず木きも少しだけ迷った後に賛同した。

　本当にそれでいいのだろうかと斉藤は思う。ルールの範疇、そんな言葉は正義なのか。

「もう一度楽しくゲームをやろうって、沖おき田たは言ってたのにな……」

　未来のつぶやきが聞こえた。須藤の暴走を止めたのは沖田だが、そんな目的ではないのは確かだ。モラルからでも痛む友達を見たくないという理由でもない。ただ脱だつ出しゆつを目指している。

　生徒たちの中で一番ゲームに忠実に行動しているのは沖田だ。
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　潮風、月明かり、波の音……。

　バチンと何かが弾はじける音がして、どさりと砂浜に倒れる。

「この痛みで過去のお前はさらに壊こわれる。そして精神は代謝を繰くり返かえし新しいものが構築される。昔のお前は消えていく」

「あ、新し、い、私……」

「肉体には肉体、精神には精神の速度とキャパシティがあり、調和なくては先に進めない。古い自分を壊してこそ、新しい田た中なか梨り央おが生まれる」

「私は、新しい田中梨央……」

　砂浜に仰あお向むけに倒れているのは半はん裸らの梨央だった。月明かりを浴びて肌はだが真っ白く浮かび上がっている。

「お前はもう昔の痛みは感じない……」

　沖おき田たはあのブリッツ返しのアイテムを握にぎって立っていた。ここはあの入り江だ。夜のビーチに来ていた。波の音に混じって梨央のあえぐような吐と息いきが聞こえる。

　そんなふたりの背後に棒立ちする人ひと影かげがあった。

「な、何をしてるんですか？」

　いつの間にか花か穂すいが立っていた。花穂は啞あ然ぜんとした表情を向けている。

「……まさか、ブリッツを」

　花穂は震ふるえる声で沖田が握る機器を見ている。

「須す藤どうのように使うことはない。ただ、少しだけ治ち療りように利用しただけだ」

　平然と言う沖田に、花穂は声を荒あらげる。

「これが治療？　何を言ってるかわかってるんですか」

「治療だよ。梨央は壊れてる。それを少しずつ修復してる」

「沖田さんが何を言っているかわかりません」

　花穂は倒れる梨央を抱だき起おこす。しかし、笑みを浮かべる梨央を見て目を見張った。

「梨央さん？」

「……昔の私は壊れる」

「しっかりしてください」

「これは契けい約やくなんだ。俺おれが梨央に与える代わりに、梨央も俺に与える。そんな平等で対等な関係なんだ」

　意味がわからないといった表情で花穂は沖田を向いた。

「梨央は精神異常者だ。学校であったあの心理テストでもあっさり引っかかった。梨央は昔のトラウマによって心が病んでいた」

「……あのテストのことですか？　でも、引っかかったのは沖田さんだけだったはず」

「二年のときは梨央と同じクラスで机を並べてた。だから交こう換かんしたんだよ」

　沖田が提出したのは梨央のものだったのだ。そして、沖田はその後メンタルケアを受けることとなる。

「なんでそんなことを」

「梨り央おがメンタルケアと称しようした玩具おもちやにされるのを黙だまって見てろと？」

　そう言うと花か穂すいは黙った。梨央と交こう換かんしたのは彼女をかばう理由だけではなかった。メンタルケアに興味があったのだ。異常者として接してくるだろう専門家と会話をしてみたかった。

「でも、そうしたら梨央さんはいつまで経っても治ち療りようができなくなって」

「だから俺おれがやってる。メンタルケアの専門家の治療を受けたからな。そして、それを元に独自の治療を梨央に続けている。俺が彼女の精神を守っている」

　女性は白いワンピースそのものなのだ。簡単に外部の情報に影えい響きようされ染められてしまう。そして、一度染められた色はなかなか落ちない。汚れた色を落とすには、その上から別の色を塗ぬるしかないのだ。だからこそ沖おき田たは梨央に色を塗り続けている。梨央を苦しめる昔の汚れた色が完全に消えるまでだ。

「それこそ玩具じゃないですか」

「いや、対等な人間関係だよ。そのルールは破らない」

　梨央を一方的に利用したことはなかった。沖田と梨央は特別な信しん頼らい関係で結ばれているのだ。

「俺は崩ほう壊かい寸前の梨央の精神を守り、梨央は俺に身を捧げる」

「……沖田さんはおかしいです」

　花穂は梨央を抱だきかかえたまま首を振った。

「だから梨央さんはブリッツを使えたんですか？　正常じゃないから」

「違う。梨央こそ正常なんだよ。自分の心を守って何もできない人間よりはね。この島ではそんな人間のほうが病んでる」

　非現実のこの世界では梨央は正常なのだ。学校や社会という病巣に冒おかされた人間は腐ふ食しよくした鎖くさりにがんじがらめになり、いずれ精神も体も崩壊させる。

　そういえば、撃うてた人間はもうひとりいたな、と沖田は思った。あのときは自己防衛のためだったが、それでも躊ちゆう躇ちよなく撃てたということは素質があるのだ。普ふ段だんから仮面をつけては外しと繰くり返かえしているからだろうか。

「あなたは間違ってます」

　花穂はうめいた。
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　ウォンウォンと頭上から音が聞こえた。

　強い月明かりで周囲ははっきりと見えた。月の光を浴びてきらりと光る物体がある。

「あった……」

　神楽かぐら坂ざかは地面に座り込み土を払った。そこには銀色に光るスチールケースがあった。

　これがたぶん最後の宝箱だ。

　一つのエリアに一つは宝箱が存在すると、斉さい藤とうの言葉で気づいたのだ。すでに、他のエリアの宝箱は発見されており、見つかっていないのは風車エリアだけだったのだ。

　ゲームの継けい続ぞく。それは神楽坂にとってもプレッシャーのかかるものだった。序じよ盤ばんは極限ゲームサークルの部員として生徒たちのフォローをしてきたが、それだけでは駄だ目めだと気づいたのだった。

　ゲームのクリアを目指すなら積極的に動かねばならない。そして、強いアイテムがある場合、悪用する人間に渡してはならない。ゲームに参加する。それが神楽坂が導きだした解答だった。

　──ゲームは速さだ。

　そんな沖おき田たの言動の意味がやっとわかった気がした。

　カチリとロックの外れる音がした。スチールケースを慎しん重ちように開ける。

　中に入っていたのは金色の玉と妙な衣装のセット、棒状のもの。まずは玉を手に取る。触さわると同時にピピッと機器が反応し、ゲームの疑似マネーが増えた。

　この棒状のものはなんだろうか。しばらく調べていたが、やっと用よう途とに思い当たった。それに気づいた神楽坂は少しだけ青ざめた。捨てようかとの考えもよぎったが思い直す。

　保険は必要だった。何が起こるかわからない。

　神楽坂は広場に戻り斉藤たちを助けてからすぐに脱だつ出しゆつポイントに向かったのだ。そして見たのは梨り央おが平然と須す藤どうにブリッツを使うシーンだった。

　あのシーンが焼きついたように頭から消えない。沖田と梨央は結果的に女子たちに別の可能性を示し唆さしたことになる。私たち女子はもうひとつの意味があると。

　ブリッツ、いや女子は抑よく止し力りよくだけではない。女子たちは実際に自分たちが武器になり得ることを知ってしまった。

　梨央が放ったあの青白い光を思いだす。

　美しかった。まるで神話の女神が放つ電光のような……。

　──光。スポットライトと同じく光に身を委ゆだねるのだ。仮面をかぶり踊おどれ。この島は非現実の舞ぶ台たいだ。音楽と観客の視線のなか感情を燃え上がらせ強く美しく、ライトが消えるまで演じるのだ。舞台が暗転しフェードアウトしても消えない拍はく手しゆ……。

　神楽坂は宝箱に入っていた棒を握にぎった。あの光はきっかけのような気がした。何かが壊こわれ何かが生まれた変化を象しよう徴ちようする聖なる光──。
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　オレンジ色の光がぼんやりと広場を照らしている。

「悪いな。脱だつ出しゆつまでの辛しん抱ぼうだから」

　斉さい藤とうは須す藤どうと共に広場にいた。

「気にするな。これも失敗のペナルティだ」

　ベルトで後ろ手に縛しばられた須藤は平然としている。

「檻おりに入ったらほどくからさ」

「いいよ。その気になればいつでもほどける」

　斉藤は広場の周囲を見た。生徒たちが須藤の動きを監かん視しするように立っていた。須藤が視線を動かしている。

「誰だれか探してるのか？」

「いや、沖おき田たはどうしたのかと思ってよ」

「沖田は、また海に釣つりに行くとか言ってたな。何か伝えたいことはあるのか？」

「いや、まあ、やられたなと思っただけだ」

　須藤はにやりと笑った。

「こんなゲームが上う手まいからな」

　斉藤が言うと、須藤は皮肉っぽい視線を返す。

「いつまでゲームだと言い訳してる？　気づいてるだろ、これはやばいって。だが、責任があるから、ゲームとしてこれを維い持じしてる」

「いや、ゲームだよ。そして誰もゲームのルールを破ってない」

　斉藤は檻に近づいた。冷たく光る無機質な檻だった。この檻でさえもゲームの範はん疇ちゆうだ。しかし、ゲームの序じよ盤ばんに生徒たちはこんな行為を受け入れただろうか。やはり、いつの間にか器の水の温度が上じよう昇しようしている……。

「そういや、あれを最初に平然と打ったのもあいつだったよな」

「……ああ、あのことか」

　斉藤はすぐに思いだした。須藤が言っているのは一年前の修学旅行のことだ。持病持ちの女子がおり、インスリンを打つことを忘れて倒れてしまったのだ。彼女の鞄かばんをあさり注射器のインスリンを見つけたが問題があった。誰がそれを彼女に打つのか……。

「あの女、馬ば鹿かだから注射器でインスリンを持ってやがって、これ見よがしに教室とかで注射器を刺してたよな。自傷快楽者ってやつか？」

「本当ならボールペン型とかが主流らしいね」

　倒れた場所は交通の便が悪い場所で、病院も遠く保健の先生も別行動だった。教師も注射針を他人に刺すことを躊ちゆう躇ちよしていたとき、行動を起こしたのは沖田だった。沖田は平然と彼女に注射針を刺したのだった。

　ブリッツを受けて、須藤はそのシーンを思いだしたようだった。

「あのときは沖田はヒーローだった。でも、やっとわかったよ。あいつはただ他人の痛みに鈍どん感かんなだけだった」

　須す藤どうは檻おりの扉とびらに寄りかかる。

「あれは使ってはいけないものだった」

　その言葉に斉さい藤とうもうなずいた。同感だった。手際よく問題解決をした沖おき田ただが、大きな間違いを犯してしまった。問題を縮小させたのではなく、新たな戦略を提示しゲームを拡大させてしまったからだ。

　あの光は変化の象しよう徴ちようだった。生徒たちの心情はあの電光を見て大きく変わったはずだ。このゲームには強者と弱者が存在し、その武器は手元にある。そして使わない人間は弱者に成り下がる……。

「あいつは他人の痛みに鈍どん感かんだ。だから、女が痛がりだということに気づいてない。女は強い感情であっさりとモラルや理性を越えるからな。それを知らないあいつは、必ず失敗する」

　須藤は檻の扉をくぐる。ギシッと鈍にぶい音を立てて鉄の回転扉が回る。

「なあ須藤、やっぱり檻を使うのはやめよう。何か間違ってる」

　斉藤は回転扉を止めた。

「……遅おそい」

　そのとき須藤はすでに檻の中に入っていた。

「もう遅い。間違っていてもお前たちはゲームを続けるしかない」

　ガチャンと音がして牢ろう獄ごくの扉が閉まった。
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あとがき




「どうして作家になろうと思ったんですか」

　という質問によく遭そう遇ぐうするのです。

　未いまだに気の利いたセンスのある解答が用意できていません。作家を目指したのはいつ頃ごろだったのかと回想してみると、だいたい十年ぐらい前にさかのぼるような気がします。

　あの頃は大学生だったような気がします。当然ながら大学の講義なんてさぼってバイトばっかりやっていたんです。深夜のバイトで、ぐったりと疲れて当時住んでいた府中に戻るのが午前九時頃でした。駅前のマックに行くと、パチンコ店の開店を待ってる知り合いがたむろってる訳です。そりゃあもうダメ人間の巣そう窟くつでした。

　やつらは、朝から油っぽいもの食えないよね、と僕にモーニングセットのハッシュポテトを渡してくるんです。あの頃は極貧だったので、そのうちハッシュポテトを回収するためにマックに通うようになり、うちは冷蔵庫にはハッシュポテトがぎっしりとたまりました。

　いつの間にかハッシュマンとかハッシュコレクターとか呼ばれ始め「やめろよー、ミスターハッシュって呼ぶなよー」なんて朝のマックで騒いでいたような記き憶おくがあります。

　振り返ってみても、まったくいい思い出になってません。

　どこかで知恵をつけたのか「俺おれたちってこのままでいいのか？」と、この生活に疑問を持つ人間もたまに出現するのですが、

「なるようになるんだよ、気づいたらちゃんと社会人になって働いてるんだよ。世の中そうなってるんだ。だって、みんなそうしてきたんだから」

　みたいな、意外に説得力のある発言により僕らは生活を改めることはなかったのです。

　そして気づけば一年ぐらいあっという間に経っており、相変わらずやつらはパチンコ店の開店を待ち、僕はマックでハッシュポテトを食ってました。

　──このままじゃいけない。

　どこからかそんな声が聞こえたような気がしたんです。

　しかし、さらにあっという間に月日は過ぎ、自分を含めやつらは、気づいたらちゃんと社会人になって働いてた、なんてことはまったくありませんでした……という話を美人担当編集にしたら、僕のことを「ハッシュ王子」と呼び始め「やめてよー、ハッシュ王子って呼ばないでよー」と喧けん嘩かになったりして、昔のことをしみじみと思いだしちゃいました。

　あいつら今頃どうしてるかなー。

　なんか久々にハッシュポテトが食べたくなっちゃった。

　そうだ、明日は早起きしようっと！


土ど橋ばし真しん二じ郎ろう
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２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞＜金賞＞を受賞し、念願の作家デビュー。桜の季節になるとウキウキして、気分転換に満開の千鳥ヶ淵を一人で散策……のはずが、人が多くて逆に疲れまくりのようで。
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ふゆの春はる秋あき

冬の終わりに植えた水耕栽培の水菜やレタスがいい感じに育ってきました。育てていると情がわいて食べにくいですね。食べますが。
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楽らく園えん島じまからの脱だつ出しゆつ
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